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１．専攻科の概要 

 

１－１ 総説 

 専攻科は、高等専門学校を卒業した者に対して、「精深な程度において、特別の事項を教授し、そ

の研究を指導する」ことを目的として平成３年の学校教育法の改正により創設された新たな２年間の

専門課程です。 

 専攻科の修了者は、一定の要件を満たせば大学評価・学位授与機構に申請し、学士の学位を取得す

ることができ、同時に大学院への入学資格を得ることができます。 

 本校専攻科は、５年間の高専教育の基礎のうえに、さらに高度の専門的学術を教授研究し、創造的

専門学力、技術開発能力及び経営管理能力を有する開発型技術者を育成することを目的としています。     

 

 

１－２ 専攻科の沿革 

 

昭和38年 4月 1日 神戸市立六甲工業高等専門学校を設置 

（昭和41年4月1日神戸市立工業高等専門学校に名称変更） 

平成10年 4月 1日 専攻科（電気電子工学専攻・応用化学専攻）を設置 

平成12年 4月 1日 専攻科（機械システム工学専攻・都市工学専攻）を設置 

平成20年10月22日 専攻科設立10周年記念式典を挙行（記念誌の発刊） 

平成30年11月 2日 専攻科設立20周年記念講演会を開催（記念誌の発刊） 

令和 5年 4月 1日 神戸市公立大学法人の下、独立法人化 

 

 

１－３ 教育の特徴（カリキュラムポリシー概要） 

 

 神戸高専の専攻科課程の教育課程は、ディプロマ・ポリシーに掲げる学習・教育目標に沿って編成

しています。一般教養科目において語学力や倫理観などを養うための科目を、専門科目においては工

学に関する基礎知識をさらに深めるための専門共通科目とそれぞれの専攻の基本方針のもとさらに高

度な専門的学術を培うための専門展開科目を用意しています。これらの知識・能力を効果的に修得す

るため、準学士課程との系統性を配慮した編成にしています。 

 

（１） 機械システム工学専攻 

機械システム工学専攻では、今後さらなる高度化や精密化を想定した場合に予想される機械工学的

な諸問題に対処するために必要な材料力学、熱力学、流体力学、計測・制御工学、ロボット工学、加

工技術に加え、生産管理や生産技術に関するより高度な技術を教授し、独創的で論理的な思考能力や

問題解決能力を有するとともに、これらの技術を活かして生産システムの構築ができる技術者の育成

を目指します。 

 

（２）電気電子工学専攻 

電気電子工学専攻では、今後ますます多様化、高度化していくと予想される電気エネルギーを基盤

とした高度産業システムやエレクトロニクス分野に対応するために、電磁気学、電気・電子回路論、

物性・電子デバイス、計測・制御工学、情報・通信工学、パワーエレクトロニクス等に関するより高

度で実践的な技術や知識を修得し、問題解決能力を有する実践的で創造性豊かな技術者の育成を目指

します。 

 

（３）応用化学専攻 

応用化学専攻では、今後も進んでいく新素材、新材料の開発やそれらの応用技術、環境問題等に対

応するために必要な有機化学・高分子化学、無機化学・分析化学、物理化学、化学工学、生物工学等
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に関するさらに高度な技術や知識を教授し、化学物質の可能性や潜在的な危険性も理解しながら分析

装置等を取扱うとともに設計装置の設計もできるような実践的で問題解決能力も有する技術者の育成

を目指します。 

 

（４）都市工学専攻 

都市工学専攻では、今後の暮らしの変化とそれに伴う自然環境の変化にも対応した人に優しい生活

環境をデザインするために必要な構造工学、水理学、地盤工学、コンクリート工学、維持管理工学、

計画学、環境保全、設計製図等のより高度な知識や技術を教授し、自然災害や環境問題の仕組みも理

解して施工できるような実践的で、かつ創造性や判断力も併せ持つ技術者の育成を目指します。 

 

 

１－４ 養成すべき技術者像（専攻科課程、専攻ごとの教育目的） 

 専門分野の知識・能力を持つと共に他分野の知識も有し、培われた教養教育のもとに、柔軟で複合

的視点に立った思考ができ、問題発見、問題解決ができる創造性豊かな開発型技術者を養成する。 

 

（１）機械システム工学専攻 

数学、自然科学、情報処理技術、電気電子応用技術、加工技術、設計法等の専門技術を習得し、培

われた教養教育のもと、設計や製作において複合的視点で思考、問題発見、問題解決ができる創造性

豊かな開発型技術者を養成する。 

 

（２）電気電子工学専攻 

数学、自然科学、情報処理技術、電磁気学、電気回路、エレクトロニクス、実験等により専門技術

を習得し、培われた教養教育のもと、柔軟な思考ができ、複合的視点で思考、問題発見、問題解決が

できる創造性豊かな開発型技術者を養成する。 

 

（３）応用化学専攻 

数学、自然科学、情報処理技術に加え、物質の基本を十分に理解し、新しい物質作りに応用できる

専門学力を習得し、培われた教養教育のもと、柔軟な思考ができ、複合的視点で思考、問題発見、問

題解決ができる創造性豊かな開発型技術者を養成する。 

 

（４）都市工学専攻 

数学、自然科学、情報処理技術、構造力学、水理学、土質力学、計画、環境に関連する専門技術に

重点を置き、培われた教養教育のもと、柔軟な思考ができ、複合的視点で思考、問題発見、問題解決

ができる創造性豊かな開発型技術者を養成する。 

 

 

１－５ 修了時に身につけるべき学力や資質・能力（学習・教育目標） 

 

(A) 工学に関する基礎知識と専門知識を身につける。 

(A1) 

 

 

(A2) 

 

(A3) 

 

(A4)  

数 学 

 

 

自 然 科 学 

 

情 報 技 術 

 

専 門 分 野 

 

工学的諸問題に対処する際に必要な線形代数、微分方程式、ベクトル

解析、確率統計などの数学に関する知識を身につけ、問題を解くこと

ができる。 

工学的諸問題に対処する際に必要な力学、電磁気学、熱力学などの自

然科学に関する知識を身につけ、問題を解くことができる。 

工学的諸問題に対処する際に必要な情報技術に関する知識を身につ

け、活用することができる。 

各専攻分野における工学基礎と専門分野の知識・技術を身につけ、活

用することができる。 
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(B) コミュニケーション能力を身につける。 

(B1) 

 

(B2) 

(B3) 

 

(B4)  

論 理 的 説 明 

 

質 疑 応 答 

日 常 英 語 

 

技 術 英 語 

 

技術的な内容について、図、表を用い、文章及び口頭で論理的に説明

することができる。 

自分自身の発表に対する質疑に適切に応答することができる。 

日常的な話題に関する英語の文章を読み、聞いて、その内容を理解す

ることができる。 

英語で書かれた技術的・学術的論文の内容を理解し、日本語で説明す

ることができる。また、特別研究等の研究に関する概要を英語で記述

することができる。 

 

(C) 複合的な視点で問題を解決する能力や実践力を身につける。 

(C1) 

 

(C2) 

 

(C3) 

 

(C4)  

応 用 ・ 解 析 

 

複 合 ・ 解 決 

 

体 力 ・ 教 養 

 

協 調 ・ 報 告 

 

工学基礎や専門分野の知識を工学的諸問題に応用して、得られた結果

を的確に解析することができる。 

与えられた課題に対して、工学基礎や専門分野の知識を応用し、かつ

情報を収集して戦略を立てることができる。また、複合的な知識・技

術・手法を用いてデザインし工学的諸問題を解決することができる。 

技術者として活動するために必要な体力や一般教養を身につける。 

特定の問題に対してグループで協議して挑み、期日内に解決して報告

書を書くことができる。 

 

(D) 地球的視点と技術者倫理を身につける。 

(D1) 

 

(D2)  

技 術 者 倫 理 

 

異 文 化 理 解 

工学技術が社会や自然に与える影響を理解し、また、技術者が負う倫

理的責任を自覚し、自己の倫理観を説明することができる。 

異文化を理解し、多面的に物事を考え、自分の意見を説明することが

できる。 

 

 

※「(A4) 専門分野」の専攻別細目 

（１）機械システム工学専攻 

① 機械工学的諸問題に対処する際に必要な材料に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

・機械工学的諸問題に対処する際に必要な材料および材料力学に関する基礎知識と発展的な知識を

身に付け、活用できる。 

 

② 機械工学的諸問題に対処する際に必要な熱力学および流体力学に関する基礎知識を身につけ、

活用できる。 

・熱流体に関する各種物理量の計測法を理解し、実際に計測し評価できる。 

・理想化された熱流体および実際の熱流体の移動を数式で表し、それを用いて熱流動現象を説明で

きる。 

・各種熱機関の特性を理解し、エネルギー変換技術における性能改善のための指針を提案できる。 

 

③ 機械工学的諸問題に対処する際に必要な計測および制御に関する基礎知識を身につけ、活用で

きる。 

・研究開発、応用設計、製造等を行う際に必要な計測の基礎知識を身につけ活用できる。 

・研究開発、応用設計、製造等を行う際に必要な計測の専門知識を身につけ活用できる。 

・研究開発、応用設計、製造等を行う際に必要な制御の専門知識を身につけ活用できる。 
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④ 機械工学的諸問題に対処する際に必要な生産に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

・工業材料、先端材料の成形加工法に関する専門知識を習得し、材料加工や生産加工に活用できる。 

・切削加工に関する専門知識や先端加工技術を習得し、生産技術として応用できる。 

・生産に関する専門的かつ総合的な知識および技術を習得し、生産システムの構築ができる。 

 

（２）電気電子工学専攻 

① 電気電子工学分野に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

・電磁気学に関する理解を深め、応用力を養うことができる。 

・高電圧の発生方法ならびに測定方法を理解することができる。 

・集中・分布定数回路をコンピュータを用いて解析することができる。 

・離散フーリエ変換や逆離散フーリエ変換を理解し、応用することができる。 

 

② 物性や電子デバイスに関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

・光の波動的性質や光を導波する光ファイバの原理、特性、応用などを理解することができる。 

・光デバイスの原理や応用技術を理解することができる。 

・プラズマについての基礎特性や計測技術について理解することができる。 

 

③ 計測や制御に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

・光センサの原理を理解し、具体的な課題に応用することができる。 

・計測や制御の手法を学び、具体的な課題に応用することができる。 

・最適制御、ロバスト制御などの設計理論を理解することができる。 

 

④ 情報や通信に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

・ディジタル信号処理の基礎的な考え方を理解することができる。 

・一般的なアルゴリズムやそれを実現するためのデータ構造を理解することができる。 

・画像処理の基礎及びコンピュータグラフィクスの基礎を理解することができる。 

 

⑤ エネルギー、電気機器、設備に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

・電力変換装置や電力用デバイスの基礎を理解することができる。 

・現状のエネルギー変換の基本をなす熱力学について理解することができる。 

 

（３）応用化学専攻 

① 有機化学・高分子化学関連分野に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

・有機反応機構を説明できるとともに、有機金属錯体の構造や反応を理論的に説明できる。 

・高分子化学の基本知識をより理解を深めるとともに、機能性高分子材料についても説明できる。 

 

② 無機化学・分析化学関連分野に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

・無機物質の各種合成法の特徴を説明できる。 

・無機材料合成の基礎となる相平衡や錯体の合成法を説明できるとともに、無機物質の潜在危険性

を理解し安全に取り扱える。 

 

③ 物理化学関連分野に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

・原子・分子の電子状態に起因する現象、分光学等が定性的に理解できる。 

・化学反応の基礎理論を説明できるとともに、量子化学計算を用いて遷移状態の構造を予測できる。 

・電気化学反応の基礎理論を説明できるとともに、その応用例の概要を説明できる。 

 

④ 化学工学関連分野に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

・化学工学単位操作の基礎理論の理解を確実なものにするとともに、それを応用した各種装置の概
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要を説明でき、装置設計に活かせる。 

・熱力学のうち化学技術者に必要な分野に関する熱力学計算ができる。 

 

⑤ 生物工学関連分野に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

・生化学の基礎を理解しながら分子生物学と遺伝子工学の基礎と応用について理解できる。 

 

（４）都市工学専攻 

① 設計に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

・数理工学、数理統計に関する理論を理解し、設計に活用できる。 

・シミュレーションに関する理論を理解し、設計に活用できる。 

② 力学に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

・構造力学、水理学、土質力学に関する理論を理解し、力学の応用的解析に活用できる。 

・数値流体力学に関する諸定理を理解し、応用的解析ができる。 

 

③ 施工や防災に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

・コンクリートなどの建設材料に関する理論を理解し、施工技術を身につける。 

・基礎、耐震に関する理論を理解し、施工に対して活用できる。 

・都市防災に関する理論を理解し、施工に対して活用できる。 

 

④ 計画や環境に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

・都市計画や交通計画、建築学に関する理論を理解し、建設に対して活用できる。 

・環境保全に関する理論を理解し、建設に対して活用できる。 

 

 

１－６ 教育課程 

 教育課程は単位制を基本とし、各科目の講義は原則として学期毎に完結するため、２年間の教育期

間は、１５週を単位とする４学期に分割されています。 

 

 

１－７ 学年・学期 

（１） 学 年    ４月１日 ～ 翌年３月３１日 

（２） 学 期  （前期）  ４月１日 ～ ９月３０日 

          （後期） １０月１日 ～ ３月３１日 

 

 

１－８ 休業日 

 （１） 国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日 

 （２） 日曜日及び土曜日 

 （３） 学年始休業     ４月 １日 ～ ４月 ７日 

 （４） 夏季休業      ８月１２日 ～ ９月２３日 

 （５） 冬季休業     １２月２５日 ～ １月 ７日 

 （６） 学年末休業     ３月２０日 ～ ３月３１日 

  

※年度により、変更されることがあります。 

 

 

１－９ 記念日 

 （１） 創立記念日     ６月 ３日 
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２．履修に関すること【注意！：詳細は必ず学則、履修規則を確認してください。】 

 

 専攻科では、一般の大学と同じように単位制を基本としています。専攻科を修了するためには６２

単位以上を修得する必要があります。そのため、本校では、約８０単位の科目（特別研究、実験を含

む）を開設しています。このうち、必修科目は専攻にかかわらず必ず履修しなければなりません。し

たがって、学生諸君は、修了するまでにどの科目を修得すべきかを選択しなければなりません。ま

た、選択した科目を受講するためには、受講申請を行う必要があります。 

以下にその概要と手続きについて述べます。 

 

２－１ 科目の単位と時間数 

 

 専攻科のカリキュラムは「一般教養科目」と、専門共通科目及び専門展開科目の「専門科目」から

成っています。各授業科目の履修は単位制により実施しており、講義、講義・演習、演習、実験、実

習により行われます。４５分を１単位時間、９０分を２単位時間、１３５分を３単位時間として、次

の基準により単位数を計算します。 

 

講 義 科 目  半期毎週２単位時間の授業で２単位 

講義・演習科目  （上記の講義以外に６０単位時間の自己学習が必要） 

          

 

演 習 科 目   半期毎週２単位時間の授業で１単位 

         （上記の講義以外に３０単位時間の自己学習が必要） 

 

実験・実習科目  半期毎週３単位時間の授業で１単位 

 

特 別 実 習   実習先が国内の場合については就労日数１０日以上かつ総就労時間 

７０時間以上をもって２単位。海外の場合については別途定める。 

 

 このように単位時間が科目によって異なるので注意してください。コミュニケーション英語、専攻

科ゼミナールⅠ、Ⅱ、及びメカニカルエンジニアリング演習は「演習科目」、専攻科特別実習、及び

エンジニアリングデザイン演習は「実験・実習科目」、専攻科特別研究Ⅰ、Ⅱは「研究」、他の科目

は「講義科目」あるいは「講義・演習科目」に区分します。専攻科特別実習(インターンシップ)は、

夏季休業中等に企業等に派遣し実施します。 

 

 

２－２ 受講手続 

 

 授業を履修するにはweb申請（学生ポータル上で実施）を指定する日時までに完了しなければなりま

せん。選択科目の中からどの科目を履修するかは、特別研究担当教員および専攻主任の指導に従い、

各自で責任をもって履修計画をたて決定してください。第１学年在籍者については、専門展開科目の

うち、第２学年配当必修科目の履修を認めません。また同一時間に開講している二つ以上の科目につ

いては、同時に履修することを認めません。なお、各授業科目はその内容に応じて、受講を制限する

場合や、教室の都合等により、受講人員を制限する場合があります。 

 

 

２－３ 試験と単位の認定 

 

試験は、原則として授業の終了する学期末に行われます。試験の実施期日・時間等は、そのつど校

内メ－ル及び担当教員から連絡します。成績が「可」以上に評価された授業科目の単位について、修

得を認定します。合格とならなかった科目のうち、修得する必要がある科目（必修科目）は、原則と
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して再受講しなければなりません。 授業科目の単位認定（試験等）については、授業科目担当教員

が行います。 

試験の遅刻について、学生の試験開始後30分以内の退室及び30分以降の入室は認めません。その他、

判断が難しい事案が生じた際は、事後に判断する旨を伝えたうえで試験を受けさせることがあります。 

 

 

２－４ GPAについて 

指定校推薦や校長推薦などには、「成績優秀であること」などの条件がつきます。 

「成績優秀であること」の基準については、本校専攻科では、「優（標語）」の割合やGPA

（Grade Point Average；成績平均値）などを用います。 

※GPAの算出方法について 

各科目のGP = (学業成績– 55) / 10 (ただし，学業成績 < 60点のときGP = 0) 

GPAの算出方法：(GP × 科目の単位数)の総和 / GPA対象単位総数 

ただし，GPA対象科目は別に定める。なお，GPAは学生に通知しないものとします。 

 

 

２－５ 専攻科修了要件【注意！：学位（学士号）取得の要件とは異なります】 

 

専攻科の修了認定は、次に定める各号のすべての項目に該当する者に対して、修了認定会議の審議

を経て、校長がこれを決定します。 

 

(1) 必修科目をすべて修得していること。 

(2) 総修得単位数が ６２単位 以上であること。 

(3) 一般教養科目の修得単位数が ８単位 以上であること。 

(4) 専門共通選択必修科目の修得単位数が ４単位 以上であること。 

(5) 専門科目の修得単位数が ４６単位 以上であること。 

 

なお他大学で修得した単位については、申請により３０単位（ただし、専攻に係る科目以外の科目

は８単位）を限度に本校専攻科での修得単位として認定されます。すなわち、この加算後の修得単位

数が６２単位以上あれば専攻科を修了することができます。 

また他専攻の専門展開科目を履修し、単位を取得することができます。ただし、当該専攻の修了要

件の単位に含めることができるのは６単位までです。 

 

 

２－６ 修業年限 

 

 専攻科の修業年限は２年で、４年を超えて在学することはできません。 

 

 

２－７ 休学 

 

専攻科の学生が休学できる期間は、１年以内です。ただし、校長が認める特別の理由があるとき

は、１年を限度として休学できる期間の延長を認めることができます。また、休学できる期間は、修

業年限及び在学期間に算入しません。 



- 8 - 

 

２－８ 学位（学士号）の取得 

 

 学位を取得するためには、本科（４、５年）と専攻科において、学士課程４年間に相当する学修を

体系的に履修し、かつ、大学改革支援・学位授与機構の定める修得単位に関する基準を満たしている

かを審査されます。 

→ 修得単位について審査されます。 

 

 学修総まとめ科目（特別研究Ⅱ）において、学士課程４年間に相当する学修の総括が行われ、学士

の学位の授与に値する学修の成果が得られているかを審査されます。 

→ 学修総まとめ科目の「履修計画書」および「成果の要旨」を提出します。 

 

 学位授与申請は、修了見込み年度の６月に必要書類一式と学位審査手数料を添えて大学改革支援・

学位授与機構に申請することになります。学修総まとめ科目の単位取得後、必要書類一式を再度大学

改革支援・学位授与機構に申請することになります。 

 なお、単位修得見込みで申請した科目については、修得後、速やかに単位修得証明書を提出しなけ

ればなりません。 

 取得できる学位は、「学士（工学）」です。 

 

 

＊１ 独立行政法人大学改革支援・学位授与機構 

 

 ［抜 粋］ 独立行政法人大学改革支援・学位授与機構は、独立行政法人通則法及び独立行政法人

大学改革支援・学位授与機構法に基づき設立されています。機構は、大学等（大学、短期大学、高等

専門学校並びに大学共同利用機関をいう。以下同じ。）の教育研究活動の状況についての評価等を行

うことにより、その教育研究水準の向上を図るとともに、国立大学法人等（国立大学法人、大学共同

利用機関法人並びに独立行政法人国立高等専門学校機構をいう。以下同じ。）の施設の整備等に必要

な資金の貸付け及び交付を行うことにより、その教育研究環境の整備充実を図り、あわせて大学以外

で行われる高等教育段階での様々な学習の成果を評価して学位の授与を行うことにより、多様な学習

の成果が適切に評価される社会の実現を図り、もって我が国の高等教育の発展に資することを目的と

して、次の業務を行います。（引用元 https://www.niad.ac.jp/about/business.html） 

 

 

＊２ 学校教育法（昭和22年３月31日法律第26号）第104条 第７項第１号 

 

 ［抜 粋］ 短期大学（専門職大学の前期課程を含む。）若しくは高等専門学校を卒業した者（専

門職大学の前期課程にあつては、修了した者）又はこれに準ずる者で、大学における一定の単位の修

得又はこれに相当するものとして文部科学大臣の定める学習を行い、大学を卒業した者と同等以上の

学力を有すると認める者 学士 

 

 

＊３ 学位規則（昭和28年４月１日文部省令第９号）第６条第１項                                                          

 

［抜 粋］ 法第百四条第四項の規定による同項第一号に掲げる者に対する学士の学位の授与は、

独立行政法人大学改革支援・学位授与機構の定めるところにより、短期大学若しくは高等専門学校を

卒業した者又は次の各号の一に該当する者で、大学設置基準（昭和三十一年文部省令第二十八号）第

三十一条第一項の規定による単位等大学における一定の単位の修得又は短期大学若しくは高等専門学

校に置かれる専攻科のうち独立行政法人大学改革支援・学位授与機構が定める要件を満たすものにお

ける一定の学修その他文部科学大臣が別に定める学修を行い、かつ、独立行政法人大学改革支援・学

位授与機構が行う審査に合格した者に対し行うものとする。 
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３．大学での科目の受講及び単位取得に関すること 

 

 専攻科を修了するためには、本校専攻科が開設した科目の中から６２単位以上を修得する必要があ

ります。その６２単位のうち、他の大学との交流を図り広く教養を身につける観点から、学園都市単

位互換講座で修得した単位についても、３０単位を限度に本校専攻科での修得単位として認定されま

す。ただし、専攻に係る科目以外の科目については、８単位を越えない範囲で認定されます。 

 

３－１ ユニティ単位互換講座の履修について 

 

 学園都市および周辺にある６つの大学等「流通科学大学、神戸市外国語大学、兵庫県立大学、神戸

芸術工科大学、神戸市看護大学、神戸市立工業高等専門学校」がお互いに提供した授業科目を学習し

たことについて、それぞれ所属する学校（神戸高専）における履修とみなし、単位の修得を認定する

制度です。 

ユニティ単位互換講座は、各大学等に行って履修します。なお、履修の可否については開設大学等

に権限がありますので、履修申請しても履修が許可されるとは限りません。 

 

Ⅰ．申込者の資格 

(1) 神戸研究学園都市大学連絡協議会に加入している大学及び高等専門学校専攻科に所属する学生

で所属大学等が許可すれば、誰でも受講資格があります。ただし、科目の性格から既履修科目

や学年等の条件がある場合があります。 

(2) 所属大学により、単位認定可能な講義の種類や単位数等が異なります。詳細は学生課に問い合

わせください。 
 
Ⅱ．出願方法等 

(1) 学生課の窓口で、毎年４月上旬の所定の期間に受け付けます。学生課の指示に従って手続きを

行ってください。 

(2) 提出書類は、「ユニティ単位互換講座科目履修出願票」のみです。１科目につき１枚記入して

ください。（２科目以上履修する方は、出願票をコピーしてください） 

(3) 受講料は無料です。 
 
Ⅲ．履修許可及び履修手続き 

(1) 科目開設大学等は、ユニティ単位互換講座科目履修出願票に基づき選考を行います。 

(2) 選考結果は、４月中旬に学生課を通じて連絡します。 

（※定員等の都合により許可されない場合があります。） 

(3) 前期については、履修者の確定が授業開始後になりますので、注意してください。 

(4) 科目によっては科目開設大学で別の手続きが必要な場合があります。この場合は、指示に従っ

て手続きを行ってください。 
 
Ⅳ．身分・成績等の取扱い 

(1) 講義を受ける時の注意や試験の実施方法等は、科目開設大学の指示に従ってください。 

(2) 単位の認定や成績は、学生課を通じて連絡します。 
 
Ⅴ．開講科目について 

 開講期間は、所属大学(神戸高専 専攻科)と異なりますので注意してください。 

 単位互換講座は、開講している大学のキャンパスで履修します。 

 講義の期間や時間、休講基準については、科目開設大学の規定によります。 

 提供科目・開講期間・時間割等は「大学コンソーシアムひょうご神戸」の単位互換検索システ

ム(https://consortium-hyogo-system.jp/tanigokan/search.php)及び ３月のガイダンス時に

配付した「単位互換講座時間割表」を参照してください。 

 本校開講科目は、専攻科での単位であり、大学での単位とは認定されませんので注意してくだ

さい。 

※単位互換講座 休講等の連絡は、専攻科棟掲示板・Ｅ-メール等で、また、科目開設大学の掲示板で

確認してください。

https://consortium-hyogo-system.jp/tanigokan/search.php
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４．学位授与申請に関すること 
 

４－１ 学位授与制度とは 

 

短期大学及び高等専門学校の卒業者など、高等教育機関において一定の学習を修め、その「まとま

りのある学修」の成果をもとに、さらに大学の科目等履修生制度などを利用して所定の単位を修得し、

かつ大学改革支援・学位授与機構が行う審査の結果、大学卒業者と同等以上の学力を有すると認めら

れた者に対して、学士の学位が授与されます。 

本校の専攻科は、大学教育に相当する水準の教育を行っていることを大学改革支援・学位授与機構

が認定した専攻科（認定専攻科）であり、当専攻科において修得した単位は基礎資格を有する者に該

当した後に修得した単位として使用することができます。ただし、ユニティ単位互換講座で履修・修

得した科目や他の専攻の専門展開科目は学位申請の単位として認定されていません。学位申請の単位

として認定されるのは、所属する専攻の科目表に記載された科目のみとなりますので、各自責任をも

って確認して下さい。 

なお、学位授与申請は、個人で必要書類を作成しますが、申請は学校から一括して行いますので、

期限を守ってください。学位授与に関する詳細な情報は、大学改革支援・学位授与機構のwebページ

(http://www.niad.ac.jp/)を参考にしてください。また、しおりの２－８ 学位（学士号）の取得を

参照して下さい。 

 

 

４－２ 学位授与までの主なスケジュール 

 

■専攻科２年 

３月下旬   第1回学位授与申請ガイダンス(１年時年度末) 

４月初旬   専攻科特別研究Ⅱ 履修 

   第2回学位授与申請ガイダンス 

６月中旬 学位授与電子申請（各自でWeb入力） 

       学修総まとめ科目履修計画書作成（A4 2ページ 2400～3000文字程度） 

７月初旬 学位授与申請書送付（学校一括で郵送） 

２月初旬 学修総まとめ科目成果の要旨作成（A4 3ページ 3600～4500文字程度） 

２月中旬 専攻科特別研究Ⅱ 単位取得 

成績証明書等送付（学校一括で郵送） 

３月中旬 学位記授与（修了式） 

 

【注意！】「履修計画書」と「成果の要旨」および本校で発行している「専攻科特別研

究論文集」の研究題目名（テーマ名）は一致させてください。 
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５．学生生活に関すること 

 

５－１ 専攻科生の学生生活に関する注意点 

(1) 専攻科に関する諸規定は本科に準ずることを原則とします。(※校則違反者は特別指導の対象） 

 

(2) 自動車、自動二輪車、原動機付自転車による通学は原則禁止です。 

 

(3) 校内での喫煙は禁止です。学校周辺での喫煙も控えてください。 

 

(4) クラブ、同好会及び研究会に加入することができます。ただし、加入届を顧問へ提出すること。 

 

(5) 新たに必要となる規程や運用上の問題については、専攻科運営委員会で検討・策定します。 

 

 

５－２ 専攻科生の研究活動に関する注意点 

(1) 校内における時間外（平日17：35以降および休日（休業期間中の平日を含む））の研究活動を希望

する場合は、「施設・設備 時間外利用 許可願」を提出してください。指導教員不在での居残り

はできません。なお、活動可能な時間帯は以下の通りです。 

授業期間中の平日：9：00～18：45（活動可能時間帯）、19：00（完全下校） 

休日・休業期間中：9：00～16：45（活動可能時間帯）、17：00（完全下校） 

 

(2) 指導教員の付き添いなしで校外での研究活動を希望する学生は、「学外実習届（研究用）」を提

出し、所定の手続きをとってください。 

 

(3) 専攻科において研究活動を実施するためには、専攻科生向けの研究コンプライアンス研修（e-ラ

ーニング形式）を受講する必要があります。（４月上旬ごろに実施予定） 

 

 

６．情報資産の取り扱いについて（総合情報センター） 
 

 学会発表や研究会参加など、研究活動においてパソコンやメモリーを持ち出す場合は、以下のこと

を厳守するようにしてください。 

 

(1) 情報資産を持ち出す場合は、事前に指導教員の許可を得る。 

 

(2) 情報資産が含まれているパソコンやメモリー、書類等は、盗難や紛失を絶対にしないよう細心の

注意を払う。 

 

(3) 持ち出すパソコンやメモリー、書類等に含まれる情報は、必要最小限の情報に限定する。（研究

活動において、不必要な情報は削除しておく。） 

 

(4) パソコンやメモリーには、必ずパスワードをかけて他者が自由に閲覧できないようにする。 

 

(5) パソコンやメモリーを持ち出す際、及び、持ち出しを終えた後には、必ずウィルスチェックを行

う。 

 

(6) 本校で管理していないメモリー等を研究活動において使用する際は、ウィルスチェックを行った

あとに使用する。 

 

(7) パソコン等を紛失した場合、盗難された場合は、速やかに指導教員に連絡する。 
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７．神戸市立工業高等専門学校専攻科特別実習要項 
（専攻科の授業科目の履修等に関する規定第2条関係） 

 
１.目的 
特別実習は、企業、官公庁又は大学において技術体験を通じて実践的技術感覚を体得させるととも
に、技術体験で得た学修成果を専攻科の修学に生かすことを目的とする。 

 
２.計画・実施 
特別実習は、専攻主任を中心に計画し、校長の許可を得て実施するものとする。なお受け入れ先決

定後、速やかに特別実習届(様式１)を事務室学生課に提出しなければならない。 
 
３.実施の期間 
特別実習は４月から２月末までとする。実習時間は実習先が70時間を必要とする。この実習時間は
企業研究，書類作成，および実習報告会（準備を含む）など学内の活動を10時間まで認める。実習
先が１か所の場合，原則連続10日以上（60時間以上）の実習期間を必要とする。実習先が２か所の
場合，同一の実習先での実習期間は原則連続５日以上（１か所あたり30時間以上）とする。実習期
間中に学会発表などが重複し，実習を中断する場合，その旨を特別実習報告書に記載すること。な
お年度を超えての実習は認めない。実習先が海外の場合は、別途定める。 

 
４.経費 
特別実習に要する費用は、原則、特別実習を行う学生(以下「特別実習生」という)の負担とする。 

 
５.実施責任者 
特別実習を円滑に実施するため、専攻主任を実施責任者とする。 

 
６.実施責任者の業務 
実施責任者は指導教員の協力のもとに、次の業務にあたる。 
(1) 特別実習生の受入先事業所等の選定 
(2) 特別実習生の受入先事業所等の実習指導者の指定 
(3) 特別実習生の受入先事業所等への配属 
(4) 特別実習内容、テーマ等に関する指導・助言 
(5) 特別実習における安全管理（傷害保険への加入指導を含む。）、就業心得等の事前指導 
(6) 特別実習中に発生した事故又は異常事態の処置及び報告 
(7) 特別実習生の受入先事業所等との連絡調整 
(8) その他必要な事項 

 
７.実地指導 
専攻主任又は指導教員は、必要に応じ特別実習生に対し、受入先事業所等において実地指導を行う
ものとする。 

 
８.報告 
特別実習生は、特別実習修了後直ちに、次に掲げる書類を指導教員、専攻主任及び専攻科長を経て
校長に提出しなければならない。 
(1) 特別実習証明書（様式２） 
(2) 特別実習報告書（様式３）又は事業所等の書式により事業所等に提出した報告書の写 
(3) 特別実習日誌（様式４） 
様式２～４は(http://www2/senkouka/jisshu.html)でダウンロードできます。 
特別実習生は、専攻科が行う特別実習報告会において特別実習内容を発表しなければならない 

 
９.成績評価及び単位の認定 
特別実習の成績の評価は、次によるものとする。ただし、第３条に定める特別実習期間を満了しな
い場合は、この限りでない。 
(1) 成績は実習報告会20%，実習証明書50%，実習報告書30%として評価する。100点満点で60点以上

を単位認定する。学外実習届，実習証明書，実習報告書，および実習日誌の提出がない場合, 
ならびに実習報告会未実施の場合は単位認定しない。 

(2) 評価は、合格又は不合格とし、合格の場合は、特別実習の単位を認定する。 
 
１０.履修辞退について 
受け入れ先が決定しなかった等の不測の事態が生じた際に限り、特別実習の履修辞退を認める。そ
の際には速やかに履修辞退届を提出しなければならない。 

 
１１.改訂 

この要項に定めるもののほか、特別実習に関し必要な要項は、専攻科長と専攻主任との協議を経

て、校長が定めるものとする。 



 

 

 

 

 

専攻別シラバス 



学年
選択／
必修

科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年 必修 現代思想文化論 山本 舜 講師 2 前期 AC-1
1年 選択 時事英語 上垣 宗明 教授 2 後期 AC-3
1年 選択 英語講読 平野 洋平 教授 2 前期 AC-5
1年 必修 コミュニケーション英語 PILEGGI MARK 教授 1 後期 AC-7
2年 選択 地域学 八百 俊介 教授 2 前期 AC-9
2年 選択 応用倫理学 山本 舜 講師 2 後期 AC-11
2年 選択 手話言語学 今里 典子 教授 2 前期 AC-13

学年
選択／
必修

科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年 必修 シミュレーション工学 藤本 健司 教授, 朝倉 義裕 教授 2 後期 AC-15
1年 選択 数理工学Ⅰ 菅野 聡子 教授 2 後期 AC-17
1年 選択 数理統計 遠藤 優介 非常勤講師 2 前期 AC-19
1年 選択 量子物理 九鬼 導隆 教授 2 前期 AC-21
1年 選択 技術英語 清水 俊彦 准教授 2 後期 AC-23
2年 必修 工学倫理 伊藤 均 非常勤講師 2 前期 AC-25
2年 選択 数理工学Ⅱ 加藤 真嗣 教授 2 前期 AC-27
2年 選択 数値流体力学 辻本 剛三 非常勤講師 2 後期 AC-29

学年
選択／
必修

科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年 必修 専攻科ゼミナールⅠ 宮下 芳太郎 教授, 渡辺 昭敬 
教授, 小泉 拓也 教授, 増田 興司 
准教授, 濱田 守彦 准教授

2 前期 AC-31

1年 必修 専攻科特別研究Ⅰ 九鬼 導隆 教授, 渡辺 昭敬 教授, 
宮下 芳太郎 教授, 根本 忠将 
教授, 小泉 拓也 教授, 下村 
憲司朗 教授, 安田 佳祐 教授, 
小島 達弘 准教授, 増田 興司 
准教授, 濱田 守彦 准教授

7 通年 AC-33

1年 選択 専攻科特別実習 小島 達弘 准教授 
【実務経験者担当科目】

2 通年 AC-35

1年 選択 有機金属化学 大淵 真一 非常勤講師 
【実務経験者担当科目】

2 前期 AC-37

1年 選択 物理有機化学 九鬼 導隆 教授 2 後期 AC-39
1年 選択 無機合成化学 濱田 守彦 准教授 2 後期 AC-41
1年 選択 電気化学 安田 佳祐 教授 

【実務経験者担当科目】
2 後期 AC-43

1年 選択 化学反応論 渡辺 昭敬 教授 2 後期 AC-45
1年 選択 分子生物学Ⅰ 下村 憲司朗 教授 2 前期 AC-47
1年 選択 移動現象論 増田 興司 准教授 2 前期 AC-49
1年 選択 高分子材料化学Ⅰ 根本 忠将 教授 2 前期 AC-51
1年 選択 高分子材料化学Ⅱ 根本 忠将 教授 2 後期 AC-53
1年 選択 有機反応機構論 藤井 郁哉 非常勤講師 2 前期 AC-55
1年 選択 化学工学熱力学 小島 達弘 准教授 2 後期 AC-57
2年 必修 エンジニアリングデザイン演習 西田 真之 特任教授, 熊野 智之 

教授, 津吉 彰 特任教授, 尾山 
匡浩 教授, 増田 興司 准教授, 
高科 豊 特任准教授 
【実務経験者担当科目】

1 後期 AC-59

2年 必修 専攻科ゼミナールⅡ 宮下 芳太郎 教授, 渡辺 昭敬 
教授, 小泉 拓也 教授, 増田 興司 
准教授, 濱田 守彦 准教授

2 前期 AC-61

■一般教養科目

■専門共通科目

■専門展開科目



2年 必修 専攻科特別研究Ⅱ 九鬼 導隆 教授, 渡辺 昭敬 教授, 
宮下 芳太郎 教授, 根本 忠将 
教授, 小泉 拓也 教授, 下村 
憲司朗 教授, 安田 佳祐 教授, 
小島 達弘 准教授, 増田 興司 
准教授, 濱田 守彦 准教授

8 通年 AC-63

2年 選択 分離工学 小島 達弘 准教授 2 後期 AC-65
2年 選択 周期表の化学 宮下 芳太郎 教授 2 前期 AC-67
2年 選択 分子生物学Ⅱ 下村 憲司朗 教授 2 前期 AC-69



科　目

担当教員 山本 舜 講師

対象学年等

学習・教育目標 D2(100%) (a)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 基本�ノー�講��予�しているが�スライ"講�となる可能'もある．

参考書 授業-.紹0する．また�適5プリン�9参考資=�配?する．

関連科目 応用倫理学

神戸市立工業高等専門学校 2026年Qシラバス

現代思想文化論 (A Study of Modern Thinking and Culture)

全専攻・1年・前期・必修・2単位【講�】

JABEE基準

授4�
概6�方針

本講�で��現代がzえるさまざまな問�9現代�ÄきるÇで重Ñな事Ü��歴史・環äã観çかè考êしたり�íì思想・
文化ã内ï�検óしたりする-で�哲学ô.考öしていì．そã際�必Ñ.応じて特�ã哲学ü9思想†�参°する．

【D2】現代がzえる諸問�9現代�ÄきるÇで重Ñな論çã所§�理解
し�そã歴史ô・思想ô由ßかè問��考え�矛©なì意´�展≠すること
ができる．

問�ã歴史ô・思想ô由ß�把∞し�自≤ã´解�矛©なì展≠しているか�
授業内課�およ∂発表�レポー�で総合ô.評æする．

【D2】哲学ôな思考ø.¿れて自¬.√する考え�ƒめ�批判ô.思考
することができる．

批判ô思考.基づいて問��≤…できるか�授業内課�およ∂発表�レポー�
で総合ô.評æする．

成À��レポー�30%　授業内課�30%　発表40%　として評æする．現代思想文化論�現Œã様–な問�.√応する
ためã≤—であるため�ペーパーテス�で�なì�個–ã´解�総合ô.判�できる÷発表」.評æã比重�Ÿìこととする．
また�100ç満çで60ç以Ç�合‹とする．

履修:�
注意事項

適5�個›でãワーfl9グループでã意´交„�Œ‰するほか�授業ã後Áで�思想・文化ã諸問�.Ëするグループ
単位でã発表�課す．詳Í�授業ã-で説Ïする．また�受講üã内ï理解9進Ô.応じて�スケジュール9内ï�多少
変ˆする可能'がある．
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授4計画（現代思想文化論）

テーマ 内容（目標・準Nなど）

1 ガイダンス

2 ÷教育・教養」�考える ¸き˝きガイダンス�˛いつつ�÷教育」9÷教養」ã意�9意��考える．

3 ÷認識・真理」�考える ポス�・�ゥルースとしてã現代.おいて÷真理」と��か�それ�存§するãか�考える．

4 ÷社会・政治」�考える ÷社会・政治」とい�テー
.�って正�9幸�といった概��考える．

5 ÷善悪・æ値」�考える ÷善悪」とい�テー
.�って˛�ã選�と善悪ã問��考える．

6 ÷自¬」とい�テー
.�って再帰'9論理ô矛©�問�.する．

7 前�ã˝きとして�精神≤…9自¬認識ã構 .Ëする説Ï�おこな�．

8 ÷科学・客観'」�考える ÷科学」とい�テー
.�ってそã客観'9理論形成�≤$など�問い&す．

9 ÷言葉」とい�テー
.�ってそã限*9+づけã問��概観する．

10 前�ã˝きとして�外国語教育9詩ô言語表象�言語哲学など�幅íì3り4�．

11 思想・文化�主�とするグループã発表�Œ‰し�全6で検óする．7状9.応じて発表準;.<てる可能'がある）

12 前�.¸き˝き�発表・検ó会�おこな�．

13 前�.¸き˝き�発表・検ó会�おこな�．

14 前�.¸き˝き�発表・検ó会�おこな�．

15 全6ã総括 発表・検ó会ã˛?が終Aした段Cで�全6ã総括�おこな�．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

現代ã思想文化�論じる.あたって÷考える」とい�ことã意�9意��考える．授業ã内ï9進め方�成À評æ�授業後Áでお
こな�発表等.Ëしても説Ïする．

÷自¬・矛©」�考える71）

÷自¬・矛©」�考える72）

÷言葉・意�」�考える71）

÷言葉・意�」�考える (2)

発表・検ó会71）

発表・検ó会72）

発表・検ó会73）

発表・検ó会74）

N
考

-間試Gおよ∂�期試G�Œ‰しない．
本科Hã修I.��30 時間ã授業ã受講と 60 時間ã事前・事後自¬学Kが必Ñである．授業内ï�事後ô.復KしてËMある個別問��調Pし�発表前ã事前学Kとして
発表準;.時間�Qìこと．
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科　目

担当教員 上垣 宗明 教授

対象学年等

学習・教育目標 B3(100%) (f)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト プリント

参考書

関連科目 本科�は，こ�以��英語科!開#す%&て�科�(関*す%．

英和，和英辞./持1す%こと．

神戸市立工業高等専門学校 2026年Bシラバス

時事英語 (English in Current Topics)

&専攻・1年・後期・選択・2単位【#義】

JABEE基準

授4�
概6�方針

英字新f/中h(，雑誌，www等/利mして，一般qr題tかv科学技術等�専門qr話題(z�，時事問題(|す%
関h/高め%．海�だけでrÇ国Ñ�ニュース(ついてä題tとしてãう．最é�科学(ついて�記事/êみ，自ì�研究
と社óと�つr!り(ついてôえ%学õ/úう．視聴覚機°/mい海��ニュース番£rど�f•¶り訓®äúう．

【B3】時事英語/ê©す%�(必´r幅≠い知Ø∞技±/≤(つけ%. 時事英語ê©(必´r知Ø∞技±!向上してい%か/定期試∑で評πす%.

【B3】必´とす%情ª/迅Ω(qæ(入¿で•%êみ¡/≤(つけ%． 英語�新f記事かv，必´r情ª/正æ(入¿す%êみ¡/マスターしてい
%か/定期試∑で評πす%．

【B3】オーセンティッ r英語(z�，必´r情ª/正æ(f•¶%こと!
で•%．

英語�f•¶り±À!向上してい%か/，海��ニュース番£rど/mい，定
期テスト，演õで評πす%．

【B3】記事(|して�自ì�意Œ!正æ(表–で•，他“と話し”い!で
•%．

自ì�意Œ/正æ(表–で•，そ�Ñ’(ついて他“と話し”い!で•%か
/，演õで評πす%．

成◊は，試∑80%　演õ20%　として評πす%．到達�標1～3/期末試∑80%，到達�標3・4/演õ20%で評πす
%．100点満点で60点以上/”·とす%．

「理工系大学Ê�ため�英語ハンドブッ 」：東京工業大学�国語教Ôセンター編（三省堂）　
「バーナード先Ê�ネイティブ発想・英熟語」： リストファ・バーナード（河出書房新社）

履修:�
注意事項

- AC–3 -



授4計画（時事英語）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1 Introduction シラバス等(ついて�説明/úう．

2 National 1

3 National 2 国Ñ�時事問題(関す%英	�記事/êみ，概´/把�す%ため�êみ¡であ%スキミン�(ついて�理©/�め%．

4

5 Technology 2 科学技術(関す%英	�記事/êみ，自ì�意Œ/記�す%．

6

7 World 2

8 Environment 1 環�(関す%英	�記事/êみ，段��つr!り(ついて理©す%．

9 Environment 2 環�(関す%英	�記事/êみ，自ì�意Œ/英語でまとめ%．

10 Language 1 「英語」(ついて�知Ø/�め，日本語と英語��い(ついて日本語で討 す%．

11 Language 2

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

国Ñ�時事問題(関す%英	�記事/êみ，必´r情ª/入¿す%êみ¡であ%スキャニン�(ついて�理©/�め%.

Technology 1， Listening Exercise 1 科学技術(関す%英	�記事/êみ，1段�中� 理展開(ついて学ぶ.また，f•¶り®õとして，海��ニュース番£み/¶
り上げ，Listening演õ/す%.

World 1， Listening Exercise 2 最é�世界qr問題(ついて�記事/êみ，そ�記事�理©/�め%．また，f•¶り®õとして，世界qr問題(関す%話題/
¶り上げ，Listening演õ/す%．

最é�世界qr問題(ついて�記事/êみ，自ì�意Œ/まとめ%.

第10回�で討 したÑ’/*(英	原,/作成す%．

洋画DVD視聴 オーセンティッ r英語(z�%ため(，洋画DVD/視聴す%．

洋画DVD視聴 第12回��2•．

Education 1，Listening Exercise 3 教Ô問題(ついて�記事/êみ，理©/�め%．また，f•¶り®õとして，教Ô(関す%話題/¶り上げ，Listening演õ/す%．

Education　2 第14回��記事(ついて，自ì�意Œ/まとめ，英語で記�す%．

J
考

後期定期試∑/実4す%．
本科��修6(は，30 時7�授業�受#と 60 時7�事前・事後自己学õ!必´であ%．事前学õとして，次<(学õす%プリント/配>す%�で，事前(英	/理©しておÇ．
事後学õとして，授業中(ãった題t(関して自ì�意Œ/まとめ%．
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科　目

担当教員 平野 洋平 教授

対象学年等

学習・教育目標 B3(100%) (f)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 �に��げないが�日�か�英語� 日本語"多$なもの'()機+'"きるだ/多01つように5が/てほしい．

関連科目 本科;�こ=以?の英語科が開AするCての科;に関Eする．

神戸市立工業高等専門学校 2026年Uシラバス

英語A( (English Reading)

C専攻・1年・前期・選択・2単位【A義】

JABEE基準

授4�
概6�方針

$pな分野に関する英r'題tに�英rの論理wな(xy'学zしなが��英rのミクロ~語彙・語法・r法・構rÇÉマク
ロ~パラグラáの構造�情äのã=�論理展開Çにçする理é'èめる．また�各英rの内ïに関Eする動óの視ôö英r
エッセûの作†などに¢£§x�•につ/た(é¶'さ�なる英語活動に利™"きる¶'´う．

【B3】語彙・語法・r法・構r'把≠し�英r'Æし0(é"きる． 語彙・語法・r法・構r'把≠し�英r'Æし0(é"きるか'定期試±"評
≥する．

【B3】パラグラáの構造'把≠し�英r'Æし0(é"きる． パラグラáの構造'把≠し�英r'Æし0(é"きるか'定期試±"評≥する
．

【B3】情äのã=�論理展開'把≠し�英r'Æし0(é"きる． 情äのã=�論理展開'把≠し�英r'Æし0(é"きるか'定期試±"評≥
する．

【B3】学zした(é¶'さ�なる英語活動に利™するこÉが"きる． 学zした(é¶'さ�なる英語活動に利™するこÉが"きるか'定期試±お
よ 演z"評≥する．

†∂��試±75%　演z25%　Éして評≥する．到達;標1～4'試±�到達;標4'演z"評≥する．100点満点"60点
以¿が合格．

Reading Choice - Skills for Academic Success <New Edition> Lorraine C. Smith and Nancy Nici Mare
適◊ハンドアウ›'別途配·する．

履修:�
注意事項

履„'決定する前にリンクÊの教tサンプÈ'確Îしてお0こÉ~毎ÌこのレベÈの質・Òの英r'¢£Úう予定"あるÇ．
https://cengagejapan.com/elt/cgi-bin/details/?no=16646398411l6bc&f=1
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授4計画（英語講読）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 Introduction

2

3 Our Internal Clock: It's About Time

4 Is It OK to Be Late?

5 Technology Competes with Family Time

6 Sign Language for Everyone

7 Our Kids Are Growing Up Too Fast!

8 Loneliness: How Can We Overcome It?

9 Solving Crimes with Modern Technology

10 The Reliability of Eyewitnesses

11 Innocent until Proven Guilty

12 Saving Lives with New Organs

13 Objects from Space: Hits and Misses

14 Medicine Today: Improving Surgery with Robotics

15 Review このA義C
の�£�£'�う．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授業;w・授業の実施y法・評≥の仕yについて説明．英語¶の確Î.

Structures: Sentence� Paragraph� and Essay rレベÈの英r構造の把≠の仕y�英rエッセûの基本wな構†�パラグラáの構†Éパラグラá�の関係�についての理é'
èめる．

「
内時計�に関する英r'(x�語彙の知�ör法・構rの理é'èめるÉÉもに�パラグラá内� パラグラá�の情äの関
係�'把≠しなが�英r'Æし0理éする¶'´う．精(・ベン!'™いた情ä整理・意見交&'')練z問題に¢£§)．

「遅刻�に関する英r'(x�語彙の知�ör法・構rの理é'èめるÉÉもに�パラグラá内� パラグラá�の情äの関係�
'把≠しなが�英r'Æし0理éする¶'´う．精(・áローチャー›'™いた情ä整理・意見交&'')練z問題に¢£§)．

「科学技0の進2É家4の時�Éの関係��に関する英r'(x�語彙の知�ör法・構rの理é'èめるÉÉもに�パラグラá
内� パラグラá�の情äの関係�'把≠しなが�英r'Æし0理éする¶'´う．精(・ベン!'™いた情ä整理・意見交&
'')練z問題に¢£§)．

「手話�に関する英r'(x�語彙の知�ör法・構rの理é'èめるÉÉもに�パラグラá内� パラグラá�の情äの関係�
'把≠しなが�英r'Æし0理éする¶'´う．精(・アウ›ラûン'™いた情ä整理・意見交&'')練z問題に¢£§)．

「子8の†9する速U�に関する英r'(x�語彙の知�ör法・構rの理é'èめるÉÉもに�パラグラá内� パラグラá�
の情äの関係�'把≠しなが�英r'Æし0理éする¶'´う．精(・;'™いた情ä整理・意見交&'')練z問題に¢£§
)．

「孤独>の克服�に関する英r'(x�語彙の知�ör法・構rの理é'èめるÉÉもに�パラグラá内� パラグラá�の情ä
の関係�'把≠しなが�英r'Æし0理éする¶'´う．精(・áローチャー›'™いた情ä整理・意見交&'')練z問題に¢
£§)．

「科学技0'™いた犯罪é決�に関する英r'(x�語彙の知�ör法・構rの理é'èめるÉÉもに�パラグラá内� パラグ
ラá�の情äの関係�'把≠しなが�英r'Æし0理éする¶'´う．精(・C=Dグラá'™いた情ä整理・意見交&'')
練z問題に¢£§)．

「;撃Fの信頼��に関する英r'(x�語彙の知�ör法・構rの理é'èめるÉÉもに�パラグラá内� パラグラá�の情
äの関係�'把≠しなが�英r'Æし0理éする¶'´う．精(・アウ›ラûン'™いた情ä整理・意見交&'')練z問題に¢
£§)．

「推定無罪�に関する英r'(x�語彙の知�ör法・構rの理é'èめるÉÉもに�パラグラá内� パラグラá�の情äの関
係�'把≠しなが�英r'Æし0理éする¶'´う．精(・áローチャー›'™いた情ä整理・意見交&'')練z問題に¢£§
)．

「再生医療�に関する英r'(x�語彙の知�ör法・構rの理é'èめるÉÉもに�パラグラá内� パラグラá�の情äの関
係�'把≠しなが�英r'Æし0理éする¶'´う．精(・Oグラá'™いた情ä整理・意見交&'')練z問題に¢£§)．

「宇Qか�飛Sする物
�に関する英r'(x�語彙の知�ör法・構rの理é'èめるÉÉもに�パラグラá内� パラグラá�
の情äの関係�'把≠しなが�英r'Æし0理éする¶'´う．精(・挿V'™いた情ä整理・意見交&'')練z問題に¢£
§)．

「医療™ロボッ›�に関する英r'(x�語彙の知�ör法・構rの理é'èめるÉÉもに�パラグラá内� パラグラá�の情ä
の関係�'把≠しなが�英r'Æし0理éする¶'´う．精(・C=Dグラá'™いた情ä整理・意見交&'')練z問題に¢
£§)．

K
考

前期定期試±'実施する．
本科;の„Xに��30 時�の授業の受AÉ 60 時�の事前・事後自己学zが必_"ある．自己学zの内ï：指定する英rの(éまた�指定するサû›ö動ó'閲覧・視ôした
¿"のレポー›作†．指定のテキス›'購hしていないFおよ &算欠課時lが授業lの1/3'mえたF�†∂'評≥しない．本科;'選択した学生の英語z熟U・状況等によ
って授業計ó'変tするこÉがある．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 B3(100%) (f)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 英
によ
基本��コミュニケーショ�ができ
かどうか!演#で評%す
．

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 　

関連科目 本科*は，こ.以01英
科が開3す
すべて1科*に関7す
．

神戸市立工業高等専門学校 2026年Hシラバス

コミュニケーショ�英
 (Communication EnglisY)

PILEGGI MARK 教授

全専攻・1年・後期・必修・1単位【演#】

JABEE基準

授4�
概6�方針

リスニ�pqスピーキ�p!tqしvコミュニケーショ�1能x!高め
授業．日常会話，さらにはディスカッショ�Ñプレゼ
�テーショ�1vめ1基礎x!養ãす
．

【B3】英
によ
基本��コミュニケーショ�ができ
．

【B3】さまざま�コミュニケーショ�場è1，英
話ê1発í!ìきî
こ
qができ
．

授業ï1質疑・応ô!öして，学õ1リスニ�p能x!演#úùï間試験・定
期試験で評%す
．

【B3】ペアワー•Ñpループワー•!öして基本��ディスカッショ�1仕
®!理™でき


ìきî´能x，¨きî´能x1ã≠!演#，úùï間試験・定期試験で評%
す


ãÆは，試験70%　演#30%　qして評%す
．到達*標 1 !演#で評%す
．到達*標 2，3!試験で評%す
．100点
満点で60点以µが合格．

「Coffee SYop Discussions: TYe Foundations of Good Discussion」： Alan Bossaer (南雲堂)

履修:�
注意事項

英和・和英辞¨（電子辞¨!Ãむ）!準–す
こq．Google Classroomに登“でき
環‘!準–す
こq．�お，テキス÷!
紙媒Ÿで購入（入手）してい�い場合，ãÆ!評%し�い．
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授4計画AコミュニケーショJ英語）

テーマ 内容A目標・準Qなど）

1

2 Unit2 Western-style Hotel vs Japanese Inn Part1

3 Unit3 Western-style Hotel vs Japanese Inn Part2

4 Unit4 e-Learning Part1

5 Unit5 e-Learning Part2

6 Unit6 Clubs and Circles Part1

7 Unit7 Clubs and Circles Part2

8 Midterm Discussion Exam

9 Unit8 Social Networking Part1

10 Unit9 Social Networking Part2

11 Unit10 Big City vs Small Town Part1

12 Unit11 Big City vs Small Town Part2

13 Unit14 Students Working Part-Time

14 Unit15 Students Working Part-Time

15 Final exam review + CatcY up day CatcYing up on any older materials not completed + review and practice for tYe final interviews.

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

Orientation， Unit1 Welcome to Discussions class! Introduction to tYe class， self-intros and textbook introduction.

Introduce key vocabulary， discussion topic， outline different points of view. TYen， group work and 
discussions.

Go deeper into tYe discussion topic， confirm opinions and conclude discussion.

Introduce key vocabulary， discussion topic， outline different points of view. TYen， group work and 
discussions.

Go deeper into tYe discussion topic， confirm opinions and conclude discussion.

Introduce key vocabulary， discussion topic， outline different points of view. TYen， group work and 
discussions.

Go deeper into tYe discussion topic， confirm opinions and conclude discussion. Listening Quiz. Review for tYe 
midterm.

Midterm discussion exam done privately in pairs wYere students will be evaluated on tYeir ability of 
discussions in EnglisY witY a random classmate.

Go over midterm exams. Explain difficult areas. TYen Introduce new key vocabulary， discussion topic， outline 
different points of view.

Go deeper into tYe discussion topic， confirm opinions and conclude discussion.

Introduce key vocabulary， discussion topic， outline different points of view. TYen， group work and 
discussions.

Go deeper into tYe discussion topic， confirm opinions and conclude discussion.

Introduce key vocabulary， discussion topic， outline different points of view. TYen， group work and 
discussions.

Go deeper into tYe discussion topic， confirm opinions and conclude discussion.

Q
考

後期ï間試験およù後期定期試験!実ıす
．
本科*1修ˆには，30 時間1授業1受3q 15 時間1事前・事後1自己学#が必˝であ
．本科*1修ˆには，30 時間1授業1受3q 15 時間1事前・事後1自己学#が
必˝であ
．TYere will be midterm and final oral discussion assessments done in class. Syllabus may be adjusted due to unforeseen circumstances. Any 
cYanges will be clearly discussed witY tYe students.
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科　目

担当教員 八百 俊介 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%) (a),(b)

地域社会集�について�組織・運営・機#$社会的背'(関*+考-し�今0(課題・役4について検6する．

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト プリント

参考書 授業@に提示

関連科目 なし

フィールドワーJ+KLレポート+課す

神戸市立工業高等専門学校 2026年]シラバス

地域学 (Regional Studiem)

全専攻・2年・前期・選択・2単位【講義】

JABEE基準

授4�
概6�方針

【C3】地域社会集�(組織・運営・機#$社会的背'(関*z理|でき
る

地域社会集�(組織・運営・機#$社会的背'(関*z理|できる�レポー
ト・定期試Çで評Ñする

【C3】地域社会(今0(課題・役4$対Üz提示できる 地域社会(今0(課題・役4$対Üz提示できる�レポート・定期試Çで評
Ñする

成àは�試Ç85%　レポート15%　$して評Ñする．100点満点$し�60点以è+合ë$する

履修:�
注意事項
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授4計画（地域学）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 地域社会集�(位íづけ 地域社会へ(帰属問題$性ö(変化�そ(背'+|ûする

2 地域社会(組織構造 地域社会集�(組織構造+|ûする

3 地域社会(機#分類 現§(地域社会集�z•たしている機#+分類する

4 地域社会集�(機#z変化した要®+|ûする．外的要®

5 地域社会集�(機#z変化した要®+|ûする．情´(欠如

6 地域社会集�(機#z変化した要®+|ûする．人Ø(不足

7 地域社会+活性化するため(人Ø確µ(手∑+検6する．加入促ª(方∑

8 地域社会+活性化するため(人Ø確µ(手∑+検6する．役Ω(確µ

9 地域社会+活性化するため(人Ø確µ(手∑+検6する．機#(拡大

10 地域社会集�(活¿+¡える場ƒ(確µについて検6する．現状分析

11 地域社会集�(活¿+¡える場ƒ(確µについて検6する．既存施 (利用

12 地域社会集�(活¿+¡える会Õについて考える．現状$問題点

13 地域社会集�(活¿+¡える会Õについて考える．収入拡大$問題点

14 今0(地域社会(課題$地域活性化(手∑

15 今0(地域社会(課題$地域活性化(手∑

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

機#(変化$要®1

機#(変化$要®2

機#(変化$要®3

組織再編-人(確µ1-

組織再編-人(確µ2-

組織再編-人(確µ3-

活¿$領域-場$空間1-

活¿$領域-場$空間2-

会Õ-財÷$◊い道1-

会Õ-財÷$◊い道2-

地域社会(課題1

地域社会(課題2

I
考

前期定期試Ç+実施する．
本科‹(修fiには�30 @間(授業(受講$ 60 @間(事前・事0自己学„z必要である．事前学„　予備知È$して(資Î+提示する(で内Ì+理|するこ$事0学„　単
Ôご$に考-課題+課す(で期Òまでに提Ûするこ$
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科　目

担当教員 山本 舜 講師

対象学年等

学習・教育目標 C3(50%), D1(50%) (a),(b)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 応用倫理��諸問�について�理解!"授業内課�'評)する．

2 応用倫理��諸問�について�考察/"発12レポー6'評)する．

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 授業プリン6"使用する．

参考書

関連科目 工�倫理，現代思想文化論

神戸市立工業高等専門�校 2026年!シラバス

応用倫理� (Applied Ethic_)

全専攻・2年・後期・選択・2単位【講義】

JABEE基準

授4�
概6�方針

本講義'は，現代�さまざまp問�"生命倫理，環境倫理，技術者倫理，情報倫理といっ|応用倫理��諸分~"�じて
検Çする．そ�際，応用�観Üに十分寄âするようp主体形èê同íに視~にîめる．

【C3】ñしい科�技術�社会的応用には倫理的問��解úù不可†'
あること"理解する．

【D1】科�技術�諸問�"技術者�倫理的責§�問�として理解し，そ
れについて�自分�意®"矛™p´展≠'きる．

èØは，レポー630%　授業内課�30%　発140%　として評)する．応用倫理�は現±�様≥p問�に対応する|め
�分~'ある|め，ペーパーテス6'はp´，個≥�®解"総合的に判º'きるΩ発1」に評)�比¿"¡´こととする．ま|
，100Ü満Ü'60Ü以ƒ"合≈とする．

『教»として�応用倫理�』：浅®昇吾・盛永審一郎 編著（丸善出版）
『現代"€‹解´倫理� 応用倫理��すすめII』：加藤尚武 著（丸善ライブラリー）
『3STEPシリーズ5 倫理�』：神崎宣次・佐藤靜・寺本剛 編著（昭和堂）

履修:�
注意事項

適宜，個Ù'�ワーˆ2グループ'�意®交˙"±˚するほか，授業�後˛'は応用倫理��諸問�にˇするグループ
単位'�発1"課す（受講者�Ù�によっては単�'�発1êありうる）．ま|，受講者�内容理解2進�に応じて，スケジ
ュール2内容"多少変�する可能�ùある．
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授4計画（応用倫理学）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 ガイダンス：応用倫理�とは�か？ 授業内容にˇする説明後，応用倫理��位¡づけ，種類，問��pど"�ぶ．

2 倫理��基礎理論" え，現代社会ùかかえる諸問�"概観する．

3 前$�%きとして，合意形è�問�として�応用倫理��論Ü"整理する．

4 応用倫理��端(として�生命倫理�"い´つか�具体的p問�"*まえて考察する．

5 前$�%きとして，高齢社会�問�"文�作-"手/きに考える．

6 応用倫理��基礎�として�情報倫理�"い´つか�具体的p問�"*まえて考察する．

7 前$�%きとして，技術"めぐる将来的p問�"検Çする．

8 前˛�総括 ここま'�内容"総括する．

9 世代間倫理2自6�権8pどについて�ぶ．

10 Ω9べること」pど"類;に，動物倫理について�ぶ．

11 発1準備 発1・検Ç会に@け|準備"グループ'おこpう．（状Cに応じてこ�$ê発1・検Ç会にDてる）

12 応用倫理�"主�とするグループ�発1"±˚し，全体'検Çする．

13 前$に/き%き，発1・検Ç会"おこpう．

14 前$に/き%き，発1・検Ç会"おこpう．

15 全体�総括 発1・検Ç会�行Fù終Hし|段J'，全体�総括"おこpう．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

Ù間と現代社会�諸問�（1）

Ù間と現代社会�諸問�（2）

生命と倫理（1）

生命と倫理（2）

情報・技術と倫理（1）

情報・技術と倫理（2）

環境と倫理（1）

環境と倫理（2）

発1・検Ç会（1）

発1・検Ç会（2）

発1・検Ç会（3）

K
考

中間試MおよNº期試Mは±˚しpい．
本科O�修Qには，30 í間�授業�受講と 60 í間�事前・事後自己�Tù必V'ある．授業内容"事後的に復TしてˇXある個別問�"調[し，発1前�事前�Tとして
発1準備にí間"\´こと．
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科　目

担当教員 今里 典子 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%) (a),(b)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 日本手��特��言語��視 か"説$できるか�(レポー,で評.する．

2

3 日本手��利2し4コミュニケーショ<ができるかどうか�演Aで評.する．

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト プリ<,

参考書 講義GH随時指Lする．

関連科目

神戸市立工業高等専門�校 2026年Zシラバス

手�言語� (Sign Language Linguistics)

全専攻・2年・前期・選択・2単位【講義・演A】

JABEE基準

授4�
概6�方針

日本固t�言語であるv日本手�(JSL)」とはいかなるvことば」な�だろうかÅ言語��視 か"(手�言語と(日本語や
英語など�身Öな音声言語�比âしそ�構åや特���ぶ．同時H少数言語使2íとして�ろうíへ�理ñ�óめる．さ
"H手��使っ4基礎ùなコミュニケーショ<が可üHなること†目指す．

【C3】日本手��特��言語��視 か"説$できる．

【D2】手�サイナーとして�ろうíと社¶と�関®Hついて説$できる． 手�サイナーとして�ろうíと社¶と�関®Hついて説$できるかどうか�(レ
ポー,で評.する.

【C3】日本手��使っ4コミュニケーショ<ができる．

成¨は(レポー,50%　演A50%　として評.する．演A方Ø�評.方∞Hついては講義GH±し≤ñ説する．

本≥�手�言語�Iおよ∑手�言語�IIと関∏する．

履修:�
注意事項

授業では積極ùH発言するºと( 倫理æ�問¿H留¬するºが√め"れる．≈∆基本ù手�表»�A…する≈ がある
．なお(本講義は日本手��A�経験/レベœがvゼロ“”≤と†半期程Zまで」であること�想ÿしており(履修希望í数
(他大�か"�希望í�‡む)が20‚�„える場Êは初�í�優Èすることがある．本講義は2年開講講義である．
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授4計画（手話言語学）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 ガイダ<ス 手��A�注¬º項説$(ア<ケー,�実施．手�単語と指文Û�ÙいHついて�Aする．

2 ıこえ�メカニズム

3 少数言語サイナー

4 手�言語�A…

5 ジェスチャーと手�

6 世ˇ�手�

7 音韻論

8 形態論

9 統語論

10 手�表»�まとめ

11

12

13

14 手�ゲーム 手�ゲームH参�し基本ùな手��使って¬思疎���う．　　

15 �A�総括

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

音声言語Hおける発声とıこえ�メカニズム��Aする．v指文Û1＋JSL語彙1」��Aする．

少数言語サイナーとして�ろうíHついて�Aする．v指文Û2＋JSL語彙2」」��Aする．

ろうíと聴í�手�A…�パタ<Hついて�Aする. v指文Û3＋JSL語彙3」」��Aする．

ホームサイ<か"手�言語へ�発�Hついて�Aする. v指文4＋JSL語彙4」」��Aする．

世ˇ�手�言語�語族関®Hついて�Aする. v指文Û5＋JSL語彙5」」��Aする．

JSL�音韻Hついて�Aする．v指文Û6＋JSL語彙6」」��Aする．

JSL�形態Hついて�Aする．vJSL語彙7＋手�表»1」」��Aする．

JSL�文∞Hついて�Aする．vJSL語彙8＋手�表»2」」��Aする．

ここまでH�Aし4手��復Aし発表��う.

情報保障1 ろうíへ�情報保障�手 Hついて社¶・技"�分$か"�ぶ．v手�表»3」」��Aする．

情報保障2 ろうíへ�情報保障�手 Hついて医療・福(�分$か"�ぶ.v手�表»4」」��Aする．

情報保障3 ろうíへ�情報保障�手 Hついて芸"�分$か"�ぶ.v手�表»5」」��Aする．

授業全*�総括��いJSLH+する理ñ�óめる．

K
考

G間試験およ∑ÿ期試験は実施しない．
本≥目�修…Hは(30 時間�授業�受講と 60 時間�º前・º後自己�Aが≈ である．º前・º後�自己�AHは(�A内3H関する調査報6や関∏する指ÿされ4動画
�視聴レポー,等�‡む．実技H関する�Aは授業内で指Lする．�9�A熟Z・状況等Hよって授業計画�変?することがある．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A2(50%), A3(50%) (c),(d)1

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 授��最����課�レポー��内��よ�評!"#う．

2

3

4 プレゼンテーション�資料，内�，討0�よ�評!�る．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工�高等専門学校 2026年@シラバス

シミュレーション工学 (Simulation Engineering)

藤本 健司 教授, 朝倉 義裕 教授

全専攻・1年・�期・必修・2単位【講義・演習】

JABEE基準

授4�
概6�方針

シミュレーションは，対kと�る現k"定量p�解rし，そ�現k"利vしwデバイスzシステ{�解析，設~�役立てるこ
と"目p�してお�，対k�理解�Öづいw数学pモデä�作成，シミュレーション技é�修èê必ëである．本講義では，
汎v言ñなど"実ö�õいなêúシミュレーション�ついて学ぶ．

【A2】シミュレーション�概†"理解し，シミュレーション"適¢�#う£ê
できる．

【A2】数学z，物理学�有ßな£k，現k�対してシミュレーション"#い
解析�る£êできる．

数学z，物理学�有ßな£k，現k�対してシミュレーション"#えているか
課�レポー��内�で評!�る．

【A3】各´でテー¨"設定し，そ�テー¨�対してシミュレーション"#い解
析�る£êできる．

´≠�研究≠∞�おいてテー¨"設定し，シミュレーション"#えるかどうか，
´由課�レポー�で評!"#う．

【A3】´≠�研究≠∞�≤して�シミュレーション結¥�説r，∂∑討0
êできる．

成∏は，レポー�30%　プレゼンテーション40%　´由課�レポー��内�30%　として評!�る．100点満点で60点以
Ω"合øと�る．なお，本講義は，シミュレーション"#い，発¡�ること"目pとしているw¬試ƒは#わず，レポー�と13週
目�提��る´由課�レポー�，プレゼンテーションで評!"#うことと�る．

配 プリン�
配 教材

河村 哲也 (著)， 桑ß 杏奈 (著)， Python�よる数値~算入門 (実践Pythonライブラリ)
橋本洋志(著)， 牧∞浩二(著)， Pythonコンピュータシミュレーション入門 人文・´然・社会科学�数理モデä
小高 知宏 (著)， Python�よる数値~算とシミュレーション

本科�おいてM，E，C，S科は情報処理，D科はプログラミングI， II�知¯"˘�つけている£ê重ëである．

履修:�
注意事項

今年@はAM1とAS1"合˝しw1グäープと，AE1とAC1"合˝しw1グäープ�2つ�グäープ�≠け授�"#う．AE1
とAC1�グäープ"藤本ê，AM1，AS1�グäープ"朝倉ê担ˇ�る．本科目は，最終p�各学�ê´≠´˘でテー¨"
設定し，シミュレーション"#い，発¡�ること"目pとしているw¬試ƒは#わず，レポー�と´由課�レポー�，プレゼンテ
ーションで評!"#うことと�る．
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授4計画AシミュレーショH工学）

テーマ 内容A目標・準Nなど）

1 シミュレーション�概ë シミュレーション技��歴�zシミュレーション�定義，そして，ど�よう�õvされているか�ついて説r"#う．

2 シミュレーション�目pと手順 シミュレーション"#う目pとシミュレーション"#うΩで�利v方éz解析方é�ついて説r�る．

3 確率pモデä（モンテカäロé） 確率pモデä�代¡でもあるモンテカäロé�ついて簡単な�"��説r"#う．

4 各�シミュレータ�よる£�紹介 各�シミュレータ�よるシミュレーション�£�"紹介�る．

5

6

7

8

9

10

11 各´�研究≠∞�密�な現k�ついて各´テー¨"設定し，シミュレーション"#い，結¥"まと¬る．

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

Python�学習1（簡単な~算，グラフィック） Pythonとそ�外!ライブラリ�õい方"学習�る．こ�週では簡単な~算zグラフィック�¡示方é�ついて学習�る．

Python�学習2（方程$�解é，微≠，積≠） 第5週�(き，Pythonと外!ライブラリ�õい方"学習�る．こ�週では方程$�解é，微≠，積≠�解é�ついて学習�る．

Python�学習3（微≠方程$�解é） 第5，6週�(き，Pythonと外!ライブラリ�õい方"学習�る．こ�週では微≠方程$�解é�ついて学習�る．

Python�学習4（ベク�ä，#列） 第5，6，7週�(き，Pythonと外!ライブラリ�õい方"学習�る．こ�週ではベク�äz#列�,い方�ついて学習"#う．

Python�学習5（-�.しと≠岐，≤数） 第5，6，7，8週�(き，Python�õい方"学習�る．こ�週では-�.しと≠岐，∂∑≤数�概†�ついて学習"#う．

Python�よるシミュレーション ランダ{ウォークなど"����，実ö�各´でPython"õvしてシミュレーション"#う．

´由課��プログラミング1

´由課��プログラミング2 第11週�(き.

プレゼンテーション1 第11週と第12週�#っwシミュレーション�結¥�ついて3週�6ってプレゼンテーション"#う．

プレゼンテーション2 第13週と˝じ

プレゼンテーション3 第13，14週と˝じ

N
考

中間試ƒおよ∑定期試ƒは実:しない．
本科目�修è�は，30 時間�授��受講と 60 時間�£前・£�´己学習ê必ëである．・レポー�課��提�，およ∑，プレゼン"#う・£前学習は，次@�学習内��ついて
テキス�など"õvして予習"#う．£�学習ではレポー�課�等�よ�理解�程@"確Cし，学習内��理解"D¬る．(機Fシステ{工学専攻・都市工学専攻　担ˇ：朝倉 義
裕)(電気電子工学専攻・応v化学専攻　担ˇ：藤本 健司）　
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科　目

担当教員 菅野 聡子 教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%) (c),(d)1

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 全微分方程���けるか�試��評!する．

2

3

4 波動方程���けるか�試��評!する．

5 熱伝導方程���けるか�試��評!する．

6 ラプラ+方程���けるか�試��評!する．

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

試�-筆記用1のみ�456み7とし:;う．

神戸市立工業高等専門学校 2026年Lシラバ+

数理工学Ⅰ (Mathematical Engineering I)

全専攻・1年・後期・選択・2単位【講義】

JABEE基準

授4�
概6�方針

本講義�-l導mとし:全微分方程�および3重積分につい:�wしx後l偏微分方程�につい:講義する．物理現|�
}に偏微分方程��導~しlそれらの�Çについ:講義する．まxl偏微分方程���Ñ演Ü�;う．

【A1】全微分方程���ける．

【A1】1階偏微分方程���ける． 1階偏微分方程���けるか�試�およびレポーã�評!する．

【A1】簡単な2階線形偏微分方程���ける． 簡単な2階線形偏微分方程���けるか�試�およびレポーã�評!する．

【A1】波動方程���ける．

【A1】熱伝導方程���ける．

【A1】ラプラ+方程���ける．

成ë-l試�90%　レポーã10%　とし:評!する．試�成ë-中間試�と定期試�の平均òとする．100ò満ò�60
ò以õ�合ùとする．

「物理数学コー+ 偏微分方程�」：渋谷 仙吉l内田 伏一 共著（裳華房）
プリンã

「フーリ¥�µ」：大石 進一 著（岩波書店）
「フーリ¥�µの基Ωと応用」：倉田 和浩 著（数理工学社）
「演Ü 微分方程�」：寺田 文; 他 著（サイ¥ン+社）
「キーポインã 偏微分方程�」：河村 哲也 著（岩波書店）
「工学Õのxめの偏微分方程�」：小~ 眞路 著 （森北~版）

本’�の数学Il数学IIl応用数学Il応用数学II

履修:�
注意事項
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授4計画（数理工学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 ガイダン+l復Ü 常微分方程�に⁄する復Ü�;う．

2 全微分方程� 全微分方程�につい:理�しl全微分方程���Ñ．

3 多変数⁄数の積分

4 偏微分方程�とその�Ç 簡単な偏微分方程��変数変›によfi�Ñ．

5

6

7 演Ü

8 中間試� 中間試��;う．

9 試�返却l波動方程�（変数分離Ç） 中間試�の答„�返却しl�答��wする．まxl波動方程�の変数分離��‰める．

10 波動方程�（一般�） 波動方程�の一般��‰める．

11 有ÁのËにおける熱伝導方程���Ñ．

12 無ÁÍおよび半無ÁÍのËにおける熱伝導方程���Ñ．

13 ラプラ+方程� ラプラ+方程���Ñ．

14 演Ü 波動方程�l熱伝導方程�lラプラ+方程�に⁄する演Ü�;う．

15 連立偏微分方程� 連立偏微分方程���Ñ．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

2重積分に⁄する復Ü�;いl3重積分の計算練Ü�;う．

1階偏微分方程� 1階偏微分方程�の�Ç�理�しl1階偏微分方程���Ñ．

2階線形偏微分方程� 簡単な2階線形偏微分方程��‰積Ç等によfi�Ñ．

1階偏微分方程�および2階線形偏微分方程�に⁄する演Ü�;う．

熱伝導方程�（I）

熱伝導方程�（II）

K
考

後期中間試�および後期定期試��実Òする．
本’Úの修Ùに-l30 時間の授業の受講と 60 時間の事前・事後自己学Ü�必¸�ある．事前学Ü�-lテキ+ãの該当部分��ん�おÑ．事後学Ü�-lテキ+ãの練Ü問題
��Ñ．その他l1体�な内	につい:授業中に言�すること�ある．
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科　目

担当教員 遠藤 優介 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%) (c),(d)1

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2026年$シラバス

数理統計 (Mathematical Statistics)

全専攻・1年・前期・選択・2単位【講義】

JABEE基準

授4�
概6�方針

工学C様EF場HでCデーLC分NO必QF統計C基礎理TOついてC知YZ[め]統計解NC手`Oついて修bす
る．また]調iC企画設計]調iC実施]統計手`Zoいた評qFど]一tCプロセスZxうことで]理解Z[める．

【A1】デーLと実践的統計学C基~Z理解する． デーLC属性]標~と誤差]デーLC分ÑFどC意Üá理解できているか]試
ãおよé課題研íとそCプレゼンテーションで評qする．

【A1】基~統計ôと様EF確率分ÑOついて理解する． 基~統計ôOついてC基礎理TúéそれぞれC利o手`Oついて理解でき
ているか]試ãおよé課題研íとそCプレゼンテーションで評qする．

【A1】推測統計学C基~]FらéO]推£§検£Oついて理解する． 確率分Ñ]仮説検£]推£]回帰分N等Oついて理解できているか]試ãおよ
é課題研íとそCプレゼンテーションで評qする．

成´は]試ã60%　レポート20%　課題研í20%　として評qする．総合成´100点満点で60点以µZ合∂とする．レポ
ートおよé課題研íá未提πC場合は評qしFい．

「統計学基礎」：日~統計学会（東京図書）
授業で配«するプリント

「統計学」：日~統計学会（東京図書）
「統計学入門」：東京大学教養学部統計学教室（東京大学π版会）

確率・統計（~科4年共通科目）]土木計画（都市工学科4年科目）

履修:�
注意事項

全専攻学生共通で~科4年ŸC確率・統計C内€Z理解・修bしていることá前提とFる．関数電fiZ使oするCで各自
準„Zすること．
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授4計画（数理統計）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1 統計とデーL 統計学§統計C基~]記述統計手`Oついて解説する．

2 確率CÊÁË§確率分ÑOついて解説する．

3 確率変数C特性Oついて解説する．

4 統計的推£Oついて解説する．

5 統計的推£Oついて解説する．

6 統計的検£Oついて解説する．

7 統計的検£Oついて解説する．

8 回帰分NOついて解説する．

9 相関とそC検£Oついて解説する．

10 相関とそC検£Oついて解説する．

11 試ã

12 課題OÏする調iC企画・設計Zxう．

13 統計解NC手`ZoいてデーLC収集]整理]集計]分NZxう．

14 統計解NC手`ZoいてデーLC収集]整理]集計]分NZxい]成果報告書Z作成する．

15 課題研íC成果報告Zプレゼンテーション形ıでxう．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

確率統計(1)

確率統計(2)

推£(1)

推£(2)

検£(1)

検£(2)

記述統計(1)

記述統計(2)

ROよる統計解N

1～10週目までC内€C理解$Z試ãで˘う．

課題研í(1)

課題研í(2)

課題研í(3)

課題研í(4)

J
考

前期中間試ãZ実施する．
~科目C修bOは]30 時間C授業C受講と 60 時間C事前・事後自己学�á必Qである．事前学�は]Ÿ回C学�内€Oついて教科書§配Ñ資料等Oよる復�ZおこFう．事
後学�ではレポート課題等Oよ�理解C程$Z確
し]学�内€C理解Z[める．
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科　目

担当教員 九鬼 導隆 教授

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%) (c),(d)1

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「量子力学入�ノート 第二版増補版」：九鬼導隆 著（神戸高専生協）

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専�学校 2026年6シラバス

量子物理 (Quantum Physics)

全専攻・1年・前期・選択・2単位【講義】

JABEE基準

授4�
概6�方針

量子力学U現代物理学X基礎理[X\つでありa我cX生de見gしてもa半導lm代nされq電子部tu新素xXみ
ならずa蛍光�u白熱ÇといったもXまでもがきわめて量子åな現çXémèり立っていqê本講義でUa量子力学X基礎
e解ìすqとともma変分法・摂動[といった近似法mも言ùしa\ûりX量子力学入�eüうê

【A2】黒l輻£と比熱理[a光電効¶と電子線回折等からa古典物理学X
限界aエネルギーが離散åであqことa波動と粒子X二重性等mついてì
∫できqê

中間試æとレポートでa黒l輻£a比熱理[a光電効¶a電子線回折等eì∫
させa古典物理学X限界aエネルギーが離散åであqことa波動と粒子X二重
性等mついてå¬mì∫できqかどうかで評≈すqê

【A2】ハイゼンベルÀX不¬定性原理aボルンX¬率解釈aシュレディンガ
ー方程ÿX解X性Ÿu境界条‹とエネルギーX関fie定性åmì∫で
きqê

中間試æとレポートでa不¬定性原理uボルンX¬率解釈eflむaシュレディ
ンガー方程ÿX解X性Ÿ等eì∫させaå¬mì∫できqかどうかで評≈す
qê

【A2】基本åな系（井戸„ポテンシャルu調和振動子等）X厳密解がÎめ
られaまたa零Ìエネルギーuトンネル効¶等a量子力学特ÔX現çeì∫
できqê

中間試æと定期試æaレポートでaえられた基本åな系X厳密解がÎめられ
qかどうかで評≈すqê

【A2】水素„原子X主量子数a方位量子数a磁気量子数X意¯eì∫で
きqê

定期試æとレポートでa水素„原子中X電子X軌˙mついてì∫させa量子
数X意¯と電子X軌˙X˚がå¬mì∫できqかどうかで評≈すqê

【A2】摂動[X基本原理eì∫できqê 定期試æとレポートでa摂動エネルギーが指示ûりÎめられqかどうかで評≈
すqê

【A2】変分法X基本原理e理解しaハートリー近似X意¯eì∫できqê 定期試æとレポートでa変分法かハートリー近似mついてì∫させaå¬mì
∫できqかどうかで評≈すqê

èˇUa試æ90%　レポート10%　として評≈すqê中間・定期X2回X試æX単純平�e試æèˇとすqê総合èˇ
100Ì満Ì中60Ì以ée合	とすqê

「物理X
え方4　量子力学X
え方」：砂川重信 著（岩波書店）
「物理テキストシリーズ6　量子力学入�」：阿部龍蔵 著（岩波書店）
「初等量子力学（改訂版）」：原島鮮 著（裳華房）
「岩波基礎物理シリーズ6 量子力学」：原康夫 著（岩波書店）
「量子力学」：砂川重信 著（岩波書店）

本科1～3年X物理a 数学a 本科4～5年X応用物理a 応用数学a 本科4年X¬率・統計

履修:�
注意事項

量子[U古典物理学X限界e)り*えqためm発,してきた学-であqêそれゆえa物理学全般a数学全般mわたq理解
e必2とすqê本科1～3年X物理u数学Xみならずa3～4年X応用物理u応用数学a¬率・統計eしっかり復4しておくこ
とが7ましいê特ma物理でいえ8古典力学u振動・波動現ça数学でいえ8いわゆq解析学u線˚代数学a¬率[と関
わりが:いXでaこれらX分;eしっかりと理解しておくことが7ましいê
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授4計画（量子物理）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 量子力学前夜a量子力学X意¯

2

3

4 シュレディンガー方程ÿX導出

5 ボルンX¬率解釈・不¬定性原理

6 量子力学X\般原理（重>合わせX原理と状@ベÀトル）

7 シュレディンガー方程ÿX特Aと波動関数X性Ÿ

8 中間試æ

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

量子力学が誕生すq直前X20世Em入った8かりX物理学界X状Fe解ìしつつa量子力学発見X歴史å経Ju量子力学
X必2性e解ìすqê

古典力学X破Lと前期量子[1：黒l輻£a固lX比熱等
黒l輻£mおけqレイリー-ジーンズX法Qと紫外部X破LおよUプランÀX輻£ÿaまたa固lX比熱mおけqデュロン-プティ
X法QとアインシュタインX比熱理[e解ìしaプランÀX量子仮ì（エネルギーが離散åであqこと）X発見過程およUそX意
¯e講義すqê

古典力学X破Lと前期量子[2：光電効¶a電子線回折
光電効¶X実æとアインシュタインX解釈e解ìしa電磁波（波動）が光子（粒子）としてX性Ÿe]つことaまたa電子線回折X
実æよりa電子（粒子）が波動としてX性Ÿe]つこととド・ブロイX物Ÿ波mついて解ìしa波動と粒子X二重性mついて講義す
qê

プランÀX量子仮ìとド・ブロイX物Ÿ波よりa粒子Xエネルギーu運動量e波動としてn現して波動関数（波e記bすq関数）
m代入しa非定常状@Xシュレディンガー方程ÿe導出すqêさらma非定常状@Xシュレディンガー方程ÿe変数分離してa定常
状@Xシュレディンガー方程ÿe導出すqê

電子線回折等X実æよりaド・ブロイ波が¬率振eであqことe示しaボルンX¬率解釈mついて解ìすqêさらmaド・ブロイ波と
粒子X運動量X関fia波動関数が¬率振eであqことからハイゼンベルÀX不¬定性原理e解ìすqê

注gしていq物理系がa定常状@Xシュレディンガー方程ÿX解が˚èすqヒルベルト空間jで状@ベÀトルとして記bされa
物理系X時間発,がa非定常状@Xシュレディンガー方程ÿよりa状@ベÀトルX運動として記bできqle解ìすqê

シュレディンガー方程ÿX特AとそX解であq波動関数X性Ÿ（\≈・Ô界・連続）e解ìしa特m波動関数X連続条‹（境界条
‹）からエネルギーが離散åmなqことe講義すqê

1週gから7週gまでXjqで中間試æeüうê

厳密m解けq系1：1次元井戸„ポテンシャルa中間試æX解答・解ì
量子力学X基本でありかつ近似法等X応用X基本となq厳密m解けq系mついて解ìすqê1次元X井戸„ポテンシャルe取
りéげaまずaポテンシャルがÔ界X場合e解ìしa極限移üでポテンシャルe無限{としaポテンシャルが無限{X系でXエネル
ギー波動関数X厳密解eÎめqêまたa中間試æX解ìもüうê

厳密m解けq系2：散乱-題（\次元箱˚ポテンシャル） 1次元X箱˚ポテンシャルm衝Äすq粒子e取りéげa散乱-題X基本e解ìしa粒子X反£fi数と透過fi数eÎめaトンネル効
¶mついてもì∫すqê

厳密m解けq系3：1次元調和振動子 1次元調和振動子e取りéげaû常X微分方程ÿe解く解き方でUなくa場X量子[X基礎ともなq生è・消滅演算子e用いた
代数åな解法で調和振動子XエネルギーeÎめqê

水素„原子中X電子X軌˙a4つX量子数 中心力場m拘äされた粒子e取りéげaそX解法e定性åmì∫しa主量子数a方位量子数a磁気量子数とそX意¯mついて解
ìしa水素„原子X電子X軌˙mついて講義すqê

近似法1：摂動[1 代nåな近似法X\つであq摂動法mついて解ìすqêもともと古典力学で用いられていた摂動,ãua摂動,ãX概çeì
∫しaハミルトニアンe基本系と摂動ハミルトニアンm分離しa摂動パラメータで,ãすqê

摂動[2 摂動パラメータmよq,ãe用いてa2次X摂動までX近似エネルギーeÎめqê

近似法2：変分原理と変分法
代nåな近似法X\つであq変分法mついて解ìすqê近似系XエネルギーU厳密解X基底状@Xエネルギーよりも必ず高く
なq（変分原理）ことe証∫しaエネルギーが停留ñeとqという条‹よりシュレディンガー方程ÿが導出できaさらma試ü関数e
制限すqことでハートリー方程ÿが導出できqことe示すê

K
考

前期中間試æおよU前期定期試æe実òすqê
本科gX修ömUa30 時間X授業X受講と 60 時間Xl前・l後自己学4が必2であqêl前m教科書X該当箇¢e£んでaわかq部分とわからない部分eUっきりさせておく
êl後mU教科書と授業ノートで復4しaまたaこちらが配ßすq演4-題e解くê
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科　目

担当教員 清水 俊彦 准教授

対象学年等

学習・教育目標 B3(40%), B4(40%), D1(20%) (b),(d)2-b,(f)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト ノー���プリン�講義

参考書 「科学英文技法」：兵藤申一（東京大学出版会）

関連科目 本科9英語各教科，英語演習，時事英語， 工業英語

本科C講義されていH英語科IJKすH基本NO知QR必TとすH．

神戸市立工業高等専門学校 2026年bシラバス

技術英語 (Technical English)

全専攻・1年・後期・選択・2単位【講義・演習】

JABEE基準

授4�
概6�方針

理工系分Å9英文RÇÉÑきすHÜCáà重TOことは，頻出すHçJはまっê構文と語íJ習ìすHことCあH．本講
義Cは，理工系9英語文ïJ頻出すH「構文と語í」R体系NJ学�，国際NJ通öすH英語9ÇÉÑき能úRùう．

【B3】技術NO話†JてöられH英語9語íやそ9基本文§R学習すH
ことJより，基本英語úR高めH．

技術NO話†JてöられH英語9語íやそ9基本文§®理©CきていHか，
´テス�およ�レポー�Jよって評±すH．

【B4】工学・技術Ü9英語文ïJよ≤öいられH専門ö語や単位9あらわ
¥方，表現方法R学習¥，Ç©úや表現úR高めH．

工学・技術Ü9英語文ïJよ≤öいられH専門ö語や単位9あらわ¥方，表
現方法R，´テス�およ�レポー�Jよって評±すH．

【D1】先端技術，環境技術，およ�医療福祉技術JKすH�ピッ¬à√う．こ
れJよって学ƒ9視ÅR∆げ，さらJ技術»と¥て9役 JついてàÃえ
させ，技術»意QR高めH．

内—®把”CきていHか，´テス�Jて評±すHととàJ，‘ら®’んC◊ÿ知
ろうと¥ていHか，´テス�およ�レポー�Jよって評±すH．

成€は，レポー�30%　´テス�70%　と¥て評±すH．試fi9flわりJ，原則´テス�R実„すH．総合成€は，100点満
点C60点以ÜR合ÈとすH．

履修:�
注意事項
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授4計画（技術英語）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 技術英語9学習法，英語論文全体9構造

2 英語論文RÑ≤êめJ，論文CÏわれていH文法OどR復習¥ます．

3 英語論文RÑ≤時J，Ô≤Oり®ちO文Ò9Ú¥いÛり方R学ぶ

4 英語論文RÑ≤時J，ど9öJ文ÒRıHÿきか，まêは段˜9つO®り方R学ぶ．

5 英語論文RÑ≤時J，冗Ô表現9˘¥方R学ぶ．

6 英語論文RÑ≤時J，英語C9曖˚O表現R勉˝¥，˛いˇ¥方R学ぶ．

7 英語論文RÑ≤時J，英語C9曖˚O表現R勉˝¥，˛いˇ¥方R学ぶ．

8 英語論文RÑ≤時J，引öと参Ã文ï9Ñき方とそれぞれ9結�R明�JÑ≤事R学ぶ．

9 英語論文RÑ≤時J，‘分9結�9�せ方，˝◊9やり方R学ぶ．

10 英語論文C9タイ��9Ñき方R�か≤勉˝すH．

11 英語論文C9アブス�ラ¬�9Ñき方R�か≤勉˝すH．

12 英語論文C9イン�ロダ¬ション9Ñき方R�か≤勉˝すH．

13 英語論文C9メソッ�9Ñき方R�か≤勉˝すH．

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授業9’め方R説明¥，専攻科修了»®習�すÿき技術英語9水�R�す．英語論文9査Çシステム，まêは英語論文Rı成
すHêめ9技術R紹�¥，授業C9勉˝9仕方R つJ分けH: 英語C9文Òúと英語論文9各段˜9�かい©説．

英語C9文Òú 1: ˛#9順番

英語C9文Òú 2: Ôい文Ñ9Ûり方

英語C9文Òú 3: 段˜や文Ò9構造 - ´テス� 1

英語C9文Òú 4: 手'C冗Ô表現9(け方

英語C9文Òú 5: 曖˚さ9(け方 - ´テス� 2

英語C9文Òú 5: 曖˚さ9(け方

英語C9文Òú 6: *®+R¥ま¥êか?

英語C9文Òú 7: ‘分9成�R˝◊すH

英語論文9各段˜9�かい©説 1: タイ��  - ´テス� 3

英語論文9各段˜9�かい©説 2: アブス�ラ¬�

英語論文9各段˜9�かい©説 3: イン�ロダ¬ション

英語論文9各段˜9�かい©説 4: メソッ�  - ´テス� 4

英語論文9各段˜9�かい©説 5: Ã察，結論，まとめ 英語論文C9Ã察，結論，まとめセ¬ション9区別，まêはÚ¥いÏい方R学ぶ．それから，それら9セ¬ション9Ñき方R�か≤勉
˝すH．

英語論文9各段˜9�かい©説 5: Ã察，結論，まとめ  - ´テス� 5 英語論文C9Ã察，結論，まとめセ¬ション9区別，まêはÚ¥いÏい方R学ぶ．それから，それら9セ¬ション9Ñき方R�か≤勉
˝すH．

K
考

中間試fiおよ�定期試fiは実„¥Oい．
本科I9修�Jは，30 時間9授業9受講と 60 時間9事前・事後‘己学習®必TCあH．事前学習Cは，本科C学習¥ê内—およ�前79授業内—JついてIR通¥てお≤．
事後学習Cは，学習内—R復習¥ノー�R整理¥てお≤．原則´テス�R実„すH．

- AC–24 -



科　目

担当教員 伊藤 均 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 D1(100%) (b)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3 内部告発���して�授業中適宜 !課#$提&させて評*する．

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 一般教養科目

神戸市立工業高�専門学校 2026年Bシラバス

工学倫理 (Engineering EthicR)

全専攻・2年・前期・必修・2単位【講義】

JABEE基準

授4�
概6�方針

技術aは�高B�発cしd科学技術$適e�運gしていi責k$�社m�nしてoっている．こr授業では�こr責kが�具
体w�どrよ!z内{|特~$�するか�それ$ÉdすÑ�どrよ!z困Üがáじ!るか�こr困Ü$克äするdめ�どr
よ!z手çが存èし�まd必ëか�$�さまざまz具体w事î$#ïとしzがら�多角w�考õし�技術aro!倫理w責k
�nする理ú$ùめていi．

【D1】技術ar業ûはどrよ!z特~$üつか�まdそれ�n°して�技術
aro!倫理w責kはどrよ!z内{rもrか$理úしている．

最近発áしd事故事î$¶べ�それ��わっていd技術aがどrよ!z責k
$oっていdか$考õするレポー¨�おいて�倫理w責k�nする理ú$評*
する．

【D1】技術aはそr日常業û�おいて�どrよ!z倫理w問#�直±する
可能¥があるか$理úしている．

科学技術rリスク�組π��わる問#�海ªでr技術活動���して�授業中
適宜 !課#$提&させて評*する．

【D1】技術a��ærある�とりわ¿上¬r問#�n√するÑ�重ëz社
m制B�はどrよ!zもrがあるか�ついて�十«z知…$ �À¿てい
る．

【D1】（1）～（3）r理ú|知…�–づいて�技術aが&m!典型wz倫理
問#�nして��‘zn√’$考÷できる能ÿ$ �À¿ている．

典型wz倫理問#$Ÿっdケーススタデ›$授業中適宜実flし�それ��して
まとめdレポー¨r提&�よって評*する．

成·は�授業中�適宜 !課#40%　前期„�提&するレポー¨60%　として評*する．100点満点で60点以上$合格
とする．本科目は�多角w�考õできる能ÿ�およÍ時事wz事î��する最Ïr情Ó$Ôら収Òし活gする能ÿr定着
B$評*するdめ��筆¬試ˆ�相¯するレポー¨$課す．

「はじめてr工学倫理」:齊藤了文�坂下浩司 編（昭和堂）

「�り高い技術a�zろ!」:黒田光太郎�戸田山和久�伊勢田哲治 編（名古屋大学&版m）
「第2版 科学技術ar倫理」：C. E. HarriR Jr.�M. S. Pritchard�M. J. RabinR 著�日本技術士m 訳（丸善株式m社）
「工学倫理入門」：R. Schinzinger�M. W. Martin 著�西原英晃 訳（丸善株式m社）
「技術倫理1」：C. Whitbeck 著�札野順�飯野弘之 訳（みす;書房）
「実践w工学倫理」：中村収三 著（化学同人）

履修:�
注意事項

授業では�ビデE|Ï聞¬事�$使gし�昨Ir事故|企業モラL��する事î$多iMり上げる．授業中�適宜参考資
料�も紹Sするrで�専門«野以ªrこと�もTi�U$üってMり組んでほしい．°g倫理学�r�連科目r講義内{
$参考�してほしい．
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授4計画（工学倫理）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1 zY技術a倫理zrか

2

3

4

5

6

7

8 製造物責k法

9 知w財産

10

11

12

13

14 技術a倫理r射程

15 専門bとしてr技術aと倫理

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

技術a$cすもrがzY倫理$学d必ëがあるrか．技術aと倫理とrつzがり$�I日r社mw背f|�工学系学協m�よる
倫理綱jr制定�からkらか�し�I倫理�ついて学Í�考える意義$確oする．

チャレンジャー号事故1 技術a倫理�おいてもっとも�名z�スペースシャ¨L・チャレンジャー号r事故$Mり上げ�組π�お¿る技術ar判wと�経営
ar判w�ついてzべる．

チャレンジャー号事故2 前{�|いて�チャレンジャー号事故r事î$手}かりとして�組π�お¿るリスクマネジメン¨が�‘�機能するdめ��技術a
はどrよ!z責k$o!か$考える．

東海村JCO臨界事故1 JCOr臨界事故$Mり上げ�日本r製造業$Üえてきd改善活動r意義と�それが直±している課#�まdそれ�nして技術a
がどrよ!��わるべきか$考える．

東海村JCO臨界事故2 前{�|いて�JCO臨界事故$Mり上げ�Òàとしてr組πがâり|すいÒà思考�ついてzべ�安全|品ç$確éするdめ��
技術aはそれ�いか�n√すべきか$zべる．

内部告発1 近年導入されd公益通Óaé護制B��して�そr趣旨�現 法�nする批判�さら�はこr制Bと技術aとr�æ�ついてú
òする．

内部告発2 前{�ôき|き�内部告発$Mり上げる．コンプライアンス体制充実r一üとして�相談窓口�r設§$ !企業が増¶している．
こrよ!z動きが�組πと個人r�æ�とって�する意義$考õする．

技術a�とってもっとも�ærùい法®と©われる製造物責k法��して�そr内{$確oし�技術aがそれ$モ™づiりr思想
として定着させていiことが重ëであること$zべる．

特許制B|著作Æzどr制Bが�技術r開発��とって�する意義$確oするととも��情Ó技術r発c��よる�こr制Br
∞える課#�$考õする．

ボパーL事故1 史上最大r産業事故といわれる�インド・ボパーLでr農薬工場事故$Mり上げ�グローバL化r進ªととも�Iºますます増
¶するであろ!�海ªでr技術活動�Ω!問#�ついてzべる．

ボパーL事故2 前{r内{�–づいて�技術rª開�は�それ$Mりæi社mr諸条件�とりわ¿文化|歴史�思想�とr相互作gがùi�わっ
ていること�技術aは�それら$考ƒ�入れて技術活動$ !必ëがあること$考õする．

六本∆ヒL»{…ドア事故1 {…ドアr事故rº� われdドアプロジェク¨r活動$紹Sし�失敗学r考えÕ|意義�リスク管理�お¿るハインリッヒr法
則��ついてzべる．

六本∆ヒL»{…ドア事故2 前{r内{�–づいて�技術aもまd�それぞれが技術aとしてr文化$背f�üっていること�それ�起‘する問#$克äする
dめ�は�知…r伝÷$いか� !かが重ëであること$zべる．

技術a�よるÏdz技術開発は�情Ó社m|医ÿといっd«野�さまざまz影⁄$もdらしている．技術aは�これら€r«野r
倫理とどrよ!zかかわり$üつべきzrか$考õする．

これまでrまとめと�Iºr課#�ついて．現‹およÍこれからr時‹�おいて�技術aが専門bとしてr地位$確立することが�
社m全体�とって大きz意義$�すること�そして�そrdめr必ë条件r一つが工学倫理であること$úòする．

J
考

中間試ˆおよÍ定期試ˆは実flしzい．
本科目r修fl�は�30 時間r授業r受講と 60 時間r事前・事ºÔ己学‚が必ëである．中間試ˆ�定期試ˆは実flしzいが�授業中�適宜 !課#�前期„�レポー¨r提
&$課す．事前学‚では�シラバスr授業計‰r学‚内{$確oし�問#点$まとめておiこと．事º学‚では�授業内{r復‚$ い�Ô«zりr意Ê$まとめ�レポー¨作成�備
えること．
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科　目

担当教員 加藤 真嗣 教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%) (c),(d)1

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 配�プリント

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2026年'シラバス

数理工学Ⅱ (Mathematical Engineering II)

全専攻・2年・前期・選択・2単位【講義】

JABEE基準

授4�
概6�方針

グラJK物事NO関QR表TすV手Xとし[\うことができb最短経路問題b連結'b回路lm制oシステqO解析b通信
ネットワーzm交通lなどO最適�m信頼'O評価bプログラqO最適�など多ÖÜ応àされVã本講義でKそOような
多Öな問題Ü対応すVグラJO基礎íなìîïいÜつい[講義しb課題レポートR課すことよî実践ùûüÜつけVã

【A1】グラJÜàいられVà¢m定義がí§Ü説¶できVã グラJÜàいられVà¢m定義がí§Ü説¶できVことR前期定期試®およ
™レポートÜよî60%以上正解R合Øとし[評価すVã

【A1】グラJO基本íな問題が解けVã グラJO基本íな問題が解けVことR前期定期試®およ™レポートÜよî
60%以上正解R合Øとし[評価すVã

【A1】ネットワーzÜおけV信頼性b最大最小問題が解けVã ネットワーzÜおけV信頼性b最大最小問題が解けVことR前期定期試®およ
™レポートÜよî60%以上正解R合Øとし[評価すVã

【A1】電気回路lÜグラJR適àし[b解析すVµO導∑ができVã 電気回路lÜグラJR適àし[b解析すVµO導∑ができVことR前期定期
試®およ™レポートÜよî60%以上正解R合Øとし[評価すVã

【A1】交通lÜおけVターミナª容量b交通容量などO算定ができVã 交通lÜおけVターミナª容量b交通容量などO算定ができVことR前期定期
試®およ™レポートÜよî60%以上正解R合Øとし[評価すVã

成¿Kb試®75%　レポート25%　とし[評価すVã100点満点で60点以上R合ØとすVã

「グラJ理論入門»樋口龍雄監b佐藤公男著（日刊工業新聞社）
「例題で学⁄グラJ理論»安藤清・土屋守正・松井泰子（森北∑版株µ会社）
「グラJ理論ÜよV回路解析»服藤憲司（森北∑版株µ会社）

応à数学(本科4年)b§率・統計(本科4年)

履修:�
注意事項

履ÚÜあたっ[Kb本科O数学IIm応à数学などで学ˆすV行¯Oìîïいb§率・統計で学ˆすV§率O基本íìîï
いO知˙Rˆ˚し[おくことが˝ましいã事前学ˆとし[b事前Ü配�された資料等Üよî講義内容R予ˆし[おくことã事
後学ˆとし[b講義内容R復ˆすVととûÜb課された演ˆ問題で解けV問題R解い[おくこと
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授4計画（数理工学Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 ガイダンスおよ™グラJO概念 本講義O�
�とグラJO概念Üつい[説¶すVã

2 グラJ理論ÜおけV基本à¢b点O次数b点と�O操�Üつい[説¶すVã

3 グラJO連結性bカットセットと分離集合b木b平�グラJÜつい[説¶すVã

4 演ˆ 予
講義�Ü�えたグラJO定義Ü関すV問題（課題レポート）O解�と解説R受講 が行うã

5 グラJOデータ構造 コンピュータ上でOグラJO表TXbつまî行¯Ràいた表TXÜつい[説¶すVã

6 演ˆ 予
講義�Ü�えたデータ構造Ü関すV問題（課題レポート）O解�と解説R受講 が行うã

7 ネットワーzO最大Jロー問題O解き�Üつい[説¶すVã

8 ネットワーzO最短経路問題O解き�Üつい[説¶すVã

9 数え上'問題O解き�Üつい[説¶すVã

10 電気回路l問題O解き�Üつい[説¶すVã

11 演ˆ 予
講義�Ü�えたネットワーzb数え上'b電気回路lÜ関すV問題（課題レポート）O解�と解説R受講 が行うã

12 ネットワーzO信頼性 ネットワーzO故)と信頼性b連結'などO問題O解き�Üつい[説¶すVã

13 演ˆ 予
講義�Ü�えたネットワーzO故)と信頼性b連結'などÜ関すV問題（課題レポート）O解�と解説R受講 が行うã

14 交通lとグラJ 交通lへOグラJO適àÜつい[bターミナª容量b交通容量などO問題O解き�Üつい[説¶すVã

15 演ˆ 予
�えた交通lÜ関すV問題（課題レポート）O解�と解説R受講 が行うã

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

グラJO定義<1>

グラJO定義<2>

グラJO基本問題<1>

グラJO基本問題<2>

グラJO基本問題<3>

グラJO基本問題<4>

K
考

前期定期試®R実.すVã
本科/OÚ˚ÜKb30 時NO授業O受講と 60 時NO事前・事後自己学ˆが必4であVã
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科　目

担当教員 辻本 剛三 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%) (c),(d)1

本講��水，空�など�流体運!"数値%&'くため�基礎-やそ�'0"説2し，具体%なテー7�課9"'く．

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2026年Jシラバス

数値流体力学 (Numerical Fluid Dynamic\)

全専攻・2年・後期・選択・2単位【講�】

JABEE基準

授4�
概6�方針

【A2】流れ�現j"物理%観nかp理'し，数学%&方程-s表現sきる
．

流れ�現j"物理%観nかp理'し，数学%&方程-s表現sきるか定期
試yzレポー}s評�する．

【A2】テイラー展É"応Öし，微分方程-�'"àめるこzがsきる． テイラー展É"応Öし，微分方程-�'"àめるこzがsきるか定期試yzレ
ポー}s評�する．

【A2】有限差分0�基礎"理'し，有限差分0"Öいè偏微分方程-�
離散ìがsきる．

有限差分0�基礎"理'し，有限差分0"Öいè偏微分方程-�離散ì"
sきるか定期試yzレポー}s評�する．

【A2】有限差分0"Öいè完全流体�数値計ñがsきる. 有限差分0"Öいè完全流体�数値計ñ"sきるか定期試yzレポー}s
評�する．

【A2】有限差分0"Öいè粘性流体�数値計ñがsきる． 有限差分0"Öいè粘性流体�数値計ñ"sきるか定期試yzレポー}s
評�する．

成õ�，試y85%　レポー}15%　zしè評�する．総合評��100n満ns60n以¢"合£zする．総合評��レポー
}�比•�試y&比¶ßいが，レポー}が®ないわけs�ない．提出期限"超Æしたレポー}�評�しない．未提出�レポ
ー}がある場合�レポー}成õ"評�しない．

「工学基礎技¥zしè�物理数学I∂導入編」∂由比政年・前野賀彦¡ナカニシ≈出版）

「流体力学�数値計ñ0」∂藤井孝藏¡東京大学出版）
「流体力学」∂日野幹雄¡朝倉出版）
「2'水理学」∂日野幹夫¡丸善）

数学IおよびII，応Ö数学IおよびII，水理学I～III，そ�€�流体力学‹�科目

履修:�
注意事項

受講&あたっè�，水理学など�流体�力学"習‚しèいるこzが„ましい．9Â�土木工学・建築学&おける諸現j"
Îう．課9s�プログラミング"する必Ûがあるが，講�s�プログラÙ言ˆ&˜する基礎%な説2�しない．¯っè，受講
段˙sプログラÙ言ˆ"自由&Îえる必Ûがある．また，出˝�取Îい�本科&ˇずる．授業�進J�理'J&応じè調
�するこzがある．S科情報処理��設
�都合&より，受講者数"制限する場合がある．
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授4計画（数値流体力学）

テーマ 内容（目標・準Lなど）

1 数値流体力学�概Û，流体¡水理）現j�数学%記述 数値流体力学�概Û，流体�連続-，加速J，運!��保存則等�数学%記述&ついè学習する．

2 テイラー展É"Öいè複�な˜数�一!"簡単な˜数s局所%&近&し，®し'�近&値"予)する方0&ついè学習する．

3 テイラー展É"Öいè複�な˜数�一!"簡単な˜数s局所%&近&し，®し'�近&値"予)する方0&ついè学習する．

4 テイラー展É"利Öしè微分方程-"近&%¡数値%）&'く方0"学習する．

5 差分-&+する近&精J�評�，所定�精J"-つ近&-�誘導&ついè学習する．

6

7

8 前/�まzめz演習¡プログラミング）

9

10

11 完全流体�支配方程-z有限差分0"Öいた離散ì&ついè学習する．

12 完全流体�支配方程-z有限差分0"Öいた離散ì&ついè学習する．

13 粘性流体�支配方程-z有限差分0"Öいた離散ì&ついè学習する．

14 粘性流体�支配方程-z有限差分0"Öいた離散ì&ついè学習する．

15 後/�まzめz演習¡プログラミング）

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

テイラー展Ézそ�応Ö(1)

テイラー展Ézそ�応Ö(2)

有限差分0(1)

有限差分0(2)

波!方程-�数値'析(1) 波�伝6"表す波!方程-"7&，差分0&よる'析7"8しè波!方程-�性9"学び，差分近&"選択する:�;え方や
注意n&ついè学習する．

波!方程-�数値'析(2) 波�伝6"表す波!方程-"7&，差分0&よる'析7"8しè波!方程-�性9"学び，差分近&"選択する:�;え方や
注意n&ついè学習する．

1～7?まs�まzめz演習"@う．

拡散方程-�数値'析(1) 拡散現j"表す拡散方程-"7&，差分0&よる'析7"8しè拡散方程-�性9"学び，差分近&"選択する:�;え方や
注意n&ついè学習する．

拡散方程-�数値'析(2) 拡散現j"表す拡散方程-"7&，差分0&よる'析7"8しè拡散方程-�性9"学び，差分近&"選択する:�;え方や
注意n&ついè学習する．

有限差分0"Öいた完全流体�数値'析(1)

有限差分0"Öいた完全流体�数値'析(2)

有限差分0"Öいた粘性流体�数値'析(1)

有限差分0"Öいた粘性流体�数値'析(2)

9～14?まs�まzめz演習¡プログラミング）"@う．

L
考

後期定期試y"実Eする．
本科目�修‚&�，30 時I�授業�受講z 60 時I�事前・事後自己学習が必Ûsある．換ñ˝課時数が授業数�1/3"超えた場合�成õ"評�しない(換ñ˝課時数�ñ
定0�本科�も�"ˇÖ)．事前学習s�，次?�授業範Q&ついè教科S"Tみ，理'sきないzころ"�理するこz．事後学習s�，レポー}作成や授業範Q�教科Sや講�
内Y"復習し，理'sきないzころがあれ[�理し，9\するこz．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 B4(40%), C2(60%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 各分��担当��選�し�文献

参考書

関連科目 有機化学，無機化学，化学工学，分析化学，物理化学�各分��諸科目

神戸市立工業高等専門学校 2026年3シラバス

専攻科ゼミナー=Ⅰ (Advanced Course Seminar I)

宮下 芳太郎 教授, 渡辺 昭敬 教授, 小泉 拓也 教授, 増田 興司 准教授, 濱田 守彦 准教授

応用化学専攻・1年・前期・必修・2単位【演習】

授4�
概6�方針

専門工学s関uすw外国語文献{輪}すw~担当部分sついて，そ�内Ö{説áし考â{äべwとともs討è{ゼミナー
=形ëíìう~幅ñい工学分��óしい学ò{ôwとともs，関uすw文献{調õすwことsよû最ó技°¢研§�手法
sついて実践©s学ぶ~

【B4】化学，応用化学，化学工学，応用物理およ¨生物�各分��Æから
担当教±�適≥s選¥し�分��基本©文献{}み，それ{まとめwこと
�íきw~

各担当教±�輪}�とき英語�Ωしæøされ，そ�大¬{把ƒíきていwか
{プレゼンテーションsよû評Àすwとともs，最ÃsレポーŒ{提–さ—授業
内Ö�理解3{評Àすw.

【C2】化学，応用化学，化学工学，応用物理およ¨生物�各分��Æから
担当教±�適≥s選¥し�分��講}し�文献�課題等{©◊s把ƒ
し，それ{解ÿすw手法{理解íきw~

各担当教±�レポーŒ{提–さ—，これまí学習し�工学基Ÿ¢専門分��
いかされ，応用されていwか{◊⁄すw.

成‹は，レポーŒ50%　プレゼンテーション50%　として評Àすw~各担当�評À{平‡すw~成‹は100点満点とし，60
点以‰{合Êとすw~

「化学英語�活用辞典」 : 足立吟也， 小関治男， 片岡宏 他 (化学同人)
「化学・英和用語集」: 橋爪斌・原Ω 編 (化学同人)
「Basic 英和和英有機化学用語集」: 平尾俊一 編 (化学同人)

履修:�
注意事項

有機化学，無機化学，化学工学，分析化学，物理化学�各分��基本©知ò�必�íあw~�えて，本科�卒業研§í英
文講}�基Ÿとなw}解	およ¨まとめ
�技°{習ôしておæこと�必�íあw~
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授4計画（専攻科ゼミナーHⅠ）

テーマ 内容（目標・準Nなど）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

有機化学s関すwè文�講} (1) 有機合成化学sおいて重�な人名反応�代表©な教科書(László Kürti et al.， Strategic Applications of Named 
Reactions in Organic Synthesis){輪}すw~

有機化学s関すwè文�講} (2) 有機合成化学sおいて重�な人名反応�代表©な教科書(László Kürti et al.， Strategic Applications of Named 
Reactions in Organic Synthesis){輪}すw~

有機化学s関すwè文�講} (3) 有機合成化学sおいて重�な人名反応�代表©な教科書(László Kürti et al.， Strategic Applications of Named 
Reactions in Organic Synthesis){輪}すw~

無機化学s関すwè文�講} (1) 無機化学�代表©教科書 (F. Albert Cotton et al.， Advanced Inorganic Chemistry. 6th ed.) �輪}と関uすw和文英
ø�演習{ìう.

無機化学s関すwè文�講} (2) 無機化学�代表©教科書 (F. Albert Cotton et al.， Advanced Inorganic Chemistry. 6th ed.) �輪}と関uすw和文英
ø�演習{ìう.

無機化学s関すwè文�講} (3) 無機化学�代表©教科書 (F. Albert Cotton et al.， Advanced Inorganic Chemistry. 6th ed.) �輪}と関uすw和文英
ø�演習{ìう.

化学工学s関すwè文�講} (1) 移動現象è�代表©な教科書（R. Bird， Transport Phenomena， Revised 2nd Ed.,{輪}し，各-�担当し�部分{まと
めて発表すw~

化学工学s関すwè文�講} (2) 移動現象è�代表©な教科書（R. Bird， Transport Phenomena， Revised 2nd Ed.,{輪}し，各-�担当し�部分{まと
めて発表すw~

化学工学s関すwè文�講} (3) 移動現象è�代表©な教科書（R. Bird， Transport Phenomena， Revised 2nd Ed.,{輪}し，各-�担当し�部分{まと
めて発表すw~

分析化学s関すwè文�講} (1) American Chemical Society¢The Royal Society of Chemistry�ナ/粒1¢分析s関すw最ó�è文{輪}し，各-�
担当し�部分�レジュ4{作成して発表{ìい， 内Ö�解説{ìう.

分析化学s関すwè文�講} (2) American Chemical Society¢The Royal Society of Chemistry�ナ/粒1¢分析s関すw最ó�è文{輪}し，各-�
担当し�部分�レジュ4{作成して発表{ìい， 内Ö�解説{ìう.

分析化学s関すwè文�講} (3) American Chemical Society¢The Royal Society of Chemistry�ナ/粒1¢分析s関すw最ó�è文{輪}し，各-�
担当し�部分�レジュ4{作成して発表{ìい， 内Ö�解説{ìう.

物理化学s関すwè文�講} (1) アŒキンス物理化学�è問題�解き
（第5版/英語版,{輪}すw~

物理化学s関すwè文�講} (2) アŒキンス物理化学�è問題�解き
（第5版/英語版,{輪}すw~

物理化学s関すwè文�講} (3) アŒキンス物理化学�è問題�解き
（第5版/英語版,{輪}すw~

N
考

Æ間試>およ¨¥期試>は実?しない~
本科目�修ôsは，60 時間�授業�受講と 30 時間�事前・事Ã�-己学習�必�íあw~各Dあ�û180分�授業~事前学習としてゼミナー=�内Ösついて参考書¢è文
などí�予習I¨s説á用資K�作成，ま�，事Ã学習としてゼミナー=�内Ö�英文{和øし�報告書�提–�必�íあw~
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 B1(15%), B2(15%), B4(5%), C2(65%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 研�テー�ごと�指�される．

参考書 　

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2026年*シラバス

専攻科特別研�Ⅰ (Graduation Thesis for Advanced Course I)

九鬼 導隆 教授, 渡辺 昭敬 教授, 宮下 芳太郎 教授, 根本 忠将 教授, 小泉 拓也 教授, 下村 憲司朗 教授, 安田 佳祐 
教授, 小島 達弘 准教授, 増田 興司 准教授, 濱田 守彦 准教授

応用化学専攻・1年・通年・必修・7単位【研�】

授4�
概6�方針

本科z修{し}知�Ä技ÇÉ基Öとして，さら�高*â専門工学分ãå研�É指導教çå下zéう．専門知�å総合化
�よì研�開ïおよóデザイõ能ùÉ高める．研�課†�おける問†É学生§らï•し，¶ß視ãÉもって理論的・体系的
�問†解±する能ùÉ≥う．研�課†å設��あ}って∂研�å新規性，有用性，理論的検ºÉ重視する．研�å内øÄ
進捗状√É確≈し，プレゼõテーショõ能ùå向ÀÉÃる}めï表ŒÉ実–する．研�成“É報告’�まとめ提ÿする．

【B1】研�成“É報告’としてまとめ，簡⁄�研�内øÉï表する能ùÉ
€�‹ける．

特別研�ï表Œz研�å経fiおよó研�内øÉ簡⁄�ï表zきるかどうか
É20点（内øと構成10点，ï表10点Âとして評Áする．

【B2】研�内ø�Ëする質問�Íして的確�回Ïzきる． 特別研�ï表Œzÿ}質問�Íして的確�回ÏzきるかどうかÉ10点（質
疑応Ï10点Âとして評Áする．

【B4】§らå研�課†とËÓし}英å文献，論文ÉÛÙ能ùÉ€�‹け
る．

ËÓし}英論文É§らå研��役立ててßるか，日˜å研�活動状√，ï
表Œおよó最終報告’zå引用実˝から評Áする．

【C2】設�し}研�テー��つßて，専門知�Éもと�研�遂é能ùÉ≥
う．

研�課†å探�ù，実験計画ù，研�遂éùÉ日˜å研�活動実˝から，お
よó最終å報告’から評Áする．到達目標3と合わせて70点とする．

成˝∂研�課†å探求・実験計画・研�遂é実˝およó最終報告’å充実*z70%，特別研�ï表Œå充実*z30%
として評Áする．100点満点z60点以ÀÉ合�とする．

専門的âテー��つßて，学Œï表がzきる成“É目指して研�Ééうåz，テー��ËÓåある本科専門科目，âらó�
卒業研��おßて基ÖÉ€�‹けておくことが必�zある．

履修:�
注意事項

本教科内ø�ËしてI，IIå期間��，最低1回å学外ï表（ËÓ学協Œ�おける口�ま}∂ポスターï表ÂÉ義務‹ける．
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授4計画（専攻科特�研FⅠ）

内容（テーマM目標M準Nなど）

研�∂下!から1テー�É"ó担当教çå指導å下zéう．

 1) 光合成色'å励起状*å特性と光合成初期fi,zå機能 (九鬼 導隆 教授)

 2) 分/å反応性�Ëする多面的アプロー5�Ëする研�（渡辺 昭敬 教授Â

 3) 金属錯体å立体"択性�Ëする基Ö研�（宮下 芳太郎 教授Â

 4) 芳香族高分/å合成âらó�機能性材=へå応用（根本 忠将 教授Â

 5) 不安��間体åï生É@とする新規反応系å開ïとそå応用�Ëする研�（小泉 拓也 教授Â

 6) 有機化合BÉ用ß}次世代高性能二次電Hå開ï�Ëする研�（小泉 拓也 教授Â

 7) �I科植BåAlイオõ耐性機構�Ëする研�（下村 憲司朗 教授Â

 8) 環P�配Rし}高機能性無機材=å開ï�Ëする研�（安田 佳祐 教授Â

 9) 有機-無機ハイブリッZ分/性固体材=å合成とB性・機能性�Ëする研�（小島 達弘 准教授Â

 10) サスペõショõ�微粒/å構造形成�Ëする研�（増田 興司 准教授Â

 11) 粉体cå圧eåf�生じる応ù�Ëする研�（増田 興司 准教授Â 

 12) 蛍光Éiすナk粒/å電/状*解析（濱田 守彦 准教授Â

 13) ナk粒/å光学特性評Á（濱田 守彦 准教授Â

N
考

�間試験およó�期試験∂実–しâß．
本科目å修{�∂，210 時間å授業å受pと 105 時間å事前・事så§己学uが必�zある．事前学uvテー�Ä内ø�興wÉxつ．事s学uv
実–し}内øÉ整理して考{する．
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科　目

担当教員 小島 達弘 准教授 【実務経験者担当科目】

対象学年等

学習・教育目標 C2(50%), D1(50%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 　

参考書 　

関連科目 全教科

実習機"#$%&れ(依*し,実-す/教科なので3責任6(7っ,健康・安全管>#留@し,ABCむこと．

神戸市立工業高等専門学校 2026年Vシラバス

専攻科特別実習 (Practical Training for Advanced Course)

応用化学専攻・1年・通年・選択・2単位【実験実習】

授4�
概6�方針

企業またはその}の$%&れ機"で業務の一�(実Ä#経験す/こと#よっ,3技術者#必Öな人間à(âうととも#3
工学技術å社éè自ë#íえ/影ï#"す/>ñ(óめ/．

【C2】実習機"の業務内ö(>ñし3実習õでの具体ûな到達目†(達
°す/．

実習機"の業務内ö#¢す/>ñVおよ§実習õでの具体ûな到達目†
の達°V(実習証明ßと実習報告ßで評´す/．

【D1】実習(通じ,工学技術å社éè自ë#íえ/影ï#"す/>ñ(
óめ/．

実習(通じ,工学技術å社éè自ë#íえ/影ï#"す/>ñ(óめたこと
(実習報告ßと実習報告éで評´す/．

°≠は3実習証明ß50%　実習報告ß30%　実習報告é20%　とし,評´す/．100点満点で60点以≤(単位認¥す
/．ただし実習届3実習証明ß3実習報告ß3およ§実習日∏å未提ªの場合3なら§#実習報告éå未実-の場合は単
位認¥しない．

履修:�
注意事項
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授4計画（専攻科特�実習）

内容（テーマK目標K準Lなど）

＜実習õの決¥＞
実習õの候ƒ(案内資«およ§担当教»との面 の≤で決¥す/．
実習õå決¥した後3実習届(事務室学生œ–提ªす/．

＜安全管>＞
実習開“まで#傷害保険等#加&す/．

＜実習期間＞
実習は4⁄から1⁄‹までとす/．実習時間は国内外‡わず70時間(必Öとす/．この実習時間は企業研究3ß類作°3およ§
実習報告é（準Í(Îむ）なÌ学内の活Ô(10時間まで認め/．実習õå1かの場合3原則連続10日以≤（60時間以≤）の
実習期間(必Öとす/．実習õå2かの場合3同一の実習õでの実習期間は原則連続5日以≤（1かあたB30時間以≤）
とす/．実習期間˜#学é発˘なÌå重˚し3実習(˜¸す/場合3その˝(実習報告ß#記ˇす/こと．なお年V(�え,の
実習は認めない．

＜実習終了後の提ª物＞
実習終了後3�ち#�#�げ/ß類(提ªす/．
（1）特別実習証明ß
（2）特別実習報告ß
（3）特別実習日∏

＜報告éの実-＞
実習終了後3実習報告é#おい,実習内ö(報告す/．なお実習報告éは1⁄‹まで#実-す/．

L
考

˜間試験およ§¥期試験は実-しない．
事前学習では3実習前#3実習届(提ªす/．ビジネスマナ�è実習#あたっ,の心�えなÌ(�め�べ/．事後学習では3実習終了後3実習報告ß(
作°し3実習証明ßおよ§実習日∏ととも#提ªす/．実習報告é#,実習内ö(報告す/．
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科　目

担当教員 大淵 真一 非常勤講師 【実務経験者担当科目】

対象学年等

学習・教育目標 A4-AC1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

上記科目"十$%理'し)上*履,すること12ましい．

神戸市立工業高等専門学校 2026年Eシラバス

有機金属化学 (Organometallic Chemistr])

応用化学専攻・1年・前期・選択・2単位【講義】

授4�
概6�方針

有機金属錯j%ついてm一般的基礎理論(歴史・命名法・結ym概念・電子構造・立j構造)%ついてÄべる．さら%Ñ有
機y成化学あるいá化学工業%おける有機金属錯jm役ã"具j的ç反応è"êげてÄべる．本講義áÑ担当教îm塗
料開òm実務経験"ôまえてÑy成用有機金属触ú%ついて教ùする．

【A4-AC1】有機金属錯jm構造1理'*きÑそm名†1記Ä*きる． 有機金属錯jm構造1理'*きÑそm名†1記Ä*きるか"課£レポーßと
®テスßと前期中間試験*評Æする．

【A4-AC1】有機金属錯jm結y（欠電子結yÑπ結y≤1$子軌道理論
"用いて説∂*きる．

有機金属錯jm結y（欠電子結yÑπ結y≤1$子軌道理論*説∂*きるか
"課£レポーßと®テスßと前期中間試験*評Æする．

【A4-AC1】有機金属錯jm基本反応（配位子m'∏と配位Ñ酸化的付加
Ñ還元的脱∏Ñ挿入≤1電子論*理'*きる．

有機金属錯jm基本反応（配位子m'∏と配位Ñ酸化的付加Ñ還元的脱∏Ñ
挿入≤1記Ä*きÑ電子論*説∂*きるか"課£レポーßと®テスßと前期中
間試験*評Æする．

【A4-AC1】化学工業%おけるÑ触úとしてm有機金属錯jm役ãÑ反応機
構Ñ触úサイクƒ1理'*きる．

化学工業%おけるÑ触úとしてm有機金属錯jm役ãÑ反応機構Ñ触úサイク
ƒ1理'*きÑ記Ä*きるか"課£レポーßと®テスßと前期定期試験*評Æ
する．

【A4-AC1】y成反応%おけるÑ触úとしてm有機金属錯jm役ãÑ反応機
構Ñ触úサイクƒ1理'*きる．

y成反応%おけるÑ触úとしてm有機金属錯jm役ãÑ反応機構Ñ触úサイク
ƒ1理'*きÑ記Ä*きるか"課£レポーßと®テスßと前期定期試験*評Æ
する．

成∆áÑ試験90%　レポーß5%　®テスß5%　として評Æする．試験成∆á中間試験と定期試験m平均Àとする．100
À満À*60À以上"yŒとする．çおÑ原–として未提”m課£レポーß1あっ)場yá不yŒとする．

「化学m要Àシリーズ6　有機金属化学」：日本化学会編 垣内史敏 著（共立”版≤

「化学選書錯j化学(改訂版)」：山崎一雄・吉川雄三・池田雄一ら 共著（裳華房≤
「化学選書有機金属化学－基礎と応用－」：山本∂夫 著（裳華房≤
「化y物命名法－IUPAC勧˚%準拠－」：日本化学会命名法専門委î会 編（東京化学同人≤
「有機金属化学－そm多様�と意外�－」：®宮三四郎・碇屋隆雄 共著（裳華房≤

C2 有機化学IÑ C3 有機化学IIÑ C4 有機化学IIIÑ C5 有機化学IVÑ C2 無機化学IÑ C3 無機化学IIÑC4 無機化学III

履修:�
注意事項
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授4計画（有機金属化学）

テーマ 内容（目標・準Lなど）

1 有機金属錯j%ついてÑそmò�%�る経�と構造"'説する．

2 有機金属錯jm構造異�jÑ酸化数Ñ配位数Ñ命名法%ついて'説する．

3 $子軌道理論"用いて錯jm結y理論%ついて'説する．

4

5 有機金属錯jmy成 有機金属錯jmy成法%ついて'説する．

6 配位子m'∏と配位Ñ酸化的付加と還元的脱∏%ついて'説する．

7 挿入と脱∏Ñ配位子m反応%ついて'説する．

8 中間試験

9

10 触ú"用い)アƒケ�m異�化・水素化・重y%ついて'説する．オレフィ�メタセシスÑヒドロホƒミƒ化%ついて'説する．

11 ワッカー法Ñモ�サ�ß法%ついて'説する．

12 銅ÑニッケƒÑパラジウ1触ú"用い)炭素－炭素結y反応（クロスカップリ�4反応≤%ついて'説する．

13 パラジウ1触ú"用い)アƒケ�mアリーƒ化Ñアリƒ化%ついて'説する．金属カƒベ�錯j"用いる反応%ついて'説する．

14 不6シクロプロパ�化Ñ不6水素化%ついて'説する．

15 不6異�化Ñ不6酸化%ついて'説する．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

有機金属錯j(1)

有機金属錯j(2)

配位結y理論(1)

配位結y理論(2) 欠電子結yÑ超原子Æ化y物Ñ金属CO結yÑ金属π結y%ついて'説する．

有機金属錯jm基本的反応(1)

有機金属錯jm基本的反応(2)

1週目から7週目ま*m内:*中間試験";う．

中間試験m'答．有機金属錯j"用いる工業触ú反応(1) 中間試験m'答"'説する．均一>と不均一>触úm?いÑZiegler-Natta触ú%ついて'説する．

有機金属錯j"用いる工業触ú反応(2)

有機金属錯j"用いる工業触ú反応(3)

有機金属錯j"用いるy成触ú反応(1)

有機金属錯j"用いるy成触ú反応(2)

有機金属錯j"用いる不6触úy成(1)

有機金属錯j"用いる不6触úy成(2)

L
考

前期中間試験およC前期定期試験"実Dする．
本科目m,E%áÑ30 時間mù業m受講と 60 時間m事前・事後自己学L1必要*ある．事前学L*áÑ次Omù業範Q%ついて教科書"RみÑ各自*理'*きçいところ"
整理し課£レポーßとして提”すること．事後学L*áÑ次Où業%®テスß"実Dするm*Ñ当日m内:"しっかりと復Lしておくこと．
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科　目

担当教員 九鬼 導隆 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-AC3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7

8

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2026年"シラバス

物理有機化学 (Physical Organic Chemistry)

応用化学専攻・1年・後期・選択・2単位【講義】

授4�
概6�方針

ウッドワード-ホフマQRSフロQティW軌道Zのように_有機化学反応a分子軌道d遷移状態等の物理化学的視kかm理
nされるべきである．よって_本講義では_有機反応機構Zで学|し~内ÄをよÇÉÑ理nする~めに分子軌道ZSその有
機化学への応用をnâする．ま~_有機物ãの同çに使用される機器分êのëÑは_基本原理Sして分子分光学ï用いm
れている．よって_機器分êの原理を理nする~めに分子分光学の基óについてanâする．

【A4-AC3】変分öの原理_分子の形úd分子軌道についての基本的ù概
üを理nする．

中間試£Sレポー¶で_変分原理_分子をßう®の種™の近似_分子軌道につ
いてâ≠させ_的Øにâ≠できるかどうかで評≤する．

【A4-AC3】ヒュッケ∂ö等の分子軌道öの仕∏みを理nする． 中間試£Sレポー¶で_ヒュッケ∂ö等の分子軌道öについて_近似のßい等
ï的Øにâ≠できるかどうかで評≤する．

【A4-AC3】ハー¶リー方程æd平均場近似_SCFによる分子軌道öの仕
∏みを理nする．

中間試£Sレポー¶で_ハー¶リー方程æの導出手順_平均場近似の意味等を
nâさせ_的Øにâ≠できるかどうかで評≤する．

【A4-AC3】簡単ù有機化学反応をフロQティW軌道Zの立場かmâ≠で
きる．

中間試£Sレポー¶で_基本的ù有機化学反応を え_分子軌道dフロQティ
W軌道を用いてその反応ï的Øにâ≠できるかどうかで評≤する．

【A4-AC3】分子の電子・振動・回転状態のエネ∂ギー準位Sそれぞれの
関◊を理nし_分子の励起・緩和過程dその機構をç性的にâ≠できる．

ç期試£Sレポー¶で_分子の励起S緩和の動力学をポテQシャ∂曲面‚の
代表kの運動Sして的Øにâ≠できるかどうかで評≤する．

【A4-AC3】可視紫外吸収_発光（蛍光・燐光Ôスペク¶∂の原理SÚmれる
情Ùについてâ≠できる．

ç期試£Sレポー¶で_可視紫外吸収_発光（蛍光・燐光Ôの選択律_フラQク-
コQドQの原理_分子の中の電子のエネ∂ギー状態_電子遷移に˜う分子構
¯の変化等ï的Øにâ≠できるかどうかで評≤する．

【A4-AC3】振動分光（赤外線吸収SラマQ分光Ôの原理SÚmれる情Ùに
ついてâ≠できる．

ç期試£Sレポー¶で_赤外線吸収・ラマQ分光の基本原理_分子振動S分子
構¯の関◊等について的Øにâ≠できるかどうかで評≤する．

【A4-AC3】˚スピQのエネ∂ギー状態d˚磁気共�の基本原理_局所磁
場d局所的遮蔽_化学シフ¶等を理nしâ≠できる．

ç期試£Sレポー¶で_外部磁場による˚スピQのエネ∂ギー分裂_ラーモW
周波数_局所磁場の変化S化学シフ¶への影響_スピQ結�S吸収線の分裂
パターQ等に関して的Øにâ≠できるかどうかで評≤する．

ú�は_試£90%　レポー¶10%　Sして評≤する．中間・ç期の2回の試£の単純平均を試£ú�Sする．総�ú�
100k満k中60k以‚を��Sする．

ノー¶講義
（「物理化学要Z（第7版Ô」：P. W. Atkins・J. de Paula 共著／千原秀≠m 訳（東京化学同人ÔÔ

「初等量子化学 第2版」：大岩正芳 著（化学同人Ô
「基ó量子化学 軌道概üで化学を5える」：友田修司 著（東京大学出版会Ô
「W¶キQス物理化学 第10版 ‚・下=」：P. W. Atkins・J. de Paula 共著／中野元裕 m訳（東京化学同人Ô
「分子の構¯」：坪井正道 著（東京化学同人Ô
「基óコース物理化学II 分子分光学」：中田宗隆 著（東京化学同人Ô

C3 分ê化学II_ C4 応用物理I・II_ C4 物理化学II_ C4 有機化学III_ C5 物理化学III_ AC1 量子物理_ AC1 有機反
応機構Z

履修:�
注意事項

量子力学の知Hを前JSするので_本科4年Lの応用物理I・II_物理化学IId5年Lの物理化学IIIをしっかÇS理nして
おÑこSïOましい．ま~_専攻科1年前期の量子物理d有機反応機構Zを履修しておÑこSïOましい．
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授4計画（物理有機化学）

テーマ 内容（目標・準Lなど）

1 分子の電子状態： ˚の運動の分離_軌道近似

2

3 分子軌道ö：水素分子イオQの形ú

4 ヒュッケ∂ö

5 ハー¶リー方程æS平均場近似

6

7 有機化学反応への応用

8 中間試£

9 分子のエネ∂ギー準位_励起S緩和の動力学_中間試£のn答・nâ

10

11 可視紫外吸収分光_発光（蛍光・燐光Ô分光

12 赤外線吸収分光SラマQ分光

13 分子振動S基準座標

14 ˚磁気共�の基本原理_局所磁場の形úS遮蔽ç数

15 化学シフ¶_分裂パターQ

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

ë˚・ë電子Yのハミ∂¶ニWQにボ∂Q-オッペQハイマー近似を用いて˚の運動を分離し_ë電子Yのハミ∂¶ニWQへS移
]できるこSを^す．さmに_ë電子Yのハミ∂¶ニWQï電子-電子の相互作用の~め_変数分離できùいこSを^し_軌道近似を
用いるこSをnâする．

変分原理_LCAO近似 近似問dの基本Sùる変分öについてnâし_変分原理をâ≠する．ま~_分子軌道öの基óSùるLCAO近似についてâ≠す
る．

分子軌道öを用いて_一番簡単ùYである水素イオQ分子ï形úし_分子軌道ï結�性軌道S反結�性軌道に分離するこSを
nâする．

電子-電子の相互作用をgÑ無視して一電子ハミ∂¶ニWQを用いるヒュッケ∂öについてnâする．一電子ハミ∂¶ニWQのみ
を用い~場�の分子のエネ∂ギーdその軌道エネ∂ギーSの関◊を^し_さmに_隣接原子以外でkùÇ積分S共�積分を無視
して_LCAO◊数をmめ_分子のエネ∂ギー状態等について講義する．

まず_エネ∂ギーï停留qをSる条sよÇシュレディQガー方程æï導出できるこSを^す．vに_電子-電子の相互作用をwし~
まま_各™の電子の状態ïØ率ZSして独立事|である軌道近似を用いて変分の試]関数を制~し_ハー¶リー方程æを導出す
る．さmに_この軌道近似ï平均場近似SùっているこSをnâする．

ハー¶リー-フォック方程æ
ハー¶リー方程æでは電子スピQïgÑ5ÄされていùいこSを指Çし_波動関数を反対称化する必要性をâ≠し_スレーターの
]列æを導áする．スレーターの]列æを用いて_ハー¶リー方程æの場�S同àù手順でハー¶リー-フォック方程æï導出でき
るこSを簡単にnâする．

共役Yの物理化学的特性dペリ環状反応_ベQゼQ誘導èのo p-� 配向性dm-配向性等_有機化�物の物性d簡単ù有機化
学を分子軌道の立場かmnâする．

1週ïかm7週ïまでの内Äで中間試£を]う．

並進運動を分離し~あSの分子のエネ∂ギー状態（電子・振動・回転Ô_分子ï光励起をòけ~後の挙動［輻射遷移_無輻射遷移
（内部転換_項間交叉Ô_振動緩和等¢についてnâし_分子の励起S緩和の動力学を講義する．ま~_中間試£のnâa]う．

フェ∂ミの黄金律S電子遷移_フラQク-コQドQの原理S垂直遷移
ボ∂Q-オッペQハイマー近似よÇ_電子遷移ï垂直遷移であるこSを^し_量子力学的に状態間の遷移を®Çßうフェ∂ミの黄
金律を紹™する．さmに_黄金律を分子の電子遷移に適応して_電子遷移の選択律dフラQク-コQドQ因子_振動の波動関数のk
ùÇS遷移Ø率についてnâする．

可視紫外吸収分光_蛍光・燐光分光の実®を簡単にnâしùïm_分光測çよÇÚmれる情Ù（分子の中の電子のエネ∂ギー状
態_電子励起に˜う構¯変化_等™Ôについて講義する．

分子振動Sの相互作用である赤外線吸収SラマQ効果_赤外線吸収分光_ラマQ分光の実®を簡単にnâしùïm_分光測çよ
ÇÚmれる情Ù（分子振動のエネ∂ギー状態_分子構¯_無輻射遷移での分子振動の役割_等™Ôについて講義する．

分子振動を理nする~め_分子振動を連úYの振動でモデ∂化し_内部座標dデカ∂¶座標S基準座標環の変換・関◊につい
てnâする．

˚スピQ_外部磁場による˚スピQエネ∂ギーの分裂SラーモW周波数等_˚磁気共�の基本原理をnâする．ま~_分子に外部
磁場をかけ~場�の磁場応答を5え_外部磁場の局所的遮蔽d_˚ï¥かれている環µによって局所的遮蔽ï変化し_共�エ
ネ∂ギーï変化するこSをnâする．

化学シフ¶をç義して_˚磁気共�のスペク¶∂ï外部磁場の大きさに関わmùい形で表∑できるこSを^す．さmに_˚の¥かれ
ている環µの∏いよÇ局所的遮蔽ï変化し_化学シフ¶ï変化するこS_˚スピQ間の相互作用（結�ÔによÇスペク¶∂線ï分
裂するこSをnâする．

L
考

後期中間試£およπ後期ç期試£を実∫する．
本科ïの修Úには_30 時間の授業のò講S 60 時間の事前・事後自己学|ï必要である．事前に本科物理化学の教科書（W¶キQス「物理化学要Z（第7版Ô」Ôの該当箇所を
¬んで_本科で学|し~こSを復|しておÑ．事後には授業ノー¶で復|し_こちmï配∆する演|問dをnÑ．
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科　目

担当教員 濱田 守彦 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-AC2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

上記関連科��十��理�したうえ$履&すること+,ましい．

神戸市立工業高等専門学校 2026年>シラバス

無機合成化学 (Synthetic Inorganic Chemistry)

応用化学専攻・1年・後期・選択・2単位【講義】

授4�
概6�方針

無機物fg合成$はi共有結合だけ$なpイオs結合t配位結合+重w$ありizう元|g種~�周期Åg全É�わた
る．またi立É化学g複Üさからi�離操åt選択的合成+必wとなること�èい．こgè様ë�íì無機合成�ついてi
液相合成ò�はじめとする各種合成òg原理i特徴i応用ü�講義する．講義g前°$は無機化合物g各種合成òg原
理t特徴�説£しi後°$は合成した無機化合物�応用した測定òt評価ò�紹©する．

【A4-AC2】気相合成òおよ≠固相合成òg特徴+理�$きる． 気相合成òおよ≠固相合成òg特徴�ついて理�しi説£$きるか�i中間
試≥およ≠レポー∑$評価する．

【A4-AC2】代Å的な液相合成ò$ある析出反応g特徴+理�$きる． 代Å的な液相合成ò$ある析出反応g特徴�ついて理�しi説£$きるか�
i中間試≥およ≠レポー∑$評価する．

【A4-AC2】液相合成ò�関してi加水��・重縮合反応t水熱合成òi
溶融òなどg特徴+理�$きる．

液相合成ò�関してi加水��・重縮合反応t水熱合成òi溶融òなどg特
徴�ついて理�しi説£$きるか�i中間試≥およ≠レポー∑$評価する．

【A4-AC2】無機物fg潜在危険ëとそg安全な取zい +理�$きる． 無機物fg潜在危険ëとそg安全な取zい �ついて理�しi説£$きるか
�i中間試≥およ≠レポー∑$評価する．

【A4-AC2】無機化合物�Àする定常状Œg光学特ëg測定òi 評価ò
+理�$きる.

無機化合物�Àする定常状Œg光学特ëg測定òと評価ò�ついて理�し
i説£$きるか�i定期試≥およ≠レポー∑$評価する．

【A4-AC2】無機化合物�Àする時間��光学特ëg測定òi 評価ò+
理�$きる.

無機化合物�Àする時間��光学特ëg測定òと評価ò�ついて理�しi
説£$きるか�i定期試≥およ≠レポー∑$評価する．

成“はi試≥70%　レポー∑30%　として評価する．試≥成“は中間試≥と定期試≥g平均◊とする．100◊満◊$60
◊以上�合⁄とする．

講義資料›プリs∑）
「物理化学w論　第7版」：P. W. Atkins・J.de.Paula 著・千原 秀昭・稲葉 章 訳 ›東京化学同人）

「溶液�˙とする無機合成」：永長久彦 著›培風館）
「第5版 実≥化学講座23－無機化合物」：日本化学会 編›丸善）
「第5版 実≥化学講座30－化学物fg安全管理」：日本化学会 編›丸善）
「レーザー物理入門」：霜田光一 著›岩波書店）
「光物理学」：櫛田孝司 著›共立出版）

C2 無機化学Ii 安全管理学i 応用化学実≥I›無機合成）i C3 無機化学IIi �析化学IIi C4 応用化学実≥III›機器�
析）i C5 材料化学›無機）i 応用無機化学

履修:�
注意事項
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授4計画（無機合成化学）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1 緒論i気相合成òi固相合成ò

2 液相合成ògひとつ$ある沈殿ò�関してi水酸化物t硫化物�ü� !説£する．

3 均一沈殿òおよ≠共沈殿ò�ついて説£する．

4 加水��・重縮合反応

5 水熱合成ò 高温・高圧$g水+反応�関%する水熱合成ò�ついて説£する．

6 そg&g液相合成ò そg&g液相合成ò$ある溶融òi単結晶合成òなど�ついて説£する．

7 無機化合物g安定ëと潜在危険ëと安全管理 無機化合物g安定ët潜在的な危険ëi安全�取りzう ò�説£する．

8 中間試≥

9 無機化合物g発光現象

10

11

12 蛍光寿命測定ò 無機化合物�試料とする.gパルスレーザー�用いた蛍光寿命測定ò�ついて様1な研究論4�紹©しな+ら説£する．

13 過渡吸収�光ò

14 顕微�光ò

15 無機合成化学∑ピックス 無機合成化学�関する最?g∑ピックス�紹©する．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

無機合成化学g全般的な概w�ついて説£する．液相合成ò以Bg合成ò$ある気相合成òおよ≠固相合成ò�ついて説£
する．

析出反応(1)

析出反応(2)

加水���Cう重縮合反応�制Eするゾル-ゲルò�ついて説£する．

1週�から7週�ま$g内J$試≥�Kう．

中間試≥g�説�Kう．励起状Œg無機化合物g安定ë�加えてi無機°導É�おける励起状Œから基底状Œ�Qる.�Rじ
る発光現象›蛍光とりS光）�ついて説£する．

無機化合物�レーザー媒fとするCWとパルスレーザー(1) 種1gレーザーとそg媒f›無機化合物およ≠有機化合物）i発振原理›反転�布）�ついて説£する.レーザー媒f+安定ëお
よ≠反転�布�維YしtすいバsZ構\g観◊から無機化合物+用いられている経`�関して�説£する．

無機化合物�レーザー媒fとするCWとパルスレーザー(2) 種1gレーザーとそg媒f›無機化合物およ≠有機化合物）i発振原理›共振器構\）�ついて説£する.

無機化合物�試料とする.gパルスレーザー�用いた過渡吸収�光ò�ついて様1な研究論4�紹©しな+ら説£する.

無機化合物�試料とする.gCWレーザーおよ≠パルスレーザー�用いた顕微�光ò�ついて様1な研究論4�紹©しな+ら
説£する．

J
考

後期中間試≥およ≠後期定期試≥�実aする．
本科�g&b�はi30 時間g授業g受講と 60 時間g事前・事後自己学g+必w$ある．授業時間内�は配hプリs∑g内Jすべて�jれることは$きないg$i自gすること
．事前学gとして次週内JgキーワーZ�事前�nべるレポー∑課p�課す.事後学gとして実a内J�ついてレポー∑課p�課す.
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科　目

担当教員 安田 佳祐 教授 【実務経験者担当科目】

対象学年等

学習・教育目標 A4-AC3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

上記関連科目"十分学&し(理*しておくこと01ましい．

神戸市立工業高等専門学校 2026年Cシラバス

電気化学 (ElectrochemistrV)

応用化学専攻・1年・後期・選択・2単位【講義】

授4�
概6�方針

電cd電気分*"中fg各種電気化学反応k特mと応用分ngおけp役r"sべp．電気化学0エネルギy貯蔵(エネ
ルギy変換(無機合成(表面処理(電子工学(環境化学などと密ãな関連"åち(それぞれk分në重ìな役r"îたして
いpこと"講義すp．また(そk他電気化学g関連すpòしい機能性材úおよû先端技¢gついて§sべp．本講義は(担
当教ßk製品製™g関すp基礎研Æd生産技¢k実務経験"±まえて(電c材úk作製手µgついて教授すp．

【A4-AC3】ガルバ∑電cと電*セルkπいgついて理*ëきp． ガルバ∑電cと電*セルkπい"化学反応ªdº"用いて説æëきpか"(
中間試験およûレポyƒë評∆すp．

【A4-AC3】電気伝導率(イオÃ伝導性(輸率gついて理*ëきp． 電気伝導率d輸率など"計œëきpか(さらg電*質溶‘gおけpイオÃ伝
導kメカ∑ズÿ"説æëきpか"(中間試験およûレポyƒë評∆すp．

【A4-AC3】電ck起電力(電極電位(界面構™（電気二重層）(電極反応
速Cgついて理*ëきp．

様‰な電ck半反応ª"Êし(起電力d電極電位など"計œëきpか(また界
面構™（電気二重層）d電極反応速Cgついてº"用いて説æëきpか"(
中間試験およûレポyƒë評∆すp．

【A4-AC3】サイクリックボルタÃメƒリyなどk電気化学計測技¢gつい
て理*ëきp．

ÓÔして電位"走ÚすpサイクリックボルタÃメƒリyなどk電気化学計測
技¢gついて説æëきpか"(定期試験およûレポyƒë評∆すp．

【A4-AC3】一次電c・二次電c・燃ú電ck原理およû特mgついて理
*ëきp．

一次電c・二次電c・燃ú電ck原理・種類・半反応ª・特mおよû用˘g
ついて説æëきpか"(定期試験およûレポyƒë評∆すp．

【A4-AC3】めっきd腐食・防食などk表面処理へk電気化学k応用gつ
いて理*ëきp．

電気めっきと無電*めっきkπい"説æëきpか(また�k腐食メカ∑ズÿd
カソy�防食gついて説æëきpか"(定期試験およûレポyƒë評∆すp．

成�は(試験90%　レポyƒ10%　として評∆すp．試験成�は中間試験と定期試験k平均�とすp．100�満�ë60
�以上"合�とすp．ただし(原
として未提�レポyƒ0あった場合は不合�とすp．

「第2版 電気化学概論」：松田好晴・岩倉千秋 共著（丸善�版）

「電気化学 &エネルギy変換k基礎」：中戸義禮 著・藤平正道・魚崎浩平 監修（東京化学同人）
「基礎からわかp電気化学 第2版」：泉生一郎・石川正司・片倉勝<ら 共著（森北�版）
「º*入門よくわかp最ò全固体電ck基本と仕Eみ 第2版」：齋藤勝裕 著（秀Jシステÿ）
「最ò 二次電c0一Lわかp」：白石拓 著（技¢評論社）
「コÃパクƒ 電気化学」：岩倉千秋・森田昌行・井上博史 共著（丸善�版）

C2 無機化学I( C2 分析化学I( C3 無機化学II( C3 分析化学II( C3 物理化学I( C3 応用化学実験II( C5 材ú化学( 
C5 エネルギy工学( C5 応用無機化学

履修:�
注意事項
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授4計画（電気化学）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1 電気化学k歴史と応用分n 「動物電気説」k発^"端_として誕生した電気化学k発ak過cと応用分nkd0Ôgついて説æすp．

2 電気化学ek姿 電気化学セル（ガルバ∑電cおよû電*セル）gついて説æすp．また(電気gおよûファラデykµ
gついて説æすp．

3 電*質溶‘k電気伝導率とモル電気伝導率 電*質溶‘k電気伝導率とモル電気伝導率gついて説æすp．

4 イオÃ輸率と移動C 電*質溶‘kイオÃ輸率と移動Cgついて説æすp．また(イオÃ伝導kメカ∑ズÿgついて説æすp．

5 電ck起電力と電極電位

6 電極と電*質k界面k構™（電気二重層）gついて説æすp．また(電荷移動過cgおけp反応速Cªgついて§sべp．

7 物質移動過cgおけp反応速Cªgついて説æすp．

8 中間試験

9 中間試験k*説(電気化学計測 中間試験k*説"行う．サイクリックボルタÃメƒリyなどk電気化学計測µk原理と用˘gついて説æすp．

10 電ck歴史と一次電c

11 自動pëqわれていp鉛蓄電cdハイブリッ�pgq用されていp∑ッケル水素電cgついて説æすp．

12 スマyƒフォÃdノyƒ|パソコÃgq用されていpリチウÿイオÃ電cgついて説æすp．

13 燃ú電c 燃ú電ck種類(特長(実用化k現Ågついて説æすp．

14 めっき・表面加工

15 腐食・防食

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

電ck起電力gついて説æした後(電極と電*質k界面ë進行すp反応g関Ñすp反応種k活gと電極電位k関Ü"Êすネ
ルÃスƒkªgついて説æすp．

電極反応速C(1)

電極反応速C(2)

1週目から7週目まëk内äë中間試験"行う．

ボルタ電c以来現åまëg発æされた電ck歴史およû乾電ckような充放電kÓÔし0ëきない一次電cgついて説æ
すp．

二次電c(1)

二次電c(2)

水溶‘中k金ëイオÃkカソy�還ìgよÔ金ë皮ï"形成させp電気めっきgついて説æすp．また(外部電ö"用いõ還ì
úkアノy�酸化反応"利用すp無電*めっきgついて説æすp．

金ëk腐食機構(そk防食方µ(電位-pHº（プyル§º）gついて説æすp．

J
考

後期中間試験およû後期定期試験"実•すp．
本科目k修¶gは(30 時間k授業k受講と 60 時間k事前・事後自<学&0必ìëあp．事前学&ëは(次¨k授業範Ægついて(教科Ød配布資ú"≥み(各自ë理*ëき
ないところ"整理しておく．事後学&ëは(授業時g配布すpレポyƒ"指定期∑まëg提�すpこと．
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科　目

担当教員 渡辺 昭敬 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-AC3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 各��注�し�反応�につい�量子化学計%&'いレポー+,評.する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「はじめ�7化学反応8」:土屋荘次 著（岩波書店）

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2026年Tシラバス

化学反応8 (Chemical Kinetics and Dynamics)

応用化学専攻・1年・後期・選択・2単位【講義】

授4�
概6�方針

化学7基uとなる化学反応87基u&学ぶ．講義はゼミナー|形~&主ÄとしÅ問題演Öなどá積極äにãåçれ�いく．
ま�Å近年7計%機科学7発ïに対応するべく量子化学計%によっ�素反応過程ùにおける遷移状£7構造決定演Ö
&'う．

【A4-AC3】素反応機構につい�理™しÅ反応に応じ�反応方程~&��
ること�,きる．

反応次Æとそ7決定法Å反応速T~7積分形&≥めること�,きる¥ù間試
∑,評.する．

【A4-AC3】アレニウス7反応速T~につい�理™する． アレニウス7反応速T~7™ªならびに前指Æ因子7諸理8につい�説明
,きる¥&ù間試∑,評.する．

【A4-AC3】衝突速T理8と遷移状£理87両«¥ら速T定Æ&理8ä
に導…すること�,きる．

衝突速T理8と遷移状£理87 い&説明,きる¥&ù間試∑およびレポ
ー+,評.する．

【A4-AC3】遷移状£7構造&量子化学計%&用い�予Ãすること�,き
る．

成ŒはÅ試∑70%　レポー+30%　とし�評.する．試∑成Œはù間試∑7結—&100%とする．100点満点,60点以上
&合◊とする．

「大学院講義物理化学II（第2版） 反応速T8とダイナミクス」:幸田清一郎 編 (東京化学同人)
「基u� 化学 物理化学II 化学反応8 (東京大学工学教程) 」:東京大学工学教程編纂委員会 編 (丸善…版)
「電子構造8による化学7探究」第3版:J. B. Foresman・A. Frish共著・川内進 訳 (ガウシア�社)
「Gaussianプログラ�による量子化学計%マニュア|」:社団法人 新化学発展協会 編 (丸善株~会社)

C3 物理化学IÅ C4 物理化学IIÅ 応用物理IÅ 応用物理IIÅ C5 物理化学III

履修:�
注意事項

物理化学II7反応速T8&�に理™し�いること��ましい．
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授4計画（化学反応論）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1

2

3 衝撃波法Åフラッシュフォ+リシス法などÅ実�に反応速T&実∑,≥める方法につい�理™する．

4 複合反応と素反応 複合反応につい��える．速T定Æ7大小関�と速T~7関�につい�� する．

5

6

7

8

9 ù間試∑

10 ù間試∑7™説　および　量子化学計%ç門 ù間試∑につい�™説する．ま�量子化学計%7基uä事"につい�理™する．

11 量子化学計%実Ö

12

13 構造最適化7方法Å振動Æ計%7%…方法&実Öする．

14 遷移状£7構造と熱力学äデー*7≥め方&実Öする．

15 任,7反応�に-い�反応経/7探01遷移状£7構造と熱力学定Æ&≥める．結—&レポー+に�報3する．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

化学反応7速T(1) 反応速T~につい�理™しÅ1次反応および2次反応7積分形&導…する．

化学反応7速T(2) 擬1次反応速Tについ�理™する．

化学反応7速T(3)

分子7衝突と化学反応(1) 衝突速T理8につい�25にわ�å理™する．15�は衝突7~7導…&ù7に理™する．

分子7衝突と化学反応(2) 衝突速T理8につい�25にわ�å理™する．25�は衝突¥ら反応速Tへ7記:7変<&ù7に理™する．

化学反応7統計理8 －遷移状£理8－ (1) 遷移状£理8につい�25にわ�å理™する．15�は遷移状£7構造Å平衡8&ù7に理™する．

化学反応7統計理8 －遷移状£理8－ (2) 遷移状£理8につい�25にわ�å理™する．25�は分配関Æ&用い�反応速T定Æ&Bす~&≥めÅアレニウス7~と比較
すること,遷移状£理8&理™する．

15�¥ら85�ま,7内F,ù間試∑&'う．

量子化学計%&実�に'うこと7,きるようÅGausView&用い�ç力ファイ|7作成方法につい�理™する．ChemDraw,7
ç力ファイ|7作成方法につい�á説明する．

分子化学計%演Ö(1) Gaussian&用い�分子化学計%法につい�4Kにわ�å実Öする．分子構造7ç力方法とシ�グ|ポイ�+計%法につい�実
Öする．

分子化学計%演Ö(2)

分子化学計%演Ö(3)

分子化学計%演Ö(4)

K
考

後期ù間試∑&実Lする．
本科�7修OにはÅ30 時間7授業7受講と 60 時間7事前・事後�己学Ö�必T,ある．事前学Öとし�Å講義予定7範Wについ�物理化学IÅIIÅIII7関連"�7復Ö�必T
,ある．ま�Å事後学Öとし�ゼミナー|ù7演Ö問題に™Zし提…すること�必T,ある.
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科　目

担当教員 下村 憲司朗 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-AC5(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 核��タンパ���構��役 !説#できるか!中間試+で評-する．

2 ゲノ2�種4�構�につい8説#できるか!中間試+�レポー<で評-する．

3

4

5

6

7

8

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2026年Mシラバス

分子生物学Ⅰ (Molecular Biology I)

応用化学専攻・1年・前期・選択・2単位【講義】

授4�
概6�方針

分子生物学s生物活u�メカニズ2!分子レベ{で理}しよう�する学Åであり，こ�分子生物学�進áにより，遺伝子
組ãå等�遺伝子工学ç発èし8きた．本講義におい8s，セン<ラ{ドグñ!中óに分子生物学�基ôについ8}説す
る．

【A4-AC5】核��タンパ���基本的性�!理}できる．

【A4-AC5】ゲノ2�種4�構�!理}できる．

【A4-AC5】DNA�複ü�仕組みç理}できる． DNA�複üメカニズ2につい8説#できるか!中間試+で評-する．

【A4-AC5】原核生物�真核生物�転写，転写調ß�仕組みについ8分子
レベ{で理}できる．

原核生物�真核生物�転写機構につい8説#できるか!中間試+で評-す
る．

【A4-AC5】原核生物�真核生物�翻™�仕組みについ8分子レベ{で
理}できる．

原核生物�真核生物におけるタンパ���翻™�仕組みについ8説#できる
か!定期試+で評-する．

【A4-AC5】翻™後修Ø�仕組みについ8分子レベ{で理}できる． タンパ���プロセッシング�細胞内輸∑�仕組みについ8説#できるか!
定期試+で評-する．

【A4-AC5】DNA�損傷，修∫�組ãå�機構につい8分子レベ{で理}
できる．

DNA損傷�要º�損傷�種4，損傷�修∫機構につい8説#できるか!定
期試+�レポー<で評-する．

【A4-AC5】細胞周期�制御機構につい8分子レベ{で理}できる． 細胞周期�制御に¿わる分子�種4�そ�役 につい8説#できるか!定
期試+で評-する．

成ƒs，試+85%　レポー<15%　�し8評-する．なお，試+成ƒs中間試+�定期試+�平均…�する．100…満…
で60…以Ã!合Œ�する．結–によっ8，再試+!実‘する場合çある．

「ベーシッ�ñスター分子生物学 改訂2Ÿ」€東中川徹・大山隆・清水光弘 編Áオー2社）

「Essential 細胞生物学 第5Ÿ」€B. Albrts・K. Hopkin et.al.著・中村桂子ら 監™ Á南江堂）
「ヴォー<　基ô生化学 第5Ÿ」€D. Voet ・ J. G. Voet et.al.著・田宮信�ら 共™Á東京化学同人）　
「分子生物学�基ô 第4Ÿ」€G. M. Malacinski 著・川喜田正夫 ™Á東京化学同人）
「ワ<ソン遺伝子�分子生物学 第7Ÿ」€J. D. Watson 著・中村桂子 ™Á東京電機大学出Ÿ局）

C2 生物，C4 生物化学I，C4 生物工学，C5 生物化学II

履修:�
注意事項

生化学反応，遺伝子情���れについ8詳細に理}するため，本科C2生物，C4生物化学I，C5生物化学II!∫�し，基本
概�! につけ8おくこ�ç必要である．また，遺伝子工学的手%!理}するために，C4生物工学につい8&∫�し8おく
こ�ç'められる．
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授4計画（分子生物学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準Lなど）

1 序論 分子生物学!学ぶにあたり，そ�背,につい8}説する．

2 核��タンパ�� 核�およ-タンパ���物理的，化学的性��構�につい8}説する．

3 ゲノ2 原核生物およ-真核生物�ゲノ2構�につい8}説する．

4

5 転写�基本的な仕組み�転写調ß機構につい8}説する．

6 オペロン単位で�転写調ß機構につい8}説する．

7 真核生物�一次転写産物に2し83われるプロセッシング�メカニズ2につい8}説する．

8 中間試+

9 中間試+Å4�}説!3う．5å8，翻™�基本的な機構につい8}説する．

10 翻™�制御機構につい8}説する．

11 翻™後修Ø 新生タンパ���修Ø�輸∑機構につい8}説する．

12

13

14 ウイ{ス�ファージ 一般的なウイ{ス�ファージ�構��生活=につい8}説する．

15 細胞周期�細胞分裂 細胞周期制御機構につい8}説する．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

DNA�複ü ゲノ2DNA�複ü機構!}説する．

転写(1)

転写(2)

RNAプロセッシング

1週Aから7週Aまで�内Bで中間試+!3う．

中間試+�}答・}説およ-翻™(1)

翻™(2)

DNA�損傷，修∫�組ãå(1) DNA損傷�要º�損傷�種4につい8理}する．5å8，各種損傷�修∫機構につい8&}説する．

DNA�損傷，修∫�組ãå(2) DNA損傷修∫EにFこる組ãå�減数分裂期組ãå，部位特異的組ãå�機構につい8}説する．

L
考

前期中間試+およ-前期定期試+!実‘する．
本科A�修Lにs，30 E間�授業�受講� 60 E間�事前・事後自己学�ç必要である．事前学��し8s，教科R�次S�授業範U!Vんでおく．事後学��し8sノー<!
見Yす��&に，課4çある�きsそれに[り組む．
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科　目

担当教員 増田 興司 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-AC4(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 必���じ�資��配�する．

参考書

関連科目

数"#微分積分，物理化"#熱力"分-#基礎0�復2し�おくこと．

神戸市立工業高等専門"校 2026年Fシラバス

移動現象論 (Transport Phenomena)

�用化"専攻・1年・前期・選択・2単位【講義】

授4�
概6�方針

化"プロセス�支配する運動量（流動），エネルギー（熱），物w#移動#原理�相似{#観}か�"2する．これ�#移動
原理�基づき，エネルギー保存{，運動量とエネルギー#移動方程0�"2しá後，配管設ãおよび，熱交換ê#設ã�
つい�"2する．

【A4-AC4】運動量，エネルギー，物w#移動原理とそ#相似î�つい�理
ïできる．

運動量，エネルギー，物w#移動原理とそ#相似î�つい�理ïでき�いる
か�中間試öで評úする．

【A4-AC4】エネルギー保存{と力"ùエネルギー保存0�理ïし，配管
設ãができる．

エネルギー保存{と力"ùエネルギー保存0�理ïし，配管設ãができ�い
るか�演2，中間試öおよび，定期試öで評úする．

【A4-AC4】微視ù¢収支#§•方�理ïし，運動量および，エネルギー#
移動方程0�理ïできる．

微視ù¢収支#§•方�理ïし，運動量および，エネルギー#移動方程0�
理ïでき�いるか�，演2および，定期試öで評úする．

【A4-AC4】対流�よる伝熱機©�理ïし，二重管0#熱交換ê#設ãが
できる．

対流�よる伝熱機©�理ïし，二重管0#熱交換ê#設ãができ�いるか�，
演2および，定期試öで評úする．

成≠は，試ö80%　演220%　とし�評úする．試ö成≠は，中間試öと定期試ö#平均}とする．100}満}で60}
以¥�合∂とする．

「輸送現象」：水科篤郎・荻-文丸 共著（産業図書）
「ベーシッ 化"工" 増補Ã」： 橋本健治 著（化"同人）

C3 化"工"I， C3 物理化"I， C4 化"工"II， C5 化"工"量論， C5 プロセス設ã

履修:�
注意事項
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授4計画（移動現象論）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 化"プロセスと移動現象 導◊とし�，様Ÿ¢化"プロセス�つい�#紹€と，プロセス‹で#移動現象�つい�講›し，本講義#目ù�理ïする．

2 ニュート‚#粘î#法{ 流Â#粘îとニュート‚#粘î#法{�理ïする．まá，速Fと運動量流Ë#物理ù意Í�つい�理ïする．

3 フーリエ#熱伝導#法{，物w移動速Fと物w流Ë

4 フィッ #拡Ô#法{と運動量，エネルギー，物w移動#相似î

5 エネルギー保存#法{ 熱力"#簡単¢復2�Òい，エネルギー保存#法{�つい�講›する．さ��，熱エネルギー#収支�つい�"2する．

6 力"ùエネルギー収支とベルヌーÙ#0 前ı#エネルギー保存#法{�もと�，力"ùエネルギー収支�説¯し，ベルヌーÙ#0�導˘する．

7 微視ù収支#˙˚方 微視ù¢収支#˙˚方�ï説し，連˝#0�導˘する．

8 中間試ö

9 中間試ö#ï答・ï説，熱移動方程0 中間試ö�ï答・ï説する．熱移動#方程0�導˘する．

10 運動量#微視ù収支と運動量移動方程0 運動量#微視ù収支�ï説し，運動量#移動方程0�導˘する．

11 ナビエ・ストー ス方程0 ナビエ・ストー ス方程0�つい�ï説し，流Â#速F分���めること�"2する．

12 シェルバラ‚ス法と円管‹流れ#層流�#速F分�

13 円管‹流れ#圧力降�と管路
#摩擦損�#ã算 円管‹流れ#圧力降��つい�ï説し，ファニ‚�#圧力損�0�導˘する．これ�用い�管路
#摩擦損�#ã算�Òう．

14 伝熱抵�#§•方と伝熱係数 伝熱抵�#§•方�ï説する．��，境�と伝熱係数#物理ù意Í，円管‹#流れ�対し�伝熱係数#算˘法�ï説する．

15 総括伝熱係数と対数平均温F差 熱交換ê�設ãするáめ�，総括伝熱係数と対数平均温F差#導˘とそ#意Í�ï説する．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前ı#ニュート‚#粘î#法{�復2しá後，フーリエ#熱伝導#法{�つい�"2する．さ��，物w移動速Fと物w流Ë�つ
い�"2する．

前ı#物w移動と物w流Ë�復2しá後，フィッ #拡Ô#法{�導˘する．��ニュート‚，フーリエ，フィッ #法{�整理し，
運動量，エネルギー，物w移動#相似î�理ïする．

1週目か�7週目まで#‹#で中間試ö�Òう．

シェルバラ‚ス法�つい�ï説し，これ�用い�円管‹流れ#層流�#速F分���める．これ�よ˚，ハーゲ‚・ポアズÙ)#
法{�つい�理ïする．

K
考

前期中間試öおよび前期定期試ö�実+する．
本科目#修-�は，30 �間#授業#受講と 60 �間#事前・事後自己"2が必�である．事前"2では，�ı#授業�3するトピッ �伝•る#で，各自で6べ�整理し�おく
こと．事後"2では，授業最後�配�する課:�期;まで�提˘すること．
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科　目

担当教員 根本 忠将 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-AC1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「高分子化学 合成編（化学マスタ�講座）」：中條善樹・中建介 共著（丸善）

参考書

関連科目

上01関連科56関す8内:;復=し?講@6AむことEFましい．

神戸市立工業高等専門学校 2026年Wシラバス

高分子材料化学Ⅰ (Polymer Material Chemistry I)

応用化学専攻・1年・前期・選択・2単位【講@】

授4�
概6�方針

本科w履yしz高分子化学およ}応用有機化学1基本知Ç;確Ñす8ととも6Ü実践âä高分子合成Üäら}6高分子
材料へ1応用6つい?講@;éじ?学ぶ．

【A4-AC1】高分子合成化学およ}高分子工業6関す8基礎知Ç1y得 高分子合成化学およ}高分子工業化学1基礎知ÇEy得wき?い8こと;Ü
中間試験Ü定期試験äら}6レポ�ö6よõ評ùす8．

【A4-AC1】高分子合成äら}6高分子工業1基礎知Ç;もと6Ü様üä
問°;解£wき8こと

高分子化学1基本âä知Ç;応用し?種ü問°6対応wき8か;Ü中間試験
Ü定期試験äら}6レポ�ö6よõ評ùす8．

成ßはÜ試験90%　レポ�ö10%　とし?評ùす8．試験は中間試験と定期試験;各ü100点満点w評ùしÜこれ;平均
後Ü90点6換≤す8．講@w≥しzレポ�ö;10点満点w評ùしz後Ü¥?;µせ?最終成ßとす8．60点以上;合∫とす
8．zだしÜ未提æ1レポ�öEあっz場合は不合∫とす8．

「高性能透∆ポリマ�1開…と応用」：谷尾宣久 監y・山田保治・松本章’ら 共著（CMCæ版）
「環状高分子1合成と機能…現（普及版）」手塚育志 監y・æ口哲生・上原恵理Êら 共著（CMCæ版）
「最先端材料システムOne point」（¥10巻）：高分子学会 編（共立æ版）
「持続可能社会;つく8バイオプラスチッ˙」：日本化学会 編（化学同人）

C2 有機化学IÜ C3 有機化学IIÜ C4 有機化学IIIÜ C5 有機化学IVÜ C4 高分子化学Ü C5 材料化学Ü C5 応用有機化学

履修:�
注意事項
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授4計画（高分子材料化学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準Nなど）

1 高分子とは 高分子6関す8歴�;学=しäEら高分子化学w学んだ基礎âä知Ç;確Ñす8．

2 重縮合 重縮合6おけ8概念Ü反応機構Üäら}6得られ8高分子1性�6つい?講@;
う．

3 重付加・付加縮合 重付加・付加縮合6おけ8概念Üäら}6得られ8高分子1特�6つい?講@;
う．

4 ラジカ�重合1基本âä概念Ü素反応Ü速W�6つい?講@;
う．

5 ラジカ�重合�wあ8溶液重合Üバ�˙重合Ü乳化重合およ}懸濁重合6つい?講@;
う．

6 ラジカ�共重合

7 イオ�重合 イオ�重合6用いられ8開始!とモノマ�1$%合わせÜおよ}得られz高分子1特�6つい?講@;
う．

8 中間試験

9 中間試験1返却・解答Ü遷移触媒重合

10 開環重合 開環重合1特�;説∆しz後Ü様üä開環重合1/6つい?講@;
う．

11 リビ�1重合Ü立体規則性重合

12 特殊構造高分子 様üä構造;有す8高分子1合成Üäら}6得られz高分子1性�6つい?講@;
う．

13 高分子反応 高分子反応6つい?説∆;
いÜ高分子1機能化Ü機能性高分子6つい?講@;
う．

14 無機高分子Ü有機－無機ハイブリッド 無機高分子Üäら}6有機－無機ハイブリッド1概念6つい?講@;
う．

15 生体高分子Ü高分子と環境 環境調和型高分子Üäら}6天然高分子B生分解性高分子6つい?講@;
う．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

ラジカ�重合I

ラジカ�重合II

二成分系共重合w1重合初期6おけ8Ü生成体1$成とモノマ�1反応性比Üおよ}モノマ�濃Wと1関H6つい?講@;
う
．

1週5から7週5まw1内:w中間試験;
う．

中間試験1返却・解答;
う．Ziegler-Natta触媒重合およ}メタセシス重合6つい?講@;
う．

高分子P1構造äら}6立体規則性6関す8講@;
う．リビ�1重合1特�;説∆しÜ得られz高分子1性�6関す8講@;

う．

N
考

前期中間試験およ}前期定期試験;実Qす8．
本科51y得6はÜ30 時間1授業1受講と 60 時間1事前・事後自己学=E必Xwあ8．事前学=wはÜ次Z1講@範\6つい?教科];^%Ü各自w理解wきäい内:;整
理し?おくこと．事後学=wはÜ講@時6配aす8レポ�ö;指定期日まw6提æす8こと．
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科　目

担当教員 根本 忠将 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-AC1(90%), D1(10%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 講義��配�す�プリント

参考書

関連科目

上"#関連科'だけでなく-錯体化1�関す�内34復6し8講義�9むこと=>ましい．

神戸市立工業高等専門1校 2026年Pシラバス

高分子材料化1Ⅱ (Polymer Material Chemistry II)

応用化1専攻・1年・後期・選択・2単位【講義】

授4�
概6�方針

高分子材料開u�従wす�技術z�{められ�-専門分��とどまらない幅Çい視�4Ñつため�-本科で履àした有機
化1・高分子化1・材料化1#内34ふまえ8-様éな分�で用いられ8い�先端高分子材料だけでなく-先端材料#開
u�ëかすこと=できない超分子化1�つい8講義4ïじ81ぶ．

【A4-AC1】高分子合成化1ならび�高分子材料化1�関す�基礎ùな
知ü#à得

高分子合成化1ならび�高分子材料化1�関す�基礎ùな知ü=à得でき
8い�こと4-中間試§ならび�定期試§�よß評©す�．

【A4-AC1】高分子材料化1#応用™�関す�知ü#à得 高分子材料#様éな応用™�つい8-そ#メカニズ∞4理論ù�理≥でき8
い�こと4-中間試§ならび�定期試§�よß評©す�．

【A4-AC1】超分子化1�関す�基礎ùな知ü#à得 超分子化1�関す�基礎ùな知ü=à得でき8い�こと4-定期試§�よß
評©す�．

【D1】高分子合成化1-高分子材料化1ならび�超分子化1�関す�知
ü#整理

高分子化1-高分子材料化1ならび�超分子化1�関す�知ü4系統ù�
整理でき8い�こと4-レポート�よß評©す�．

成∫は-試§90%　レポート10%　とし8評©す�．試§成∫は中間試§・定期試§#平均æ490æ満æで評©す�．レ
ポートは10æ満æで評©し-成∫�反¡させ�．総合評©は100æ満æで60æ以上4合∆とす�．ただし-未提…#レポ
ート=あった場合は不合∆とす�．

「図≥ 高分子材料最前線」：松浦一雄 編著（工業調査会）
「バイオマス由‰#高機能材料」：舩岡正光・祖山均・木村悟Ôら 共著（エヌ・ティー・エス）
「分子認üと超分子」：早下Ô士・築部浩 共編著（三共…版）
「超分子科1 ˛ナ�材料創���け8˛」：中嶋直敏 編著（化1同人）
「レーン 超分子化1」：Jean-Marie Lehn 著-竹内敬人 訳（化1同人）

C2 有機化1I- C3 有機化1II- C4 有機化1III- C5 有機化1IV- C5 応用有機化1- C4 高分子化1- C5 材料化1
- AC1 高分子材料化1I

履修:�
注意事項
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授4計画（高分子材料化学Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準Nなど）

1 現代社会�おけ�高分子材料 我é#生��身�な高分子材料=��役�と今後期!され�機能�つい8≥"す�．

2 スーパー汎用ポリマー

3 エンジニアリングプラスチック（エンプラ）#定義-ならび�汎用エンプラ+スーパーエンプラ#様éな用,�つい8≥"す�．

4 エンプラ#なかで-.�耐熱1�2れたポリイミ4�着'し-熱可塑1-しくは熱硬化1ポリイミ4�つい8≥"す�．

5 表示媒体だけでなく-エンプラとし8用いられ�液=ポリマー�つい8≥"す�．

6 スーパー繊維-コンポジット

7 デン4リマー-インテリジェントポリマー .Cな形Eゆえ�ナ�マテリアGとし8期!され�デン4リマー-ならび�インテリジェントポリマー材料�つい8≥"す�．

8 中間試§

9 中間試§#返却・≥答-導電1ポリマー

10 ライフサイエンス 医療分�+再生医工1で生体�なじみ#Sい高分子材料�つい8≥"す�．

11 グリーンプラスチック

12

13 様éな大環状化合W�よ�ホスト˛ゲスト分子認ü4利用した分子集\�つい8≥"す�．

14 共役系高分子-らせ]高分子4用いたセンサー�つい8≥"す�．

15 分子間#相互作用4利用した分子マシーン�つい8≥"す�．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

硬く8透cな材料であ�非=eポリオレフィン-ならび�自動車部i�jく用いられ8い�熱可塑1エラストマー�つい8≥"す
�．

エンジニアリングプラスチック(1)

エンジニアリングプラスチック(2)

エンジニアリングプラスチック(3)

スーパー繊維とし8知られ8い�高強P・高弾1mな芳香族高分子繊維-ならび�クレイ4用いたナ�コンポジット材料�つい8
≥"す�．

1週'から7週'まで#内3で中間試§4s�．

中間試§#返却・≥答4s�．金u�代わ�材料とし8利用され8い�導電1ポリマー#歴xだけでなく-そ#代表ùな応用™
であ�電子ペーパー�つい8≥"す�．

生分≥14有す�プラスチック（グリーンプラ）ならび�様éな環境問|�対応す�ため�開uされたリサイクG可能なプラスチッ
ク�つい8≥"す�．

超分子化1(1) 超分子化1�おけ�-代表ùな化合Wであ�クラウンエーテG+カリックスアレーン4はじめとす�-大環状化合W�よ�ホスト˛
ゲスト分子認ü�つい8≥"す�．

超分子化1(2)

超分子化1(3)

超分子化1(4)

N
考

後期中間試§および後期定期試§4実Äす�．
本科'#à得�は-30 �間#授業#受講と 60 �間#w前・w後自己16=必Ñであ�．w前16では-次Ü#講義範à�つい8配�プリント4âみ-各自で理≥できない内
34整理し8おくこと．w後16では-講義��配�す�レポート4指定期åまで�提…す�こと．
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科　目

担当教員 藤井 郁哉 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 A4-AC1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト ��指�しない�プリン 配布）

参考書

関連科目

有機化'(基礎知,-前/とする(で4上6(科8で'ん:内<-十分'習4理AしB上で履DすることFGましい．

神戸市立工業高等専門'校 2026年Xシラバス

有機反応機構論 (Organic Reaction Mechaniso)

応用化'専攻・1年・前期・選択・2単位【講義】

授4�
概6�方針

有機化'-理Aする上で有機反応機構(D{|必要不可Åである．本講義で|基礎Ñな有機反応機構 (有機電子論4
溶媒効果4隣接基関与4直線自íエネルギó関係 (Haooett 則)4立体電子効果4ペリ環状反応など) �つい°¢べる．

【A4-AC1】有機電子論(概•�基づい°反応(選択性4�異性-説明
することFできる.

有機電子論(概•�基づい°反応(選択性4�異性-化'反応式4文Ø-
用い°説明することFできるか-中間試¥およ∑レポó で評ªする.

【A4-AC1】隣接基関与(概•-理Aし4有機反応�おい°ど(ような役
æ-果Bすか-説明することFできる.

隣接基関与(概•-理Aし4有機反応�おい°ど(ような役æ-果Bすか-
化'反応式4文Ø-用い°説明することFできるか-中間試¥およ∑レポó 
で評ªする.

【A4-AC1】直線自íエネルギó関係 (Haooett 則) (概•-理Aし4有
機反応機構論�おい°ど(ような意¿-¡つか-説明することFできる.

直線自íエネルギó関係 (Haooett 則) (概•-理Aし4有機反応機構論
�おい°ど(ような意¿-¡つか-化'反応式4文Ø-用い°説明することF
できるか-�期試¥およ∑レポó で評ªする.

【A4-AC1】立体電子効果(概•�基づい°反応(選択性4�異性-説
明することFできる.

立体電子効果(概•�基づい°反応(選択性4�異性-化'反応式4文Ø
-用い°説明することFできるか-中間・�期試¥およ∑レポó で評ªする.

【A4-AC1】Woodward-Hoffoann 則4フロンティ 軌道論(概•-理A
し4軌道(対称性�支配される反応であるペリ環状反応Fど(よう�進行
するか-説明することFできる.

Woodward-Hoffoann 則4フロンティ 軌道論(概•-理Aし4軌道(対称
性�支配される反応であるペリ環状反応-化'式4文Ø-用い°説明できる
か-�期試¥およ∑レポó で評ªする.

成’|4試¥90%　レポó 10%　とし°評ªする．なお4試¥成’|中間試¥4�期試¥(平均Ÿとする．100Ÿ満Ÿ中
60Ÿ以上-合›とする.まB4自己'習(Bめ�与えられBレポó (/‚-„める．B:し4原則とし°4未/‚レポó F
あっB場合|不合›とする．

「有機反応論」：加納航治 著�三共‚版）
「有機反応(化'」：花房昭静 著�大日本図書）
「構造有機化' 有機化'-¸し˝理AするBめ(エッセンス」：齋藤勝裕 著�三共‚版）
「立体電子効果 三次�(有機電子論」：A. J. Kirby 著・鈴木啓介 訳�化'同人）
「ペリ環状反応 第三(有機反応機構」：I. Fleoing 著・鈴木啓介・千田憲孝 共訳�化'同人）

C2 有機化'I4 C3 有機化'II4 C4 有機化'III4 C5 有機化'IV4 C5 応用有機化'

履修:�
注意事項
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授4計画（有機反応機構論）

テーマ 内容（目標・準Mなど）

1

2

3

4

5

6

7

8 中間試¥

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

有機電子論 (1) „核置換反応 (SN14SN24SNi) �つい°¢べる．

有機電子論 (2) „核置換反応�おける溶媒効果4脱離反応 (β-脱離) (反応形式 (E14E24E1c') �つい°¢べる.

有機電子論 (3) 脱離反応�おける立体化' (anti 脱離4syn 脱離)4E14E2 反応(配向性4脱離反応�おける溶媒効果�つい°¢べる.

有機電子論 (4) E1c' 反応4脱離基(脱離能4α-脱離反応とカルベン4カルボニル基�対する„核付加反応4 シル„核置換反応 ( シル開
裂4 ルキル開裂) �つい°¢べる.

隣接基関与 (1) 隣接基関与(概•4有機反応�おける隣接3テロ原子�よる隣接基関与4非古典Ñカルボカチオン(概•4フェノニウムイオン
�つい°¢べる.

隣接基関与 (2) 有機反応�おける π 結合�よる隣接基関与 (π-participation4ホモ リル共役など)4σ 結合�よる隣接基関与�つい°¢べ
る.

隣接基関与 (3) 隣接小員環 (cyclopropane) (隣接基関与4bicyclo[2.2.1]heptane G(骨›転位反応�つい°¢べる.

1週8から7週8まで(内<で中間試¥-行う．

中間試¥(A説およ∑置換基効果およ∑直線自íエネルギó関係 
(1)

中間試¥(A説-行う．置換基効果 (誘起効果4共鳴効果) �つい°¢べる.直線自íエネルギó関係(概•4置換安息香R(
RA離反応�おける置換基効果 (Haooett 則) �つい°¢べる．まB4反応�数 ρ と置換基�数 σ �つい°¢べる．

直線自íエネルギó関係 (1)およ∑立体電子効果 (1) 種V(有機反応(反応速X�おける置換基効果 (σ+4σ-) �つい°説明する. 立体電子効果(電子論Ñ基礎4立体配Y(効
果 (ゴóシ[効果4 ノマó効果) �つい°¢べる．

立体電子効果 (2) 飽和炭素上で(置換反応4脱離反応4不飽和炭素3(付加反応�おける立体電子効果�つい°¢べる.

ペリ環状反応 (1) ペリ環状反応(概•4フロンティ 軌道論(概•つい°¢べる.LCAO b�よる分子軌道(cえd�つい°¢べる．エチレン(分
子軌道(cえd�つい°¢べる．

ペリ環状反応 (2) LCAO b�よる143-ブタジエン(分子軌道(cえd�つい°¢べる. 置換基効果�よる分子軌道(エネルギó準位(変化�
つい°¢べる．

ペリ環状反応 (3) jまB|光条m�おける電子環状反応�つい°¢べる.

ペリ環状反応 (4) jまB|光条m�おける環化付加反応 (Diels-Alder 反応他) �つい°¢べる.

M
考

前期中間試¥およ∑前期�期試¥-実qする．
本科8(D{�|430 時間(授業(受講と 60 時間(事前・事後自己'習F必要である．事前'習で|4シラバス�より4授業内<-確yし4各自で理Aできないところ-整理し
°お˝こと．事後'習で|4授業内<-まとめB授業ノó まとめ-指�期日まで�/‚すること．
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科　目

担当教員 小島 達弘 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-AC4(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 レポー�およ�中間試��未知 !計#�きるかどうか�評*する．

2

3 レポー�およ�定期試��種01湿3!計#�きるかどうか�評*する．

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 「演習化学工学熱力学」：大竹伝雄・平田光穂 共著（丸善）

関連科目

上記関連科S1理UV前XY講[V\める．演習V実_する1�関数電b1用d!必要．

神戸市立工業高等専門学校 2026年3シラバス

化学工学熱力学 (Chemical Engineering Thermodynamicá)

応用化学専攻・1年・後期・選択・2単位【講[】

授4�
概6�方針

化学工学単位操í1理UV基îとして，そ1装置設計ùプロセス計#�必要不可£§流体 (気体，液体) と固体1諸性
¨1理Uとそ1熱力学的物性Ø1#出±Yついて講[する．それら1理UV∂めるため∏く1演習問ªVºす．

【A4-AC4】理想気体およ�そ1混合物1P-V-T関¬V理Uし，それV用い
て未知 V√めること!�きる．

【A4-AC4】実在気体およ�そ1混合物1P-V-T関¬V理Uし，状態»お
よ�対応状態原理V用いて未知 V√めること!�きる．

レポー�およ�中間試��対応状態原理V用いて未知 V√めること!�き
るかどうか，また状態»V用いて未知 V√めること!�きるかどうか�評*
する．

【A4-AC4】蒸気Õ1温3変化V理Uし，飽和，部分飽和1概’V用いて
湿31計#!�き，そ1プロセスV説◊�きる．

【A4-AC4】∏成分Ÿ1気液平衡関¬VRaoult1±fiとHenry1±fi�
説◊�きる．また相·V用いて純成分1相現‰V説◊�きる．

定期試��Raoult1±fiとHenry1±fi!説◊�きるかどうか，また相現‰
V相·V用いて説◊�きるかどうか�評*する．

【A4-AC4】凝Êおよ�蒸ÁVËう物¨収ÍV乾燥，増湿§ど1単位操í
Y適用�きる． 定期試��乾燥ù増湿過�1物¨収ÍV計#�きるかどうか�評*する．

成Òは，試�70%　レポー�30%　として評*する．試�成Òは中間試�と定期試�1平均Øとする．100点満点�60
点以上V合˘とする．

「化学工学1基îと計#」：D. H. Himmelblau 著・大竹伝雄 訳 （培風館）

C3 化学工学I， C4 化学工学II， C5 化学工学 論， C4 応用物理I

履修:�
注意事項
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授4計画（化学工学熱力学）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 理想気体1±fi

2 気体1密3と比重

3 理想気体1混合物

4 実在気体1状態»

5 対応状態原理 臨界状態，対応状態原理1
��VU説する．

6 ÕÊ¬数1利用

7 実在気体混合物1���い

8 中間試�

9 中間試�U説，蒸気Õ 中間試�1U説V�う．また，蒸気Õ1温3Yよる変化V�し，蒸気!凝ÊするプロセスYついてU説する．

10 飽和1概’ 非凝Ê性1気体と混合した凝Ê性蒸気1特性V予知する�±YついてU説する．

11 ∏成分Ÿ1気液平衡

12 部分飽和と湿3 湿31種01定[YついてU説し，そ1計#演習V実_する．

13 部分飽和，凝Ê，蒸ÁV�ん�物¨収Í1問ª1Uき�V�し，演習V実_する．

14 部分飽和，凝Ê，蒸ÁV�ん�物¨収Í1問ª1Uき�V�し，演習V実_する．

15 相現‰ 相·1復習と純成分1相現‰へ1適応YついてU説する．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

理想気体1±fiY�まれる仮定V説◊し，そ1適用範�YついてU説する．気体定数R1#出±V復習し，P-V-T関¬1計#演
習V実_する．

気体1比重と密31定[1�いYついてU説する．気体1比重は基準気体とS的気体1密3!同一温3，同一Õ力�ある場
合，気体分子 1比Y等しいことV√める．

Dalton1分Õ1±fi，Amagat1偏容'1±fiVU説し，気体混合物1P-V-T関¬1計#演習V実_する．

実在気体1状態»YついてU説し，そ1§か�van der Waalá»とRedlich-Kwong»V用いたP-V-T計#V実_する．

対臨界状態V用いたÕÊ¬数1Øから実在気体1P-V-T関¬!√められることV�す．

実在気体混合物1P-V-T関¬V状態»およ�対応状態原理V用いて√める演習V実_する．

1週Sから7週Sま�1内容�中間試�V�う．

気液平衡1基îと§る2つ1±fi (Raoult1±fi，Henry1±fi) YついてU説する．

凝Êおよ�蒸ÁVËう物¨収Í1

凝Êおよ�蒸ÁVËう物¨収Í2

K
考

後期中間試�およ�後期定期試�V実_する．
本科S1修0Yは，30 時間1授業1受講と 60 時間1事前・事後自己学習!必要�ある．事前Y教科61該当箇:V;ん�，わかる部分とわから§い部分Vはっき�させておく
.授業後Yは教科6と授業ノー��復習し，教科61例ªù章末問ªVUく.
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 �えられ�テー�	
す�基礎知��レポー��評�す�．

2

3

4 �テー�ごと�レポー��内��評�す�．

5

6 �テー�ごと�レポー��内��評�す�．

7

8 �テー�ごと�レポー��提出状"�評�す�．

9 安$	作&�'めてい�かどうか�.�テー��/01み�評�す�．

10 　 　

総合評価

テキスト �テー��準5され�プリン�.器;��ニュアル．

参考書 �テー�	@して指導教EFGす参考書

関連科目 提Kされ�テー�	@す�基礎.専門科目

神戸市立工&高等専門学校 2026年^シラバス

エンジニアリングデザイン演習 kExercise of Engineering Design)

西田 真之 特任教授, 熊野 智之 教授, 津吉 彰 特任教授, 尾山 匡浩 教授, 増田 興司 准教授, 高科 豊 特任准教授 【
実務経験者担当科目】

$専攻・2年・後期・必修・1単位【実験実習】

A2k20%), B1k10%), B2k10%), C1k30%), C2k10%), 
C4k10%), D1k10%) JABEE基準

kb),kc),kd)1,kd)2-a,kd)2-b,kd)2-c,kd)2-d,ke),kf),
kg),kh),ki)

授4�
概6�方針

構想力.専門的知�±技≥�統µして必ずし∑正π�ない問º	/01み.専門分野Fæな�少人¡�グループ�チー
ムワー≈力±協調»�…うとと∑	.実現可Ãな π�Õつœ出してい–Ã力�…う．テー�	
して.グ ループ内�学生同
”±担当教‘と適÷ディスカッション�しなFらπ決‹�模fiす�．'行状"	@す�報告書�提出し.中間報告‰±成
果発表‰�È�Íごと	Îられ�成果�発表す�こととす�．本実験�一ÔÈ.企&�実務経験教EF担当し.∑�づ–0
	ついて∑指導します．

【A2】�えられ�課º�十分理πし�ˆ�作&�'め.π�導˜出す�	
必¯な原理.方‹.技≥�習Îす�．

【A2】作&�˚してÎられ�結果�整理し.考˛�展�してレポー�として
まとめ�ことF�˜�．

�えられ�テー�へ�理π^.結果�適�な処理およ�考˛�内��レポー
�	よ0評�す�．必¯	よ0面	�理π^�確�す�．

【A2】他分野�工学	@
���専門技≥	@す�知���	つœ�．
�えられ�テー��π決��理π^とそ�経験�自分�専門分野	反�さ
せ�複µ的視野FÎられ�か�レポー�	よ0評�す�．必¯	よ0.面	�理
π^�確�す�．

【B1】Îられ�結果�適�	表す図・表F書œ�．

【B2】グループ内�建設的な議��行い.共同して作&�遂行し. い発
表F出!�．

グループ内�積極的かつ建設的な議��行っ�かどうか�実験中ま�È面
		よ0評�し. い発表F出!�かどうか�成果発表‰�評�す�．

【C1】Îられ�結果から適当な処理�し.レポー�	まとめ�ことF�˜�．

【C2】他分野�工学	@
���.複µ的視野��つ． 当てられ�テー��π決�	
す�理π^と.そ�経験�自分�専門分野へ
反�させ�複µ的視野FÎられ�かどうか�レポー�	よ0評�す�．

【C4】期限内	レポー��提出�˜�．

【D1】器;�/0&い	注(し.安$	作&	/01むことF�˜�．

成*È.レポー�40%.作&�遂行状"40%.成果発表20%として評�す�．�テー�	おいて遂行状".理π^.技≥�
習Î.考˛力.コミュニケーションÃ力�総µして100点‹�担当指導教EF評�し.そ�平1�総µ評�とす�．100点
満点�60点以ˆ�µ4とす�．

履修:�
注意事項

�えられ�テー�	@5す�他分野�工学	ついてそ�基礎知��十分予習してお–こと．ま�.出7してグループ内�共
同して作&�行うこと�前提として評��行う．
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授4計画Aエンジニアリングデザイン演習）

内容AテーマR目標R準Sなど）

1週目:ガイダンス
　　　グループ分œ.テー�決定等�行う．

2週目:発表‰資料作成
　　　テー�設定発表‰	@œてグループごと	発表資料作成�行う．

3週目:テー�設定発表‰
　　　�グループ�設定し�テー�	ついてグループ単位�発表�行う．
　　　参加者$E�質C�行い.設定し�テー�	/01むˆ��課º�明確Eす�．

4～8週目:デザイン演習
　　　設定し�テー�	
して演習計I�作成し.グループごと	作&�'め�．
　　　予JÈ�グループ1万円程^とし.週ごと	そ�N	行っ�作&内��レポー��提出す�．

9週目:中間報告‰
　　　報告‰	先立�.外Ô講S	よ�講義（製品�発�体験	など）�Zœ�．
　　　グループ単位�中間報告�行い.そ�後	参加者$E�質C�行うこと�問º点�[い出す．
　　　予J使用状"・使用計I	ついて∑報告す�．

10～14週目:デザイン演習
　　　中間報告‰�明らかとなっ�問º点�^まえて.グループごと	作&�'め�．

15週目:成果発表‰
　　　半年間�活b�˚してÎられ�成果�グループ単位�発表す�．
　　　参加者$E�質C�行い.課º等�Õいだす．

S
考

中間試験およ�定期試験È実eしない．
本科目�修Î	È.45 時間�授&�Z講F必¯�あ�．事前学習:参考書.学≥�iおよ�ネッ�ˆ�情報など�用いて./01むテー�	@lす
�理�±現m�予習す�．事後学習:課ºレポー��作成およ�作&記o�整理�実eす�．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 B4(40%), C2(60%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 各分��担当��選�し�文献

参考書

関連科目 有機化学，無機化学，化学工学，分析化学，物理化学�各分��諸科目

神戸市立工業高等専門学校 2026年3シラバス

専攻科ゼミナー=Ⅱ (Advanced Course Seminar II)

宮下 芳太郎 教授, 渡辺 昭敬 教授, 小泉 拓也 教授, 増田 興司 准教授, 濱田 守彦 准教授

応用化学専攻・2年・前期・必修・2単位【演習】

授4�
概6�方針

専門工学r関tすv外国語文献z輪|すv}担当部分rついて，そ�内Ñz説Üし考àzâべvとともr討ézゼミナー
=形êëíう}幅ïい工学分��ñしい学ózòvとともr，関tすv文献z調öすvことrよù最ñ技†°研£�手法
rついて実践®r学ぶ}

【B4】化学，応用化学，化学工学，応用物理およ´生物�各分��≠から
担当教∞�適≤r選≥し�分��基本®文献z|み，それzまとめvこと
�ëきv}

各担当教∞�輪|�とき英語�ºしΩæされ，そ�大¡z把√ëきていvか
zプレゼンテーションrよù評 すvとともr，最ÀrレポーÕz提œさ–授業
内Ñ�理解3z評 すv.

【C2】化学，応用化学，化学工学，応用物理およ´生物�各分��≠から
担当教∞�適≤r選≥し�分��講|し�文献�課題等z®÷r把√
し，それz解◊すv手法z理解ëきv}

各担当教∞�レポーÕz提œさ–，これまë学習し�工学基ÿ°専門分��
いかされ，応用されていvかz÷Ÿすv.

成€は，レポーÕ50%　プレゼンテーション50%　として評 すv}各担当�評 z平flすv}成€は100点満点とし，60
点以‰z合Êとすv}

「化学英語�活用辞典」 : 足立吟也， 小関治男， 片岡宏 他 (化学同人)
「化学・英和用語集」: 橋爪斌・原º 編 (化学同人)
「Basic 英和和英有機化学用語集」: 平尾俊一 編 (化学同人)

履修:�
注意事項

有機化学，無機化学，化学工学，分析化学，物理化学�各分��基本®知ó�必�ëあv}�えて，本科�卒業研£ë英
文講|�基ÿとなv|解	およ´まとめ
�技†z習òしておΩこと�必�ëあv}
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授4計画（専攻科ゼミナーHⅡ）

テーマ 内容（目標・準Nなど）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

有機化学r関すvé文�講| (1) 有機合成化学rおいて重�な人名反応�代表®な教科書(László Kürti et al.， Strategic Applications of Named 
Reactions in Organic Synthesis)z輪|すv}

有機化学r関すvé文�講| (2) 有機合成化学rおいて重�な人名反応�代表®な教科書(László Kürti et al.， Strategic Applications of Named 
Reactions in Organic Synthesis)z輪|すv}

有機化学r関すvé文�講| (3) 有機合成化学rおいて重�な人名反応�代表®な教科書(László Kürti et al.， Strategic Applications of Named 
Reactions in Organic Synthesis)z輪|すv}

無機化学r関すvé文�講| (1) 無機化学�代表®教科書 (F. Albert Cotton et al.， Advanced Inorganic Chemistry. 6th ed.) �輪|と関tすv和文英
æ�演習zíう.

無機化学r関すvé文�講| (2) 無機化学�代表®教科書 (F. Albert Cotton et al.， Advanced Inorganic Chemistry. 6th ed.) �輪|と関tすv和文英
æ�演習zíう.

無機化学r関すvé文�講| (3) 無機化学�代表®教科書 (F. Albert Cotton et al.， Advanced Inorganic Chemistry. 6th ed.) �輪|と関tすv和文英
æ�演習zíう.

化学工学r関すvé文�講| (1) 移動現象é�代表®な教科書（R. Bird， Transport Phenomena， Revised 2nd Ed.,z輪|し，各-�担当し�部分zまと
めて発表すv}

化学工学r関すvé文�講| (2) 移動現象é�代表®な教科書（R. Bird， Transport Phenomena， Revised 2nd Ed.,z輪|し，各-�担当し�部分zまと
めて発表すv}

化学工学r関すvé文�講| (3) 移動現象é�代表®な教科書（R. Bird， Transport Phenomena， Revised 2nd Ed.,z輪|し，各-�担当し�部分zまと
めて発表すv}

分析化学r関すvé文�講| (1) American Chemical Society°The Royal Society of Chemistry�ナ/粒1°分析r関すv最ñ�é文z輪|し，各-�
担当し�部分�レジュ4z作成して発表zíい， 内Ñ�解説zíう.

分析化学r関すvé文�講| (2) American Chemical Society°The Royal Society of Chemistry�ナ/粒1°分析r関すv最ñ�é文z輪|し，各-�
担当し�部分�レジュ4z作成して発表zíい， 内Ñ�解説zíう.

分析化学r関すvé文�講| (3) American Chemical Society°The Royal Society of Chemistry�ナ/粒1°分析r関すv最ñ�é文z輪|し，各-�
担当し�部分�レジュ4z作成して発表zíい， 内Ñ�解説zíう.

物理化学r関すvé文�講| (1) アÕキンス物理化学�é問題�解き
（第5版/英語版,z輪|すv}

物理化学r関すvé文�講| (2) アÕキンス物理化学�é問題�解き
（第5版/英語版,z輪|すv}

物理化学r関すvé文�講| (3) アÕキンス物理化学�é問題�解き
（第5版/英語版,z輪|すv}

N
考

≠間試>およ´≥期試>は実?しない}
本科目�修òrは，60 時間�授業�受講と 30 時間�事前・事À�-己学習�必�ëあv}各Dあ�ù180分�授業}事前学習としてゼミナー=�内Ñrついて参考書°é文
などë�予習I´r説Ü用資K�作成，ま�，事À学習としてゼミナー=�内Ñ�英文z和æし�報告書�提œ�必�ëあv}

- AC–62 -



科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 B1(15%), B2(15%), B4(5%), C2(65%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 研�テー�ごと�指�される．

参考書 　

関連科目 研��展��は 本"およ%専攻"()ん+幅-.知01ベー3となる．

神戸市立工業高等専門)校 2026年Aシラバ3

専攻"特別研�Ⅱ (Graduation Thesis for Advanced Course II)

九鬼 導隆 教授, 渡辺 昭敬 教授, 宮下 芳太郎 教授, 根本 忠将 教授, 小泉 拓也 教授, 下村 憲司朗 教授, 安田 佳祐 
教授, 小島 達弘 准教授, 増田 興司 准教授, 濱田 守彦 准教授

応用化)専攻・2年・通年・必修・8単位【研�】

授4�
概6�方針

専攻"特別研�Iç継èする．専門知0�総合化�よì研��îおよ%デザイò能öç高める．研�課ù�おける問ùç
)生°¢î£し -.視¶çもっ©理論的・体系的�問ù解∞する能öç±う．研�テー��設��あたっ©は研��新
規性 有用性 理論的検ªç重視する．研��内æø進捗状√ç確≈し プレゼòテーショò能ö�向ÀçÃるためî表会
ç実–する．研�成“ç報告’�まとめ提ÿする．

【B1】研�成“ç報告’とし©まとめ 簡⁄�研�内æçî表する能öç
€�‹ける．

特別研�î表会(研��経fiおよ%研�内æç簡⁄�î表(きるかどうか
ç20点（内æと構成10点 î表10点Âとし©評Áする．

【B2】研�内æ�Ëする質問�Íし©的確�回Ï(きる． 特別研�î表会(ÿた質問�Íし©的確�回Ï(きるかどうかç10点（質
疑応Ï10点Âとし©評Áする．

【B4】研��ËÓした英�文Úç参Ùし また研�内æ�概ˆç的確な
英文(˜すこと1(きる．

研�テー��ËÓした英論文ç°¢�研��役立©©.るかは 日˚�活
動状√ î表会およ%最終報告’(�参Ù状√か¢評Áする．研�概ˆç英
(的確�’け©.るかは最終報告’(評Áする．

【C2】設�した研�テー��つ.© 指導教��下(基礎知0ø専門知
0ç総合し©研�ç遂�する能öç±う．

研�課ù�探�ö 実験計画ö 研�遂�öç日˚�研�活動実�か¢ お
よ%最終報告’�充実Aか¢評Áする．到達目標3と合わせ©70点とする．

成�は研�課ù�探求・実験計画・研�実�およ%最終報告’�充実A(70% 特別研�î表会�充実A(30%とし
©評Áする．100点満点(60点以Àç合�とする．

履修:�
注意事項

本"目内æ�Ëし©I II�期間�� 最低1回�)外î表（ËÓ)協会�おける口�またはポ3ターî表Âç義務‹ける．
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授4計画（専攻科特�研FⅡ）

内容（テーマM目標M準Nなど）

研�は下$か¢1テー�ç%%担当教��指導�下(�う．

 1) 分)�反応性�Ëする多面的アプロー/�Ëする研�（渡辺 昭敬 教授Â

 2) 不安��間体�î生ç1とする新規反応系��îとそ�応用�Ëする研�（小泉 拓也 教授Â

 3) 有機化合4ç用.た次世代高性能二次電:��î�Ëする研�（小泉 拓也 教授Â

 4) 環<�配>した高機能性無機材A��î�Ëする研�（安田 佳祐 教授Â

 5) 有機-無機ハイブリッG分)性固体材A�合成と4性・機能性�Ëする研�（小島 達弘 准教授Â

 6) サ3ペòショò�微粒)�構造形成�Ëする研�（増田 興司 准教授Â

 7) 粉体P�圧R�S�生じる応ö�Ëする研�（増田 興司 准教授Â

 8) 蛍Vç˜すナX粒)�電)状態解析（濱田 守彦 准教授Â

 9) ナX粒)�V)特性評Á（濱田 守彦 准教授Â

 10) 環<応用化)�おける有機・高分)化) 無機・無機材A化) 4理化) 化)工) 生4化)・生4工)�Ëする複合
的研�（渡辺 昭敬 教授 宮下 芳太郎 教授  根本 忠将 教授  小泉 拓也 教授  下村 憲司朗 教授  安田 佳祐 教授  小島 達
弘 准教授  増田 興司 准教授  濱田 守彦 准教授Â

N
考

�間試験およ%�期試験は実–しな.．
本"目�修^�は 240 時間�授業�受aと 120 時間�事前・事d�°己)f1必ˆ(ある．事前)f：研�テー�ø内æ�興hçiち ËÓす
る研�背lø最先n�トピッq等çrべ °己)fする．事d)f：実–した研�活動�内æç整理・考vし 次�実–内æç計画する．
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科　目

担当教員 小島 達弘 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-AC4(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 初回講�また�講��一週間前� テキス$%配'する．

参考書

関連科目

化学工学単位操1�基礎的知6%前7としている．移動現象@�修得CDEましい．

神戸市立工業高等専門学校 2026年Sシラバス

分離工学 (Separation Engineering)

応用化学専攻・2年・後期・選択・2単位【講�】

授4�
概6�方針

化学工学単位操1�基礎である平衡理@と物質移動@ ついて理v%wめるととも ，そ�応用である蒸留，吸収，抽出
�各装置設Ü ついてváと演â%äう．1å よる多段階分離プロセス�理@と設Ü ついて教授する．

【A4-AC4】気液平衡関ó�表示öとそ�Ü算ö%理vする． 気液平衡関ó�表示öとそ�Ü算ö%理vできているùレポー$，中間試験
で評•する．

【A4-AC4】充填®およ™段®%用いた吸収操1 ついて理vする． 充填®およ™段®%用いた吸収操1 ついて理vできているùレポー$，中
間試験で評•する．

【A4-AC4】2成分蒸留 おけるMcCabe-ThieleöとPonchon-Savarit
ö%理vする．

2成分蒸留 おけるMcCabe-ThieleöとPonchon-Savaritö%åvöで実
∂できるùレポー$，定期試験で評•する．

【A4-AC4】液液平衡関ó�表示ö%理vする． 液液平衡関ó�表示ö%3角線åで表現できるùレポー$，定期試験で評•
する．

【A4-AC4】抽出Ü算ö%各種åvöでvくことDできる． 抽出Ü算ö%各種åvöでvくことDできるùレポー$，定期試験で評•す
る．

成æ�，試験85%　レポー$15%　として評•する．100点満点で60点以ƒ%合∆とする．

「Mass Transfer Fundamentals and Applications」：A. L. Hines・R. N. Maddox 共著（Prentice Hall）
「化学工学概@」：大竹伝雄  著（丸善）

C3 化学工学I， C4 化学工学II， C5 化学工学量@， C5プロセス設Ü， AC1 移動現象@

履修:�
注意事項
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授4計画（分離工学）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1 Phase Equilibrium (1) 平衡関ó�熱力学的条Á�理vと炭化水素混合物�気液平衡Ü算 ついてváする．

2 Phase Equilibrium (2) 非理想Ó�気液平衡Ü算，とく 部分不溶vÓ�Ü算ö ついてváする．

3 Phase Equilibrium (3)

4 Binary Distillation (1) 連続式精留®�物質収˘と平衡段 ついてváする．

5 Binary Distillation (2)

6 Binary Distillation (3)

7

8 中間試験

9 中間試験�vá%äう．液液平衡関ó�表示ö�理vと単抽出�åvö�vá%する．

10 Liquid-Liquid Extraction (2) 多回抽出と向流多段抽出�åvö ついてváする．

11 Liquid-Liquid Extraction (3) 各種抽出装置 ついてváし，抽出�åvö�演â%äう．

12 Absorption (1) 吸収�物質収˘と操1線�理vおよ™理@段¸�グラ˛vö ついてváする．

13 Absorption (2) 吸収�物質収˘と操1線�理vおよ™理@段¸�グラ˛vö�演â%äう．

14 Absorption (3) 最小溶媒速S�概��理vと多溶質Óへ�応用 ついてváする．

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

単蒸留，˛ラッシ�蒸留�Ü算 ついてváする.

McCabe-Thieleö よる理@段¸�1åv%váし，演â%äう．

エンタルピー線å%用いたPonchon-Savaritö よる段¸Ü算%váし，演â%äう．

演â(1) ƒ記6週間�演â%äう．

1週
ùら7週
まで�内�で中間試験%äう．

中間試験�vá，Liquid-Liquid Extraction (1)

演â(2) ƒ記6週間�演â%äう．

J
考

後期中間試験およ™後期定期試験%実∂する．
本科
�修得 �，30 時間�授業�受講と 60 時間�事前・事後自己学âD必�である．事前 教科��該当箇�% んで，わùる部分とわùらない部分%�っきりさせておく
.事後 �教科�と授業ノー$で復âし，教科��例+,章末問+%vく.
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科　目

担当教員 宮下 芳太郎 教授

対象学年等

学習・教育目標 A2(50%), A4-AC2(50%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3 水素原��構�につい�理 し"説$できるかを"定期試-で評/する．

4 原�核反45放射8につい�理 し"説$できるかを"定期試-で評/する．

5 物:�周期:につい�理 し"説$できるかを"定期試-で評/する．

6

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 配>プリント

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2026年Qシラバス

周期V�化学 (Chemistry of Periodic Table)

4用化学専攻・2年・前期・選択・2単位【講義】

授4�
概6�方針

現vでは118種{におよ~元素�:Äは原�番Çとともに周期Öに変化し"これをまとめたも�å元素�周期Vである．
本講義では"元素�発êあるいは合í�歴îについ�ïれるとともに"ñに無機化学�立ôかö単õおよú化合物�各
ûを周期Vと関†づけ�紹§する．

【A2】周期V�歴îå理 できる． 周期V�歴îについ�理 し"説$できるかを"定期試-およúレポートで評
/する．

【A4-AC2】周期Vにおける各元素�位置関©å理 できる． 周期Vにおける各元素�位置関©につい�理 し"説$できるかを"定期試
-およúレポートで評/する．

【A4-AC2】水素原��構�å理 できる．

【A2】原�核反45放射8å理 できる．

【A4-AC2】物:�周期:å理 できる．

【A4-AC2】各元素�特´å理 できる． 各元素�特´につい�理 し"説$できるかを"定期試-およúレポートで評
/する．

í¨は"試-70%　レポート30%　とし�評/する．100点満点で60点以≤を合≥とする．

「新・元素と周期律」：井口洋夫・井口眞 共著（裳華房）
「元素118�新知識〈第2版〉 Àい�重宝"Œんでおもしろい (ブルーバックス)」：桜井弘 編著（講談社）
「宇€åわかる 新・周期Vガイfl」：ジャック・シャロナー 著"桜井弘 監修（ニュートンプレス）
「物ËåÈåる元素�図鑑」：荒舩良孝 著（SBクリエイティブ）
「1日1ページで小学¯かö˘åよくなる!元素�ふしぎ366」：左巻健男 著（きずな出版）

C2 無機化学I" C3 無機化学II" C3 物理" C4 無機化学III

履修:�
注意事項

本講義はUNITY�学内提供科�となっ�いる．
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授4計画（周期D�化学）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 元素�発êと周期V 元素発ê�歴îと周期Vと�関わりについ��べる．

2 水素原��構� �も簡単な元素である水素�原�構�につい��べる．

3 素粒�と複合粒� 種��素粒�と複合粒��特´につい��べる．

4 化学進化 原�核反4によるより重い元素�¯íについ��べる．

5 天然放射:同位õ 天然放射:同位õ�:Äと利用につい��べる．

6 人工放射:同位õ 人工放射:同位õ�:Äと利用につい��べる．

7 周期V�歴î メンデレーエ による�!�周期Vå提"された経%とそこかö�発'につい��べる．

8 物:�周期:"水素分��:Ä 原�5イオン�半径"電気陰:Qなど�周期:につい��べる．水素�単õである水素分��発êと:Äについ��べる．

9

10

11

12

13

14 ランタノイflおよúアクチノイfl元素�歴î"分布"物:を�べる．また"それö元素�単õ5化合物�:Äを�べる．

15 超重元素と未発ê元素 超重元素�合íと未発ê元素�可8:につい��べる．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

s-ブロック元素各û 1族9ú2族元素�歴î"分布"物:を�べる．また"それö元素�単õ5化合物�:Äを�べる．

p-ブロック元素各û(1) 13族かö15族元素�歴î"分布"物:を�べる．また"それö元素�単õ5化合物�:Äを�べる．

p-ブロック元素各û(2) 16族かö18族元素�歴î"分布"物:を�べる．また"それö元素�単õ5化合物�:Äを�べる．

d-ブロック元素各û(1) 3族かö12族�う<第4周期�元素�歴î"分布"物:を�べる．また"それö元素�単õ5化合物�:Äを�べる．

d-ブロック元素各û(2) 3族かö12族�う<第5周期以=�元素�歴î"分布"物:を�べる．また"それö元素�単õ5化合物�:Äを�べる．

f-ブロック元素各û

K
考

前期定期試-を実?する．
本科��修@には"30 時B�授業�受講と 60 時B�事前・事後自己学Hå必Jである．事前学Hおよú事後学H�内Kについ�は講義Lに指Nする．
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科　目

担当教員 下村 憲司朗 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-AC5(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2026年#シラバス

分子生物学Ⅱ (Molecular Biology II)

応用化学専攻・2年・前期・選択・2単位【講義】

授4�
概6�方針

分子生物学はJ生物活LMメカニズRS分子レベVW理Yしようとす_学`WありJこM分子生物学M進eによりJ遺伝子
組jk等M遺伝子工学l発nしてきたr本講義においてはJ分子生物学M基wS確yしなl{遺伝子工学M基wと応用
についてY}す_r

【A4-AC5】遺伝子工学に用い{れ_酵素ÅM使用Éと特ÖS理YWき_
r

遺伝子工学に応用されてい_代表âな酵素ÅについてJ特Öä使用ÉS}
ãWき_かS中間試êとレポーìW評ïす_r

【A4-AC5】遺伝子工学におけ_分子Y析手Éについて理YWき_r 遺伝子工学におけ_分子Y析手ÉについてJ原理S記õWき_かS中間試ê
とレポーìW評ïす_r

【A4-AC5】遺伝子クローニンüに†わ_技£S理YWき_r 遺伝子クローニンüM§れäJ使用す_技£およ•原理について}ãWき_
かS中間試êとレポーìW評ïす_r

【A4-AC5】遺伝子発現Y析およ•機能Y析手ÉS理YWき_r 遺伝子発現M©ä位™MY析Éä遺伝子機能MY析ÉM原理について}
ãWき_かS定期試êとレポーìW評ïす_r

【A4-AC5】生物工学分¨へM遺伝子工学技£M応用S理YWき_r 遺伝子工学技£S応用した物質生産J作物生産手Éについて}ãWき_かS
定期試êとレポーìW評ïす_r

成≤はJ試ê85%　レポーì15%　として評ïす_rなおJ試ê成≤は中間試êと定期試êM平均∂とす_r100∂満∂
W60∂以πS合ªとす_r

「遺伝子工学 (基w生物学テキスìシリーズ 10)」：近藤ã彦J芝崎誠司  編著（化学同人）
プリンì

「Essential 細胞生物学 第5÷」：B. Albrts・K. Hopkin et.al.著・中村桂子{ 監訳 （南江堂）
「遺伝子工学M原理」：藤原伸介・田中克典・東端啓Î{ 共著 （三共出÷）
「分子生物学M基w」：G. M. Malacinski 著・川喜田正夫 訳 （東京化学同人）
「遺伝子工学 第2÷」：NPOÉ人日本バイ˙技£教育学会監修 （講談社）
「基wか{学�遺伝子工学 第3÷」：田村隆ã 著（羊土社）

C2 生物JC4 生物化学IJC5 生物化学IIJC4 生物工学JAC1 分子生物学I

履修:�
注意事項

C2生物JC4生物化学IJC5生物化学IIJC4生物工学S復�しておくことl必
Wあ_r
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授4計画（分子生物学Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準Lなど）

1 序論 遺伝子工学分¨S学�にあたりJそM背�についてY}す_r

2 遺伝子工学W用い_酵素

3 各種電気泳Läハイブリダイゼーション技£M原理についてY}す_r

4

5 核�M調�と形質転j

6

7

8 中間試ê

9 中間試êMY}S うrまたJ原核細胞と真核細胞S用いたタンパク質発現%M構築ÉについてY}す_r

10 原核細胞と真核細胞S用いたタンパク質発現%M構築ÉについてY}す_r

11 レポーター遺伝子M利用ÉについてY}す_r

12 遺伝子発現M局所性Y析J網羅âY析に用い{れ_手É原理SY}す_r

13 タンパク質発現M局所性Y析J網羅âY析に用い{れ_手É原理SY}す_r

14 バイ˙プロダクション 遺伝子工学S用いた物質生産M.SY}す_r

15 植物バイ˙テクノロジー 作物育種M原理S学•J研究段5M遺伝子組jk作物M.SY}す_r

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

制限酵素JDNAポリメラーゼ等J遺伝子工学W用い{れ_代表âな酵素M性質J利用ÉについてY}す_r

遺伝子工学におけ_分子Y析手É(1)

遺伝子工学におけ_分子Y析手É(2) DNAM塩基配;äタンパク質M構造Y析手ÉM原理についてY}す_r

目âMDNA構造物M構築J宿?へM導入J宿?か{MDNAM回収Éについて原理SY}す_r

遺伝子クローニンü(1) ゲノRライブラリーとcDNAライブラリーM構築ÉについてY}す_r

遺伝子クローニンü(2) ゲノRライブラリーとcDNAライブラリーM利用ÉについてY}す_r

1週目か{7週目まWM内HW中間試êS うr

中間試êM返却・Y}およ•発現%(1)

発現%(2)

発現%(3)

機能Y析手É(1)

機能Y析手É(2)

L
考

前期中間試êおよ•前期定期試êS実Lす_r
本科目M修NにはJ30 時間M授業M受講と 60 時間M事前・事後自己学�l必
Wあ_r事前学�としてJ次回M授業に†わ_ところについてJ教科WSXんWおくr事後学�と
してはJノーìS見返すとともに†\す_分¨について調]す_r
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